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3-2 協力対象事業の概略設計 

3-2-1 設計方針 

(1) 機材設計の基本方針 

1) 協力の範囲 

協力対象事業は、IGNOUの支援組織である EMPCの実施している活動を技術的分野に

おいて側面から支援するものであるが、EMPCが実施している主業務の 1つである映像

教材制作業務の継続および効率化を図ることを主眼とした援助とし、音声教材制作機能

および EMPCが 2000年より実施している教育放送機能の強化に係る援助は含めない。 

また EMPCの空調設備、電源設備を含む施設建物も IGNOUにより適切な保守管理が実

施されおり改補修の必要がないことから施設改修も援助には含めない。 

2) アナログからデジタルへの移行 

世界のデジタル化の流れは 1990 年代初頭から始まったが、この時代までにアナログの

記録媒体として不動の地位を築いていたテープは表 3-1に示すような課題を抱えていた。 

表 3-1 アナログ方式の代表的課題 

テープが録画媒体であるため、物理的にテープが編集用に貸し出

されている時には同じ映像が使えない。 
映像同時共有：不可 

テープは体積が大きいため、大きな保管場所が必要となる。 保管場所：大 

収録⇒編集⇒複製を繰り返すと画質劣化が顕著に現れる。 画質：劣化 

テープ記録は編集時に必要な映像部分が簡単に取り出せない。 編集時間：長く非効率 

映像を収録・再生する VTRは、機械構造部分が多く摩耗部品の
交換の必要があり定期保守が不可欠である。 

保守：維持コスト大 

しかしながら今日までにデジタル技術は目覚ましい発展を遂げ、品質を落とすことなくデジ

タル信号処理を行い、高品質な視聴覚教材を制作できることが当たり前の時代になっている。

この流れに呼応するように、録画メディアはアナログ時代に利用されてきたテープから脱皮

し、ディスクや半導体メモリーといったマルチメディア媒体へ移行してきている。 

また、記録位置情報や収録場所、映像タイトル、収録日時などの情報（メタデータ）をデジ

タル信号として映像・音声と同時に記録する技術が開発されており、収録後の編集や映像管

理において利用面、運用面での効率アップも期待できる。 

デジタル化の進歩にともない前述の表 3-1 で示したアナログ時代の代表的な課題が表 3-2 の

ように解消される。 
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表 3-2 デジタル方式にして解決される代表的課題 

映像同時共有：可 ネットワーク化が可能となり映像の同時共有が実現される。 

保管場所：小 
録画媒体がディスクや半導体メモリーなどのマルチメディ

ア媒体となるため体積が小さくなる。 
画質：劣化しない デジタル方式記録のため編集や複製時の劣化がない。 

編集時間：短く効率的 
ランダムアクセスとメタデータの活用により映像検索が飛

躍的に早くなる。 
保守：維持コスト小 機械的構造部分が少なく、維持コストが極めて少ない。 

また信号品質保持に大きく貢献するなどのデジタル機材の持つメリットにより機材のグレー

ド格差がなくなってきており、コストパフォーマンスの高い機器が支持される傾向がみられ

る。しかしながら、機材の持つ耐久性については慎重な検討が必要で、単に規格上の数値が

同じでも長期間の使用に耐えうるかという視点で検討する必要がある。本計画の目的である

“映像教材制作を安定して実施する”観点から使用目的に合ったグレードの機材を検討した

うえで最適なシステムの構成を検討する。 

3) 「イ」国放送分野のデジタル化動向への対応 

「イ」国における放送サービスは、全国ネットワークを持つインド国営テレビ局（DD）、

インド国営ラジオ局（AIR）を中心に民間衛星放送局および民間 FM 放送局により実施

されている。放送分野におけるデジタル化・HD化整備が第 10次 5ヵ年計画（2002／03

～2006／07）から開始され下記のとおり目覚しい勢いで整備が進められていることを踏

まえ、本計画においても「イ」国デジタル化の流れに対応した機材の導入を図る。 

① DDのデジタル化の動向 

DDは、全国 1,395 TV送信所により「イ」国人口の約 91％（2008年 DD資料）を

カバーしている。第 11次 5ヵ年計画における整備事業として、鮮明で高画質の映

像であるハイビジョン（High Definition: HD）化の実現を目指したデジタル化促進

計画が策定されている。映像番組制作機材・TV送信機材の完全デジタル化のため

の予算として DDには 238.1億 Rp.（約 470億円）の予算が組み込まれている。DD

のデジタル化への移行状況は、全国にある 66 TVスタジオセンターの内 30 TVス

タジオセンターが 2005年までにデジタル化整備を終了している。またハイビジョ

ン（HD）化整備は、2010 年 10 月にインドで開催されるコモンウェルスゲーム

（Commonwealth Game）の 17競技を HDフォーマットで撮影し地上デジタル放送

するために 2010年 9月の整備完了を目指してデリー、ムンバイ、コルカタ、チェ

ンナイの 4 TVスタジオセンターにおいて HD化整備のための入札手続き中であり、

DD本部（デリー）には 4台の HDカメラを搭載したハイビジョン中継車等の機材

がすでに調達されている。さらに第 12次 5ヵ年計画終了時の 2017年には、66 TV

スタジオセンターの完全 HD 化を実現する計画である。地上デジタル放送は 2004
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年からデリー、コルカタ、ムンバイ、チェンナイの 4都市においてDVB（Digital Video 

Broadcasting）方式の放送がパイロットプロジェクトとして実施されており、第 11

次 5ヵ年計画終了時の 2012年までには 30都市、さらに第 12次 5ヵ年計画終了時

の 2017年には全 630ヵ所の TV送信所をデジタル放送機に更新しアナログ放送か

ら地上デジタル放送に切り替える計画をしている。 

② AIRのデジタル化の動向 

AIRは全国 255ラジオ送信所により人口の約 99％（2008年 AIR資料）をカバーし

ている。AIRのデジタル化整備は 1990年代前半から開始され、デリーをはじめと

した全国 10ヵ所にあるラジオ番組制作センターの主要機材はサーバーを主体とし

たデジタル機器が導入されており番組制作機材のデジタル化はすでに終了してい

る。第 11 次 5 ヵ年計画における整備事業として、FM 放送網の拡充に加え中波放

送および短波放送のデジタル化（Digital Radio Mondaile：DRM）、音声衛星放送の

デジタル化促進が提唱されており現在具体的な整備計画の策定中である（短波放送

は、すでに DRM試験放送が 1部開始されている）。このための予算として AIRに

は 315.5億 Rp.（約 630億円）の予算が組み込まれている。 

③ ジャミアミリアイスラミア大学マスコミュニケーションリサーチセンター

（MCRC） 

｢イ｣国内外の放送セクターに従事する人材を育成しているジャミアミリアイスラ

ミア大学のマスコミュニケーションリサーチセンター（MCRC）は、1991 年に日

本の無償資金協力でアナログ機材が整備された。その後デジタル化の動向にあわせ

て学生訓練用放送機材のデジタル化整備を進めている。訓練用ビデオスタジオには

すでに HD対応のスタジオカメラが一部導入されており、また音声編集装置、映像

編集装置、コンピューターグラフィックス装置はすべてデジタル機材で構成されて

いる。これらのデジタル機材を使用して訓練を受けた学生（毎年 300 名）が将来

IGNOUを含めた放送業界へ従事することとなる。 

4) 機材設計のコンセプト 

EMPC では 1993 年の日本による無償資金協力以後、音声教材制作のためのサーバーや

映像教材編集機材等を自己資金により調達して少しずつデジタル化を進めている。しか

しながら、大部分の機器は未だにアナログ機器で構成されており世界的なデジタル化の

流れに対しシステムが陳腐化の傾向を見せている。 

一方、世界的な地上デジタル放送の普及の中で映像教材制作機材もより高度なデジタル

技術を用いて、従来の標準画質（Standard Definition：SD）から、より鮮明な高画質（HD）

映像教材制作への移行が進んでいる。したがって前述のとおり「イ」国においてもデジ

タル化、HD化整備が目覚まし勢いで進められている状況を踏まえ HD 化の機能も取り
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込むこととする。 

ただし世界的にデジタル化の流れが加速し技術も進歩してきているものの、1度にすべ

てのアナログ機器をデジタル化することは、投資経費や運用等の問題から現実的ではな

い。したがって本計画をデジタル化移行への第 1段階と位置付け、既設アナログ機材も

システム的に整合をとり無理なく流用し、既設機材も活用できる SDフォーマットおよ

び HD フォーマットに対応した今後 10 年間は陳腐化しない適切なシステムを目指すも

のとする。また映像教材制作のために EMPC職員が 1年間無休で稼働するなど映像教材

制作効率が著しく低下している状況を解消するためにバーチャルスタジオシステムを

導入しスタジオ収録の効率化を図るとともに収録した映像素材の共有ネットワークを

導入し編集の効率化を図る。バーチャルスタジオシステムは映像教材制作において制作

およびセッティングに長時間を要し制作効率を妨げている演出用のセットがコンピュ

ーターによる電子セットで制作可能となるとともにさまざまな演出を実現し映像教材

が効率的に制作できるシステムとして世界的に導入が進んでいる。 

① 世界的なデジタル化動向への対応 

− テープレス化 

録画メディアのデジタル化 

− 画質フォーマット 

従来の標準画質（SD）フォーマッ

トに加え高画質（HD）フォーマッ

トの導入 

録画メディアのデジタル化、配布用教

材の DVD化および SD/HDフォーマットの導入より映像教材の質の向上を図る。 

② EMPCの視聴覚教材制作の効率化 

− バーチャルスタジオシステムの導入 

− 映像共有ネットワークの導入 

バーチャルスタジオシステムおよび映像共有ネットワークの導入によりデジタル機

能を最大限に活用した映像教材制作システムを構築し、映像教材制作効率の向上を図

る。 

 

(2) 自然条件に対する方針 

プロジェクトサイトのあるニューデリー市は、雨季と乾季からなる半乾燥気候に属する。ニ

ューデリーの海抜は約 250mであるが、寒暖の差が大きく、第 2章 2-2-2項のとおり 5月～6

月は平均気温が約 30℃と厳しい暑さとなる。また、7月～8月が雨季となっている。 

しかしながら調達機材の据付を予定しているEMPCの既設建物は空調換気設備が整備され良

教材制作効率 UP 
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好に稼動していることから、気温、湿度、降水量などの気象条件が本計画の調達機材へおよ

ぼす影響は特にないと考えられる。 

ただしプロジェクトサイトへのアクセスはほとんど舗装されているものの、サイトに至る最

後の約 2kmの区間は少々雨が降っただけでも道路が冠水に近い状態になるため、雨季期間（7

月～8月）の国内輸送はできるだけ避けることが望ましい。 

 

(3) 社会インフラに対する方針 

ニューデリー市内の電力事情は比較的安定しているものの停電も頻繁に起きており、本調査

期間中にも平均週 2回のペースで停電が発生したことを確認している。調達機材の据付を予

定している EMPCの既設建物には、非常用発電機が 2台（200kVAおよび 500kVA）整備され

ており停電時に稼動しているが、停電発生から非常用発電機が稼動するまでには約 5分を要

している。したがって、ノンリニアー編集機、コンピューターグラフィックス、ビデオサー

バー等のコンピューターを内蔵する機器には停電時のデータの消滅を防ぐために無停電電源

装置（UPS）を整備する。 

 

(4) 現地業者の活用に係わる方針 

EMPC で使用している主要機材はほとんどが日本、ヨーロッパ、アメリカ製品である。これ

ら機材の据付工事は、各機材メーカーから派遣された技術者により行われた。したがって本

計画で調達する機材の据付工事においても、機材調達業者から熟練した技術を有する技術者

を派遣して実施することとする。ただし、機材据付工事を補助する技能工はニューデリー市

内の電気工事会社の中から当該業務に精通した現地人を雇用することとする。 

 

(5) EMPCの運営・維持管理に対する対応方針 

本計画実施後も、現在 EMPCが実施している下記視聴覚教材の制作手順・要員数を変えるこ

とのないシステムを構成する。なお EMPCにおける年間稼働日数は規定の 210日（前期：105

日（4月～9月）、後期：105日（10月～3月））とする。 

1) 映像教材用シナリオの作成 

EMPCセンター長により指名されたプロデューサー、教授、講座コーディネーターによ

りシナリオを制作する。 

2) 映像教材収録・編集 

担当プロデューサーの下で映像教材用シナリオに従い、EMPCの番組部および技術部の

職員により収録・編集作業が実施される。 

スタジオ収録要員… プロデューサー（1名）、アシスタントプロデューサー（1名）、 

カメラマン（3～4名）、技術ディレクター（1名）、映像担当技術
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者（1名）、音声担当技術者（1名）、カメラ調整担当技術者（1名）、

VTR 担当技術者（1 名）、キャラクタージェネレーター担当技術

者（1名）、照明担当技術者（1名）の合計 12～13名 

屋外取材要員  … 3クルー編成（3～5名／クルー） 

3) 映像教材試写 

収録・編集された映像教材は、担当学部長、担当教授、EMPCセンター長、担当プロデ

ューサー、講座コーディネーター等からなる教材試写チームにより教材内容および画質

のチェックが行われる。 

4) 映像教材完成 

試写時に指摘された事項の手直しを行い、教材試写チームの承認により映像教材の完成

となる。 

なお本計画が実施された場合、本計画推進の中心となるのは EMPCの技術部および制作部の

職員であるが、技術部が音声／映像番組制作を制作部と共同で実施するとともに教材制作機

材および放送・送出機材の運営維持管理を担当している。保守業務は 15年前から年間保守契

約を締結している外部エージェントの保守要員とともに毎日実施しており、技術部の職員は

豊富な経験と確かな技術力を有している。ただし、本計画で導入される機材はデジタル技術

を採用した機材であり取り扱いに不慣れであることから本計画実施後の運用・維持管理のた

めに機材据付後の初期運用指導を行う。 

 

(6) 機材等のグレードの設定に係る方針 

視聴覚教材制作機材は、仕様により「放送局 (Broadcast) 仕様」、「業務 (Professional) 仕様」、

「民生 (Consumer) 仕様」に大別される。「放送局仕様」は安定した放送を実施するために必

要とされる仕様が採用されており連続運転や故障の発生を低減させ信頼性を高めるための冗

長性が考慮され、また使用者の意向に沿った設計に改修できるなどの工夫がしてあるために

高価となっている。アナログ時代にはその信頼性から放送局などではほとんどが「放送局仕

様」の機材が採用されており、EMPCの前回の日本の無償資金協力においてもほとんどが「放

送局仕様」の機材が整備されている。しかしデジタル化に伴い「業務仕様」の機材でも使用

者の意向に沿った改修はできないものの性能的には「放送局仕様」と遜色ない信頼性の高い

機材が普及しており、「放送局仕様」と「業務仕様」の境界がなくなりつつある。また近年「民

生仕様」でも十分な仕様をもち日本の放送局においても使用されている機材もある。したが

って本計画でも調達する機材毎に 3つの仕様の中から使用目的に合致した適切なグレードの

機材を選定する。 
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(7) 調達方法／工法、工期に係る方針 

1) 機材の調達方法に係る方針 

本計画で調達を予定している視聴覚教材制作機材は「イ」国では生産されていない。こ

れらの機材は、日本を中心にアメリカ、ヨーロッパなどのメーカーが製造しているが、

主要な製造メーカーはニューデリー市内に現地代理店を構えサポート体制を構築して

いる。また EMPCは機材取扱代理店（CMS COMPUTERS LIMITED）と年間定期保守契

約を締結し既設機材の保守を共同で実施するとともに、13社におよぶ日本、アメリカ、

ヨーロッパの主要メーカーの現地代理店と取引をしており急な故障などが生じた場合

に点検・修理を依頼している。したがって、本計画における機材を日本、アメリカ、ヨ

ーロッパのメーカーから調達してもスペアパーツの調達を含む計画実施後のアフター

ケアーに支障がないことから、デジタル音声・映像機器の開発実績、機材の仕様や調達

コストとのバランスを考慮し適切な調達国を決定する。 

デジタル映像機器は、まだ歴史的に浅く、異なったメーカー間での接続運用実績が少な

い。世界標準規格で製造されているが、機器ごとの微妙な規格許容範囲のずれから、ノ

イズの発生につながるケースがある。システムの内容にもよるが、互いに接続する機材

の調達国が日本と日本以外の国の製品で直結されるような場合には、仕様の整合はもち

ろんのこと、互いに接続しての運用実績についても十分配慮しながら機種選定を進める。 

録画機材のフォーマットについては、日本のメーカーが世界をリードしながら開発を進

めてきたことから日本が主導権を持っている。 

したがって、録画機材の調達は日本製または、日本メーカーの工場がある第三国からの

調達が考えられる。 

また周辺機器であるインターカム装置は、アメリカ製のものが世界のデファクトスタン

ダード化しており、世界中の放送局で標準使用されている実績がある。よって日本製の

ものより第三国からの調達が適切である。 

また、キャラクタージェネレーターについても、使用言語の対応を考えると第三国から

の調達が望ましい。 

2) 工期の設定に係る方針 

工期の設定にあたっては、以下の点に配慮して計画する。 

① 調達機材の製作期間および輸送 

本計画におけるすべての機材の製造・調達には約 6.0ヵ月を要するが、輸送はすべ

ての機材の製造・調達が終了した後、1船による輸送を考慮する。 

② 据付工事工程 

据付工事期間中は映像教材制作活動が停止してしまうこととなるが、その期間を可

能な限り短縮するために、映像教材制作スタジオ-1 から機材据付工事を開始する
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ことや新学期前の 1月～3月および 7月～9月が特に教材制作本数が多い期間であ

ることを考慮し、映像教材制作活動への影響を最小限にするための工程を策定する。

なお据付工事終了後に実施される運用指導終了をもって本計画の完工とする。 

③ 検査・検収 

本計画では、工場出荷前の工場検査、機材の船積み前に第三者検査機関による船積

み前検査、据付工事終了後の受入れ検査を実施することから、これら検査の事前準

備から承認に要する期間を考慮した工程とする。 

 

3-2-2 基本計画 

3-2-2-1 要請内容の検証 

 本計画の実施機関となる IGNOU／EMPC に対し要請機材の背景を確認するとともに、「イ」国

側要請内容のコンセプトに対し、「イ」国および世界的なデジタル化の現状や動向を考慮し“HD

化の過渡期であることを踏まえ既設機材も活用できるSDフォーマットおよびHDフォーマットに

対応した今後 10年間は陳腐化しないシステムの構成”が日本側のコンセプトであることを説明し、

IGNOU／EMPC側と合意した。 

さらにコンセプトに基づき「イ」国側要請機材に加え本計画の目標達成のために不可欠な機材

を日本側からの提案として含めた協力計画案を IGNOU／EMPCに提示しながら、要請の内容の必

要性・妥当性についての協議を行い「イ」国側最終要請内容の確認を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「イ」国側要請コンセプト 日本側提案コンセプト 

 EMPC の既設機材は、現在でも良好な状態で維持管理されているものの、近年のデジタル技術

の進展に伴いアナログ機材で構成されている現在のシステムは陳腐化が顕著な上に、前回の無償

資金協力（1993年）から 15年を経過して稼動年数を超えていることから老朽化しており製造メー

カーからのスペアパーツの調達も困難な状況となっている。さらに 2000年から開始された教育専

用衛星放送（GD）の運営にともない、2つある既設の映像教材制作スタジオの内、1つは IGNOU

の学術講座のカリキュラムの一部に組み込まれているテレコンファレンス授業を行う生放送専用

スタジオとして毎日運用されており、映像教材の制作は残る 1 つの映像教材制作スタジオのみで

教材制作効率UP 
HD対応 

メディアの 
デジタル化 

映像共有 
ネットワーク 

バーチャル 
スタジオ 

アナログ 
素材変換 

HD 
画質評価 

デジタル 
信号保守 

教材制作効率UP 
HD対応 

メディアの 
デジタル化 

映像共有 
ネットワーク 

バーチャル 
スタジオ 
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行う危機的な状況となっている。 

 一方 IGNOUの提供する学術講座は、前回無償資金協力時の 400講座から 1500講座に、在籍学

生数も約 200万人へと飛躍的に増加している。今後も学部や講座の増設が計画されており（11 次

5ヵ年計画終了時（2012年 3月）までに 13学部で 77講座（1500単位）の増設を計画）、加えて「イ」

国政府指導による新規の科学専門教育衛星チャンネル（GD-5）への映像教材制作が求められてい

る。このような状況の下、現在は老朽化著しい機材を懸命に保守管理して映像教材の制作を実施

しているが経年劣化は防ぎようもなく近々に映像教材の制作ができなくなることは明白である。

さらに映像教材制作効率が著しく低下していることから年間 200 本の映像教材制作は 1 年間無休

（365日/年）で行なわなければならず、映像教材制作に従事する EMPC職員の稼働状況を大幅に

改善する必要がある。これらの状況を踏まえると「イ」国側の最終要請機材は、IGNOUの映像教

材制作にかかわる必要最低限の内容でありいずれかの機材が欠けてもバランスの悪いシステムと

なってしまい本計画の目標達成に支障をきたすことからすべての機材を取り込む必要があると判

断される。 

 当初要請と最終要請およびその変更理由を下記に述べるとともに要請機材についての妥当性の

検証結果を明らかにする。 

 

[ 1 ] 映像教材制作スタジオ-1（バーチャルスタジオシステム） 

【現状の機材概要】スタジオ面積：216m2 

 映像教材収録には 12～13名のスタッフが関わっている。 
 使用機材の大半は、1993 年の日本の援助で整備されたアナログ機材で老朽化が目立つ。整備当初は
3台のスタジオカメラで収録していたが、制作する教材の多様化にあわせてに収録手法も変化したため
に新たに自費で 1 台スタジオカメラを調達し、現在は 4 台のスタジオカメラを運用し収録を行ってい
る。VTRは SDフォーマットであるものの継続利用可能なデジタル方式の VTRが導入されている。90
回線用の調光装置やランプ等の照明器具も老朽化しておりかつ製造メーカーが倒産したためにスペア

パーツの調達ができず早急な更新が必要である。さらにスタジオフロアー内のサイクロラマの老朽化

が著しく改修の必要がある。 
 

【要請機材の概要】 

 映像教材はこれまでどおり SDフォーマットで制作する方針のもと、4台のスタジオカメラで構成さ
れるバーチャルスタジオシステムとして要請があった。ただし HD 時代を見据えて、SD/HD 相互のフ
ォーマット変換装置の要請も含まれている。 
 

【主な見直し点】 

 EMPC の教材の制作方法やスタジオ運用方法から最適な機材と数量について以下のような見直しを
行った。 

1. システム全体を SD/HD フォーマット対応とし、4 台構成だったスタジオカメラをスタジオカメラ
3台と多目的 HDカメラ 1台とする。 

2. スタジオカメラ用レンズとして高価な箱型レンズが 2 式要請されてたが、教材収録手法から既設
と同じポータブルレンズが最適であるためポータブルレンズに変更する。 

3. スタジオ照明機材はバーチャルスタジオ用の照明機材および老朽化の著しい調光装置の更新が必
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要であるが、モーターやワイヤーを含むバトン設備は継続利用が可能であるため更新しない。 
4. 収録用 VTRとして SD-VTR 6台の要請があったが、テープレス化に対応すべく HDデジタルディ
スクレコーダー3台に変更し、SD用としては既設の SD-VTRを使えるようインターフェースを設
置する。 

 

【見直しに至った経緯】 

 スタジオフロアー内のサイクロラマが老朽化しており、今後も効率的に映像教材制作を行うために

はサイクロラマを改修する必要があるが、216m2フロアー分の改修となり大規模なものとなる。代替方

法としてデジタル技術を駆使したバーチャルバースタジオシステムを導入する手段が考えられる。サ

イクロラマの改修とバーチャルシステムの導入において費用、工期、工事の難易度を比較すると、バ

ーチャルシステムの導入が安価で特殊技術を用いることなく短期間に実施することが可能である。し

たがってバーチャルスタジオシステムを導入することが適切であると判断される。またバーチャルシ

ステムの導入により、スタジオフロアー内にセットする大道具が必要なくなり、制作時間が大幅に短

縮されスタジオ稼働率が改善される効果が期待できる。 
 ただし要請内容が SD フォーマットによる方針であったため今後の映像教材制作に支障がないよう
に全体構成を見直す。主な経緯は以下のとおり。 

① システム内での信号処理の基軸を HDフォーマットとする。ただし入出力にインターフェース
を設け、既設の SD-VTRを有効活用するとともに SDとの互換性を確保する。 

② 1台の HD多目的カメラを高所に設置し映像教材制作のバリエーションを持たせる。 
したがって要請されていたスタジオカメラの 4台の内、1台をリモートカメラに変更する。 

③ 合計 9台のデジタルおよびアナログ波形モニター要請があったが、スタジオシステムのデジタ
ル化にともないデジタルマルチフォーマット波形モニター5台に変更する。 

④ 照明装置は老朽化が危惧されていたが機械部分は良好に稼動しているため、バーチャルスタジ

オシステム用に必要な蛍光灯照明および調光装置を更新する。 
 

【主な機材の当初要請内容と最終要請内容の比較】 削除：削除機材 変更：変更機材 追加：追加機材
 

当初要請内容 最終要請内容 
機材名 数量 

評価 
機材名 数量 理 由 

3CCD SDカメラ 4台 
変更 

3CCD HDカメラ 3台 SD/HD対応とする。映像教材制
作手法から 3台のスタジオカメ
ラに変更する。 

－ － 追加 
多目的 HDカメラ 1台 高所設置し教材制作のバリエー

ションを広げる。 
ズームレンズ等のカメ

ラ周辺機器 
4台 

変更 
同左 3式 上記 3CCD HDカメラの数量に

合わせて変更する。 
デジタル VTR（SD） 6台 

変更 
SD -VTR入力用インタ
ーフェース 

1台 既設SD-VTRの有効利用とSD互
換性を確保する。 

－ － 追加 

HDデジタルディスクレ
コーダー 

3台 テープレス化に対応するための

VTRに変わる機材。素材再生 2
台と録画用 1台の計 3台を増設
する。 

バーチャルセット 1式  バーチャルセット 1式 バーチャルスタジオ用機材 

2ch SDI分配ボード 
4台 

削除 － － 
システム内で HD処理するため
不要 

モニタリング用 SDI分
配ボード 

4台 
削除 － － 

システム内で HD処理するため
不要 

モニタリング用 D/Aボ
ード 

4台 
削除 － － 

システム内で HD処理するため
不要 

キャラクタージェネレ

ーター 
1台 

変更 
HDキャラクタージェネ
レーター 

1台 HD対応とする。 
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当初要請内容 最終要請内容 
機材名 数量 

評価 
機材名 数量 理 由 

マイクロホン関係   
ダイナミックマイク 8台 ダイナミックマイク 4台 
コンデンサマイク 8台 コンデンサマイク 6台 
ガンマイク 2台 ガンマイク 1台 
ワイヤレスマイク 
ハンドタイプ送信機 

6台 ワイヤレスマイク 
ハンドタイプ送信機 

3台 

フロアスタンド 6台 

変更 

フロアスタンド 3台 

スタジオの広さと教材制作にお

ける使用目的を考え数量を再検

討する。 

60インチプラズマモニ
ター 

3台 

変更 

50インチスタジオモニ
ター 

2台 バーチャルシステムでは大道具

がないため、出演者はスタジオ

モニターを常に見ながら収録を

行う。スタジオ内に常時 2台設
置し、必要に応じ調整室に持ち

込んで使用する。使用頻度とス

タジオの大きさから、必要最低

限の数量とサイズとする。 
アナログ波形モニター 4台 

削除 － － 
マルチフォーマット波形モニタ

ーで兼用が可能である。 
デジタル波形モニター 4台 

変更 

デジタルマルチフォー

マット波形モニター 
5台 HD対応のデジタル波形とアナ

ログ波形の両方兼用できるモニ

ターとし、監視等の機能を最大

限に活用できる数量とする。 
ベクトルスコープ 1台 

削除 － － 
上記モニターで兼用が可能であ

る。 
照明機器 1式 

 

照明機器 

1式 

バーチャルスタジオ化に伴い灯

体照明とし老朽化の著しい調光

装置を更新する。調光装置の仕

様は既設と同様とする。予備灯

体用ランプを含む。 

 

 

[ 2 ] 屋外取材システム 

【現状の機材概要】 

 主として大学、病院、農業現場等に出向き、インタビュー、医療現場、農作業等の収録を行ってい

る。3チームの取材クルーで構成され年間約 100日屋外収録に出ており使用頻度は高い。カムコーダー
が主要機器として稼動しており機材の保守も定期的に実施されているが、使用開始から約 15年以上経
過しており老朽化による動作不良が頻発していることから更新が必要である。 

 

【要請機材の概要】 

 SDポータブルデジタルカムコーダー（周辺機器を含む）4式、デジタルスチルカメラ 6台、ミニ DV
カムコーダー6台、ポータブル音声ミキサー1台が要請されている。 

 

【主な見直し点】 

 屋外取材システムをクルー数に合わせ 3式とし、全体の数量を見直した。 
 

【見直しに至った経緯】 

• 取材クルーが 3チームであることからシステム数も 3式とした。取材システムは SD/HD対応可能
な機材とし、スタジオや編集システムとの映像交換が容易なようにディスク方式を採用する。 
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• 音声ミキサーは 1式の要請であるが、使用頻度を考慮し変更なしとする。 
• デジタルスチルカメラとミニ DVカムコーダーの数量も使用目的を考慮するとクルー数と同数が
適切であることから 3式とする。 

• ミニ DVカムコーダーのフォーマットは､HDとの互換性を持たせるため HDVフォーマットとす
る。 
 

【主な機材の当初要請内容と最終要請内容の比較】 削除：削除機材 変更：変更機材 追加：追加機材
 

当初要請内容 最終要請内容 
機材名 数量 

評価 
機材名 数量 理 由 

SDデジタルポータブル
カムコーダー 

4台 
変更  

SD/HDデジタルポータ
ブルカムコーダー 

3台 SD/HD対応とする。 
数量はクルー数と同数の 3 式とす
る。 

ズームレンズ等のカメ

ラ周辺機器 
4台 

変更  
同左 HD対応品 3台 SD/HD デジタルポータブルカムコ

ーダーの数量に合わせ変更する。

ミニ DV カムコーダー
（アクセサリー付） 

6台 

変更  

ミニ DV・HDVカムコ
ーダー（アクセサリー

付） 

3台 SD/HD対応とする。 
SD/HDデジタルポータブルカムコ
ーダーの故障時の補完としてに動

画素材を撮影する用途であり、ク

ルー数と同じ 3台とする。 
デジタルスチルカメラ 6台 

変更  
デジタルスチルカメラ 3台 屋外取材時に補完的に静止画素材

を撮影する用途でありクルー数と

同じ 3台とする。 

 

[ 3 ] 回線切替システム 

【現状の機材概要】 

 1993 年の日本の援助により主調整室には同期信号発生器と同期信号分配器が導入されたが、ルーテ
ィングスイッチャーは導入されていない。現状はパッチ盤を使用して回線切替を実施しているが老朽

化により接触不良等の事故が発生している。さらに回線切替作業にも時間を要することから映像教材

制作にも支障がでており、効率的な回線切替システムの整備が必要である。 
 

【要請機材の概要】 

 128入力×128出力のルーティングスイッチャーとモニター機材が要請されている。 
 

【主な見直し点】 

 デジタル完全移行後であっても必要回線数が 64 回線以下となることから標準品で普及している 64
入力×64出力のルーティングスイッチャーとする。 
 

【見直しに至った経緯】 

 デジタル化整備後の映像教材制作に必要な回線数が 60回線と設定できることからルーティングスイ
ッチャーの入出力数を見直した。 

映像教材制作スタジオ-1： 6回線 
映像教材制作スタジオ-2： 6回線 
編集室：    7回線 
複製室：      2回線 
GyanDarshan送出室： 8回線 
外部回線：           4回線  
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Edusat調整室：    6回線 
サーバー室：        5回線 
メンテナンス室：   2回線 
CG室：            4回線 
ビデオサーバー：  10回線 合計 60回線 

 

【主な機材の当初要請内容と最終要請内容の比較】 削除：削除機材 変更：変更機材 追加：追加機材
 

当初要請内容 最終要請内容 
機材名 数量 

評価 
機材名 数量 理 由 

128×128 デジタルルー
ティングスイッチャー 

1台 
変更  

64×64デジタルルーテ
ィングスイッチャー 

1台 必要回線数から 128入出力を 64
入出力用に変更する。 

デジタル波形・ベクトル

モニター（コンボユニッ

ト） 

1台 
変更  

デジタルマルチフォー

マット波形モニター 
1台 HD に対応するマルチフォーマ

ットタイプに変更する。 

  

追加  

映像同期システム 5式 サーバー室、CG 室（2 室）、ビ
デオサーバー、A/D フォーマッ
ト変換の 5 システムに同期信号
を供給する。 

  
追加  

パッチ盤 1式 完全デジタル化移行期間の対応

用として追加する。 

 

 

[ 4 ] ビデオサーバーシステム（アーカイブ） 

【現状の機材概要】 

 ビデオテープに収録された完成映像教材（約 3,000本）や映像素材等はライブラリー室のテープ棚に
収納されデータベースによりコンピューター管理されている 

 

【要請機材の概要】 

 10,000時間記録可能なハードディスクによるサーバーシステムおよび閲覧専用端末 44式、入力・閲
覧両用端末 6式が要請されている。 

 

【主な見直し点】 

 映像教材のライブラリー管理は、これまでと同様に既設の棚およびデータベース管理方式とする。

なお映像教材はアナログ/デジタルフォーマット変換システムを使用してテープからディスクへの変換
を行う。 
 ただし映像教材制作の効率化の観点から HD 映像を 150 時間蓄積できる編集用映像蓄積サーバーお
よびノンリニアー編集機を導入し映像共有ネットワークを構築する。 
 

【見直しに至った経緯】 

 10,000 時間記録可能なハードディスクサーバーは大掛かりなコンピューターシステムである。現状
の棚管理されているテープ素材をすべてサーバーへ移す意向で要請されたものであるが、運営・維持

管理の観点から現実的ではないため、ライブラリーは現状どおりの管理方法とし、テープ素材をディ

スク化していくことで棚収納スペースを確保する。 
 ただし教材制作の効率化の観点から映像素材やスタジオ収録をサーバーに直接蓄積するとともにネ

ットワークで共有するシステムを構築し、編集作業の効率化を実現し大幅なワークフローの改善を目

指すこととする。 
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【主な機材の当初要請内容と最終要請内容の比較】 削除：削除機材 変更：変更機材 追加：追加機材

当初要請内容 最終要請内容 
機材名 数量 

評価 
機材名 数量 理 由 

5 ノードアーカイブ
システム（10000時間
@25Mbps） 

1式 

変更  

収納棚と管理用データ

ベース 
1式 従来保存していたテープ素材はA/D

フォーマット変換システムでディ

スク媒体に変換して棚管理する。デ

ータベースは既設システムをその

まま利用する。 
HD デジタルディスク
レコーダー 

2台 

HDV-VTR 2台 

デジタル VTR（SD） 6台 

変更  

SD-VTR接続用 I/F 2台 

下記の入力端末用レコーダーに変

更する。ただし、SD-VTR は既設
を流用することとし接続用 I/F を
のみとする。 

自動送出ソフトウェ

ア 
1式 

削除  － 
削除 送出機能は含まないため削除す

る。 
アプリケーションサ

ーバー 
1式 

変更  
アーカイブシステム管

理用端末 
1式 下記マルチフォーマット・ビデオ

サーバーの管理システムとする。

3 ノードクラスター
サーバー (100 時間
@25Mbps) 

1式 

変更  

マルチフォーマット・

ビデオサーバー 
1式 使用頻度の多い編集用映像を蓄積

するために HD@50Mbpsで 150時
間の蓄積が可能なビデオサーバー

とする。 
オンラインネットワ

ーク用コンピュータ

ー 

44台 
変更  

閲覧用端末 4式 編集システムの利用者が事前に映

像確認が可能な数量とし、ノンリ

ニアー編集機の台数に対応する。

SD入力端末 2式 
HD入力端末 2式 

入力端末 6式 
変更  

HDV入力端末 2式 

必要な入力メディア用端末に分割

する。 

－ － 追加  
ノンリニアー編集シス

テム 
4式 教材制作の効率化を図るためにビ

デオサーバー接続型のオンライン

編集システムとする。 
システムソフトウェ

ア 
1式 

変更  
ネットワーク管理シス

テム 
1式 素材共有ネットワーク用ソフトウ

ェアとする。 

 

 

[ 5 ] DVD複製システム 

【現状の機材概要】 

 1993 年の日本の無償資金協力で導入された VHS テープ複製システム（30 台の同時複製）が存在す
るが、現在は映像教材を Video CD (VCD) と DVDへ複製し配布しているため稼動していない。現在稼
動している DVD複製用機材は民生品レベルの機材で陳腐化しており動作が不安定である。さらに複製
された DVDの画質は雑音が入り鮮明ではない。 

 

【要請機材の概要】 

 学生に配布するための映像教材 DVD複製システムとして一度に 100枚の DVDが複製できるシステ
ムが要請されている。 

 

【主な見直し点】 

 要請どおり DVD複製システムを導入するが、HD映像は DVDに直接書き込めないため、SDアナロ
グ信号に変換して記録する必要がある。そのためのマスターDVD制作システムも同時に導入する。 
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【見直しに至った経緯】 

 「イ」国では VHSテープや VideoCDが主流であったが、記録容量の大きさから DVDに移行してい
る段階である。複製にはアウトソーシングの手段もあるが DVD の配布枚数が年間約 3000 枚であるた
め EMPC内で可能であり、そのための DVD複製システムとマスターDVD制作システムを統合したシ
ステムとして導入する。 

 

【主な機材の当初要請内容と最終要請内容の比較】 削除：削除機材 変更：変更機材 追加：追加機材
 

当初要請内容 最終要請内容 
機材名 数量 

評価 
機材名 数量 理 由 

DVD マスター複製シ
ステム 

1式 

変更  

マスターDVD制作シス
テム 

2式 コピー原本である DVD マスターディ
スクを制作するためのシステムで必

須の機材である。現在、SD アナログ
方式のものを 3台所有しているが、現
在の稼動状況から 2式とする。 

DVDレコーダー 4台 

変更  

DVDレコーダー 2台 DVD マスターディスクにデータを書
き込むためのドライブで必須の機材

である。マスター制作システムと同等

の数量とする。 
デジタルカラーモニ

ター 

6台 
変更  

デジタルビデオモニタ

ー 
2台 システムと同数とする。 

DVD 複製システム制
御ソフト 

1式 
削除  － － 

不要 

DVD 高速複製システ
ム（同時 100DVD デ
ィスク） 

1台 
 

DVD複製システム 1台 同時複製数を検討する。 

 

 

[ 6 ] コンピューターグラフィックスシステム 

【現状の機材概要】 

 1993年の日本の無償資金協力でグラフィック専用のコンピューター2式および、SD-VTR2式、モニ
ター等が整備されたがすでに使用不可能となり現在は補完的にコンピューターが使われている。 

 

【要請機材の概要】 

 コンピューターグラフィックシステム 4式が要請されている。 
 

【主な見直し点】 

 コンピューターグラフィックスシステム 4式の要請に対し 2式に変更する。 
 

【見直しに至った経緯】 

 コンピューターグラフィックスシステムはバーチャルスタジオシステムでの映像教材制作のための

背景（セット）制作に不可欠であるとともに教材タイトル作成にも使用する機材である。コンピュー

ターオペレーター2 名で運用していることから 1993 年に導入した台数（2 台）と同数としても運用に
支障はない。ただし制作効率を考え、19インチ液晶モニターは 1システムに 2式とし当初要請どおり
4式とする。 
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【主な機材の当初要請内容と最終要請内容の比較】 削除：削除機材 変更：変更機材 追加：追加機材

当初要請内容 最終要請内容 
機材名 数量 

評価 
機材名 数量 理 由 

コンピューターグラフィッ

クターミナル 
4台 

変更
コンピューターグラフィ

ックシステム 
2台 1993 年に導入した台数と同

等の台数とする。 
コンピューター 4台 削除

－ － 
上記に含まれるため削除す

る。 
19インチ液晶モニター 4台 

 

19インチ液晶モニター 4台 作業効率向上のため 1システ
ムに 2台のモニターを接続す
る。 

グラフィックシステム用ソ

フトウェア 
1組 

変更
グラフィックシステム用

ソフトウェア 
2式 ソフトウェアは、システム数

と同数必要とする。 
  

追加
フラットベッドスキャナ

ー 
2台 紙媒体からの入力を行うた

めに追加する。 
  

追加

無停電電源 2台 主電源が停電になった場合

にデータを保護するために

必要であり追加する。 

 

 

[ 7 ] 測定器 

【現状の機材概要】 

 現在保有している測定器はアナログ機材用のものだけであり、本計画で導入されるデジタル機材の

保守管理用の測定器は保有していない。 
 

【要請機材の概要】 

 当初要請には含まれておらず、本計画の目的達成のために不可欠な機材として日本側から提案した

ものである。なお確認の結果、IGNOU側の要請ミスのため要請リストに反映されていなかったことが
判明した。 

 

【主な見直し点】 

 デジタル品質を保全するためのデジタル測定器を主体として、本計画完了後にシステムを良好に運

営維持するために必要な測定器を導入する。 

 

【見直しに至った経緯】 

 デジタル機器間の HD信号の伝送は、1.485Gbpsにもなる。ケーブルの種類や長さで伝送品質が左右
されることから、特に室間のデジタル信号の伝送には測定器による確認が不可欠となる。 
 また、伝送されてきたデジタル信号をアナログ信号に変換して使用するアナログ映像/音声信号につ
いても、既設の測定器は老朽化のため校正もできないことから信頼性を欠いており更新が必要である。

 

【主な機材の当初要請内容と最終要請内容の比較】 削除：削除機材 変更：変更機材 追加：追加機材
 

当初要請内容 最終要請内容 
機材名 数量 

評価 
機材名 数量 理 由 

－ － 追加  
ビデオアナライザー 1台 デジタル映像信号伝送品質確認、デジ

タル機材保守用測定器 
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当初要請内容 最終要請内容 
機材名 数量 

評価 
機材名 数量 理 由 

－ － 追加  
デジタルマルチフォー

マット波形モニター 
1台 デジタル機材保守用測定器 

－ － 追加  オシロスコープ 1台 全機材修理保守対応用測定器 

－ － 追加  
オーディオアナライザ

ー 
1台 教材制作機材保守用測定器 

－ － 追加  クランプメーター 1台 電源電流確認用測定器 

－ － 追加  
デジタルマルチメータ

ー 
1台 全機材修理保守対応用 

－ － 追加  
ビデオ・オーディオ信

号発生器 
1台 機材修理やシステム保守時の基準信号

発生器 

 

 

[ 8 ] アナログ／デジタルフォーマット変換システム 

【現状の機材概要】 

 映像教材はテープ媒体で一括運用されているためにフォーマット変換システムは所有していない。

本計画で録画媒体をテープからディスクに転換することにあわせてライブラリーに保存されている多

くの VTRテープ教材や素材をディスク媒体に変換するシステムが必要になる。 
 

【要請機材の概要】 

 当初要請には含まれておらず、本計画の目的達成のために不可欠なシステムとして日本側から提案

したものである。 
 

【主な見直し点】 

 フォーマット変換システムは、本計画による映像教材制作のワークフローを機能させるために不可

欠なシステムであるため要請には含まれていないが導入することとする。これによりテープ（アナロ

グ）とディスク（デジタル）のメディアの垣根をなくし、ワークフローを正常に保つことができる。 
なお本システムの一部をテープからディスクへのメディア変換に加え、同室に設置するマスター

DVD制作システムの記録用ビデオ信号の再生も兼ねることとする。 
 

【見直しに至った経緯】 

 5（マスター）：5（スレーブ）構成の変換システムを検討したが、映像教材制作業務の流れやライブ
ラリーの保管本数から 3（マスター）：3（スレーブ）構成のシステムとする。また、マスター側の SD-VTR
はすべて既設の機材を使用するものとする。 

 

【主な機材の当初要請内容と最終要請内容の比較】 削除：削除機材 変更：変更機材 追加：追加機材
 

当初要請内容 最終要請内容 
機材名 数量 

評価 
機材名 数量 理 由 

－ － 追加  
SD-VTR 用アップコン
バーター 

3台

－ － 追加  
HD デジタルディスク
レコーダー 

3台

－ － 追加  
ルーティングスイッチ

ャー 
1台

－ － 追加  モニタースイッチャー 1台
－ － 追加  モニタースピーカー 1対

ライブラリーに保管されている映像教

材用素材や映像教材などのテープメデ

ィアをディスク化するためにの機材を

調達する。 
他システムとも有機的に連動させ変換

完了後もDVDマスター制作システムの
一部として有機的に機能させる。 
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当初要請内容 最終要請内容 
機材名 数量 

評価 
機材名 数量 理 由 

－ － 追加  
マルチフォーマットモ

ニター 
1台

－ － 追加  
デジタルマルチフォー

マット波形モニター 
1台

 

 

[ 9 ] SD/HD試写システム 

【現状の機材概要】 

 1993年の日本の無償資金協力で導入された SD用試写システムが稼動している。 
 

【要請機材の概要】 

 当初要請には含まれておらず、本計画の目的達成のために不可欠なシステムとして日本側から提案

したものである。 
 

【主な見直し点】 

 SDおよび HDフォーマットで制作された素材や完成した教材を評価するための試写システムを導入
する。 

 

【見直しに至った経緯】 

 既設のプロジェクターは HD フォーマットの映像教材には対応していない。収録した映像教材を放
送や複製前にスクリーンに映し出し視聴評価することが不可欠であるため、従来の機能である SDフォ
ーマットに加え HD フォーマットの試写が可能なシステムの導入を行うこととする。ただし SD-VTR
は既設の機材を活用する。 

 

【主な機材の当初要請内容と最終要請内容の比較】 削除：削除機材 変更：変更機材 追加：追加機材
 

当初要請内容 最終要請内容 
機材名 数量 

評価 
機材名 数量 理 由 

－ － 追加  HDビデオプロジェクター 1台 

－ － 追加  HDデジタルレコーダー 1台 

－ － 追加  HDV-VTR 1台 

－ － 追加  DVDプレーヤー 1台 

－ － 追加  
9インチマルチフォーマットモ
ニター 

1台 

－ － 追加  A/Vスイッチャー・ミキサー 1台 

－ － 追加  コンデンサマイクロホン 2台 

－ － 追加  マイクロホンスタンド 2台 

－ － 追加  グラフィックイコライザー 2台 

－ － 追加  パワーアンプ 2台 

－ － 追加  スピーカー 4台 

－ － 追加  機材ラック 1式 

SD/HD フォーマットで制作
された教材を試写するため

に必要不可欠である。 
SD-VTR は既設機材を流用
し、直接 A/Vスイッチャー・
ミキサーに接続することと

する。 
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[ 10 ] スペアパーツ 

【現状の機材概要】 

 スペアパーツは、管理者が常駐している倉庫で適正に在庫管理されている。 

 

【要請機材の概要】 

 スペアパーツの要請はあるが、具体的な内容は明記されていない。 
 

【主な見直し点】 

 デジタル機材の保守に必要なスペアパーツおよび新規に導入される録画メディアも消耗品として含

め、1年間の活動に必要な数量とする。 
 

【見直しに至った経緯】 

 デジタル機材の保守は製造メーカーが行うことが基本となっており、「イ」国ではメーカー代理店の

保守体制が比較的整っていることから、代理店がストックしていない緊急時に入手しにくい部品を中

心に調達しメンテナンス室に保管することとする。 
 

【主な機材の当初要請内容と最終要請内容の比較】 削除：削除機材 変更：変更機材 追加：追加機材
 

当初要請内容 最終要請内容 
機材名 数量 

評価 
機材名 数量 理 由 

スペアパーツ 1式 
 

スペアパーツ 1式 デジタル機材に必要不可欠な部品のみ

に限定する。 
録画メディア 1式  録画メディア  

  追加  映像収録用ディスク 1式

  追加  
静止画記録用メモリー

カード 
1式

  追加  ミニ DVカセット 1式
  追加  DVDメディア 1式

1 年分の活動に必要なメディア数量と
する。 

 

 

[ 11 ] 音声編集室 1-4 

【現状の機材概要】 

 1993 年の日本の無償資金協力で納入された機材により運用されている。一部、自費で購入した機材
も使用しているが、DAT（デジタルオーディオテープ）装置などはほとんど使われなくなっている。 

 

【要請機材の概要】 

 オーディオ DVDを外部入出力機器として使用したデジタルオーディオワークステーション（DAW）
および周辺機器、各 4式が要請されている。 

 

【主な見直し点】 

 自己資金により調達・整備する計画が判明したため、本システム全体を本計画から削除することと

した。 
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【主な機材の当初要請内容と最終要請内容の比較】 削除：削除機材 変更：変更機材 追加：追加機材

当初要請内容 最終要請内容 
機材名 数量 

評価 
機材名 数量 理 由 

デジタルオーディオ

ワークステーション 
4台 

削除  － － 

インターフェースユ

ニット 
4台 

削除  － － 

コンピューター用液

晶モニター 
8台 

削除  － － 

コンピューター本体 8台 削除  － － 
プラグインソフトウ

ェア 
4式 

削除  － － 

オーディオモニター

スピーカー 
8台 

削除  － － 

デジタルオーディミ

キサー（木製サイドパ

ネル、メーターブリッ

ジ付） 

4台 

削除  － － 

2ch アナログマイク
／ライン入力ユニッ

ト 

4台 
削除  － － 

インターフェースユ

ニット 
4台 

削除  － － 

デジタルオーディオ

分配ボード 
4台 

削除  － － 

D/Aコンバーター 8台 削除  － － 
DVDレコーダー 8台 

削除  

MD ディスクレコー
ダー 

4台 
削除  

－ 
－ 

－ 
－ 

マルチトラックレコ

ーダー 
4台 

削除  － － 

無停電電源装置 4台 削除  － － 

IGNOUにより整備予定があるため 
削除 

 

「イ」国側の当初要請機材と最終要請機材の比較表を表 3-3に示す。 

表 3-3 当初の要請機材と最終的な要請機材の比較表 

項目 
番号 

要請機材 数 量 見直し要請機材 数 量 変更理由 

1 映像教材制作スタジオ-1 
（バーチャルビデオシステム） 

  教材制作スタジオ-1 
（バーチャルビデオシステム） 

   

1.1 デジタルカラーカメラ   デジタルカラーカメラ    
(1) 3CCD SDカラーカメラ 4 台 3CCD SD/HDカラーカメラ 3 台 SD/HD対応とする。番組収録手法か

ら 3台のスタジオフロアー用カメラ
に変更する。 

(2) バーチャルセンサー付き三脚ア

タッチメント 
4 台 バーチャルセンサー付き三脚ア

タッチメント 
1 台 1台のカメラをバーチャル専用とす

るので 3台のセンサーを削除。 
(3) カメラアダプター 4 台 カメラアダプター 3 台 カメラの台数分とする。 
(4)    多目的 HDカメラ 1 台 カメラ要請台数 4台の内、1台を多

目的 HDカメラに変更する。（スタ
ジオ上部取付） 

(5)    カメラリモートコントロールユ

ニット 
1 台 同上カメラ用リモートコントロー

ラ。 
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項目 
番号 

要請機材 数 量 見直し要請機材 数 量 変更理由 

 5インチビューファインダー 2 台  0 台 次項カラービューファインダ 3台と
するため、削除。 

(6) 7インチビューファインダー 2 台 6インチカラービューファインダ
ー 

3 台 SD/HD仕様としたため、妥当なサイ
ズに変更する。 

 レンズ用アダプター（大） 2 台   0 台 ポータブルカメラ用レンズとしたた
め、不要となる。 

 ビューファインダーサドル 2 台   0 台 不要。 
(7) ズームレンズ    ズームレンズ    

(a) スタジオズームレンズ 2 台 ポータブルカメラ用 HDズームレ
ンズ 

2 台 スタジオの広さを考慮し、スタジオ
用大型レンズからポータブルレンズ

に変更。 
(b) サーボズームデマンド 2 台 ポータブルカメラ用ズーム・フォ

ーカスデマンド 
2 台 同上カメラレンズコントローラ。 

(8) バーチャル用ポータブルズーム

レンズ 
4 台 バーチャル用 HDポータブルズー

ムレンズ 
1 台 バーチャルカメラ用ポータブルレン

ズ。 
(9) レンズリモートコントローラ 4 台 同上レンズリモートコントロー

ラ 
1 台 同上カメラレンズコントローラ。 

(10) カメラコントロールユニット 4 台 カメラコントロールユニット 3 台 スタジオ用カメラ 3台に対応。 
(11) カメラリモコンパネル 4 台 カメラリモコンパネル 3 台 スタジオ用カメラ 3台に対応。 
(12) スタジオカメラ用ペデスタル 4 台 カメラ用ペデスタル 3 台 スタジオ用カメラ 3台に対応。 
(13) カムヘッド（ペデスタルに含む） 4 台 カムヘッド（ペデスタルに含む） 3 台 スタジオ用カメラ 3台に対応。 
(14) スクリプトフォルダー 4 台 スクリプトフォルダー 3 台 スタジオ用カメラ 3台に対応。 
(15) カメラケーブル    カメラケーブル    

(a) CCU-カメラプレート間ケーブル 4 台 CCU－カメラプレート間ケーブ
ル 

3 台 スタジオ用カメラ 3台に対応。 

(b) カメラプレート－カメラ間ケー
ブル 

4 台 カメラプレート-カメラ間ケーブ
ル 

3 台 スタジオ用カメラ 3台に対応。 

(16) カメラコネクターパネル 2 台 カメラコネクターパネル 1 台 必要最低限の数量とする。 
(17) テストチャート    テストチャート    

(a) テストチャートセット 2 台 テストチャートセット 2 台   
(b) テストチャートスタンド 1 台 テストチャートスタンド 1 台   

(18) ビデオセレクター 2 台 ビデオセレクター 2 台   
(19) カメラコマンドネットワークユ

ニット 
   カメラコマンドネットワークユ

ニット 
   

(a) マスターセットアップユニット 2 台 マスターセットアップユニット 1 台 3台のカメラに対応した数量とす
る。 

(b) コマンドケーブル 20 台 コマンドケーブル 1 式 イーサネット対応のケーブルとす
る。 

(20) バーチャルセット用サイクロラ
マ 

1 台 バーチャルセット用サイクロラ
マ 

1 台 バーチャルスタジオの実現に不可
欠。 

(21) バーチャル用プロセッサー（ソフ
トウェア含） 

1 台 バーチャル用プロセッサー（ソフ
トウェア含） 

1 台   

            
1.2 デジタル VTR    デジタルレコーダー    

 SDデジタル VTR 6 台   0 台 SD-VTRは EMPCの既設機器を活用
する。 

(1)      アップコンバーター（SD-VTR用） 1 台 既設機材活用するためのインターフ
ェースを追加。 

(2)      HDデジタルディスクレコーダー 3 台 HD対応用のHDレコーダー3台に変
更。 

(3) ラックマウントキット 6 台 ラックマウントキット 3 台 レコーダー対応台数に変更。 
(4) ビデオモニター 6 台 ビデオモニター（ラックマウント

タイプ） 
4 台 レコーダー用 3台、既設 SD-VTR用

1台。 
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項目 
番号 

要請機材 数 量 見直し要請機材 数 量 変更理由 

(5) オーディオモニタースピーカー 3 台 オーディオモニタースピーカー
（ラックマウントタイプ） 

1 式   

(6) TBC制御ユニット    TBC制御ユニット    
(a) TBC制御ユニット 6 台 TBC制御ユニット 3 台 レコーダー対応台数に変更。 
(b) リモート制御パネル 6 台 リモート制御パネル 3 台 レコーダー対応台数に変更。 
(c) リモート制御ユニット 6 台 リモート制御ユニット 3 台 レコーダー対応台数に変更。 
 制御パネル拡張キット 6 台   0 台 不要。 

(7) ラックマウントキット 6 台 ラックマウントキット 2 台 既設 VTR対応台数に変更。 
            
1.3 デジタルビデオシステム    デジタルビデオシステム     

(1) SDデジタルプロダクションスイ
ッチャーおよび 2D、3Dエフェク
ター 

   HDデジタルプロダクションスイ
ッチャーおよび 2D、3Dエフェク
ター 

   

(a) SDデジタルビデオスイッチャー 1 台 HDデジタルビデオスイッチャー
（16入力） 

1 No. 16ch入力とする。 

(b) 入出力コネクター 1 台 入出力コネクター 1 式   
(c) コントロールパネル 1 台 コントロールパネル 1 式   
(d) ディバイスコントロール 1 台 ディバイスコントロール 1 式   
(e) フレームメモリー 1 台 フレームメモリー 1 式   
(f) DMEボード 1 台 DMEボード 1 式   
 A/Dコンバーター（フレーム付） 4 台   0 台 不要。 
 D/Aコンバーター 4 台   0 台 不要。 

(2) VDA、DDA、VJパッチケーブル    VDA、DDA、VJパッチケーブル    
(a) インターフェースユニット 6 台 インターフェースユニット 1 式   
(b) アナログビデオ分配ボード 4 台 デジタルビデオ分配ボード 1 式   
(c) SDI分配ボード 4 台 A/Vインターフェースボード

（A/V MPXボード含む） 
1 式 映像信号に音声を載せるためのイン

ターフェース。 
 2チャンネル SDI分配ボード 4 台   0 式 HD対応のため不要。 
 モニタリング用 SDI分配ボード 4 台   0 式 HD対応のため不要。 
 モニタリング用 D/Aボード 4 台   0 式 HD対応のため不要。 

(d) パッチパネル 10 台 パッチパネル 1 式   
(e) パッチケーブル 30cm 10 台 パッチケーブル 30cm 1 式   
(f) パッチケーブル 50cm 30 台 パッチケーブル 50cm 1 式   
(g) パッチケーブル 100cm 20 台 パッチケーブル 100cm 1 式   

(3) ラックおよび付属品    ラックおよび付属品    
(a) システムラック（チャンネルベー

ス付） 
3 台 システムラック（チャンネルベー

ス付） 
1 式   

(b) I/O接続プレート 9 台 I/O接続プレート 1 式   
(c) LDスイッチャーパネル用ミニラ

ック 
2 台 LDスイッチャーパネル用ミニラ

ック 
2 台 現行の運用方法から照明の確認用に

不可欠。 
(4) コンソール 10 台 コンソール 1 式   

 椅子 10 台   0 台 削除。 
(5) ビデオモニタースイッチャー    ビデオモニタースイッチャー    

(a) ビデオモニタースイッチャーシ
ェルフ 

1 台 ビデオモニタースイッチャーシ
ェルフ 

1 台   

(b) VE用選択パネル 1 台 VE用選択パネル 1 台   
(c) LD用選択パネル 1 台 LE用選択パネル 1 台   

(6) アップ／ダウンコンバーター    アップ／ダウンコンバーター     
(a) ビデオインターフェースユニッ

ト 
1 台 ビデオインターフェースユニッ

ト 
1 台   

(b) 625→HDアップコンバーター 2 台 625→HDアップコンバーター 1 式   
(c) HD→625ダウンコンバーター 2 台 HD→625ダウンコンバーター 1 式   
(d) 2チャンネル SDI分配ボード    DVDレコーダー 2 台 収録後、出演者（教授など）の早期

確認用 DVDを配布する。 
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項目 
番号 

要請機材 数 量 見直し要請機材 数 量 変更理由 

1.4 キャラクタージェネレーター    キャラクタージェネレーター     
(1) キャラクタージェネレーター 1 台 HDキャラクタージェネレーター 1 台 HD対応。 
(2) 14インチカラーモニター 1 台 14インチ HDビデオモニター 1 台 HD対応。 
(3) 17インチディスプレイ 1 台 17インチマルチスキャンディス

プレイ（コンピューター用） 
1 台   

(4) テーブル、椅子 1 台 テーブル 1 台 要請では椅子が入っていたが、テー
ブルのみとし、椅子を削除する。 

(5) テイクスイッチパネル 1 台 テイクスイッチパネル 1 台   
(6) デジタルスキャンコンバーター

（外部同期付） 
4 台 デジタルスキャンコンバーター

（外部同期付） 
3 台 システム構成上必要な 3台とする。

(7)     無停電電源 1 台 コンピューターを停電から守るため
に必要。 

           
1.5 デジタルオーディオシステム    デジタルオーディオシステム     

(1) デジタルオーディオミキサー 1 台 デジタルオーディオミキサー    
 デジタルオーディオミキサー 1 台 デジタルオーディオミキサー

(20ch) 
1 台 現行の運用状況から必要な入力数

（20ch）とする。 
 インピーダンスマッチングトラ
ンス 

1 台   0 台 不要。 

(2) A/Dコンバーター 5 台 A/Dコンバーター 1 式   
(3) D/Aコンバーター 5 台 D/Aコンバーター 1 式   
(4) DVDレコーダー 5 台 メモリーレコーダー 3 台 音声メディアの普及状況からメモリ

ーレコーダーとする。 
(5) CDプレーヤー（CD-RW） 2 台 CDプレーヤー 2 台 書き込み機能は不要のため削除。 
(6) オーディオモニタースピーカー 2 台 オーディオモニタースピーカー 1 式   
(7) オーディオエフェクター 5 台 オーディオエフェクター 2 台 収録運用の形態から必要な数量（2

台）とする。 
(8) テレホンハイブリッド 2 台 デジタルテレホンハイブリッド 1 台   
(9) ラック 1 台 機器ラック 1 式   

 椅子 1 台   0 台 削除。 
(10) オーディオ同期信号発生器 1 台 オーディオ同期信号発生器 1 台   
(11) マイクロホン    マイクロホン    

(a) ラベリアマイクロホン 8 台 ラベリアマイクロホン 8 台 教材収録の状況から必要な数量とす
る。 

(b) ダイナミックマイクロホン 8 台 ダイナミックマイクロホン 4 台 教材収録の状況から必要な数量とす
る。 

(c) コンデンサーマイクロホン 8 台 コンデンサーマイクロホン 6 台 教材収録の状況から必要な数量とす
る。 

(d) ガンマイクロホン 2 台 ガンマイクロホン 1 台 教材収録の状況から必要な数量とす
る。 

(12) ワイヤレスマイクシステム    ワイヤレスマイクシステム    
(a) ワイヤレスマイクロホン送信機    ワイヤレスマイクロホン送信機    

a) ハンドタイプ送信機 4 台 ハンドタイプ送信機 3 台 インド電波法に準拠。キャンパス内
収録時に使用。 

b) ラベリアマイクロホンタイプ送

信機 
2 台 ラベリアマイクロホンタイプ送

信機 
1 台 インド電波法に準拠。キャンパス内

収録時に使用。 
 ハンドタイプ送信機 2 台   0 台 重複のため削除。 

(b) UHFシンセサイザー受信機 4 台 UHFシンセサイザー受信機    
a) チューナーベースユニット 1 台 チューナーベースユニット 1 台 ワイヤレス送信機の数に対応。 
b) チューナーユニット 4 台 チューナーユニット 4 台 ワイヤレス送信機の数に対応。 
c) アンテナディバイダー 1 台 アンテナディバイダー 1 台 ワイヤレス送信機の数に対応。 
d) アンテナ 4 台 アンテナ 1 台 ワイヤレス送信機の数に対応。 

(13) マイクロホンロホンスタンド    マイクロホンスタンド    
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項目 
番号 

要請機材 数 量 見直し要請機材 数 量 変更理由 

(a) ブームスタンド 1 台 ブームスタンド（ラージサイズで
ガンマイク用） 

1 台   

(b) フロアスタンド 6 台 フロアスタンド 3 台 既設スタンド 3台を流用するため、
不足分の 3台とする。 

(c) テーブルスタンド 6 台 テーブルスタンド 6 台 収録の現状から必要な数量とする。
(14) マイクロホンケーブル    マイクロホンケーブル    

(a) 20m 10 台 20m 10 台 収録の現状から必要な数量とする。
(b) 10m 10 台 10m 10 台 収録の現状から必要な数量とする。
(c) 5m 10 台 5m 10 台 収録の現状から必要な数量とする。
(d) マルチケーブル 8ペア 30m 1 台 マルチケーブル 8ペア 30m

（CN-Box、リール付） 
1 台 収録の現状から必要な数量とする。

(15) マイクコネクター盤 1 台 マイク用コネクター盤 1 台   
           
1.6 ビデオ同期システム    ビデオ同期システム     

(1) デジタル同期信号発生器 1 台 デジタル同期信号発生器 2 台   
(2) 自動切換ユニット 1 台 自動切換ユニット 1 台  
(3) デジタルビデオ分配器 2 台 HD用同期信号分配器 1 式 HD対応とする。 

           
1.7 モニタリングシステム    モニタリングシステム     

(1) 14インチビデオモニター 18 台 14インチビデオモニター 
（入力ソース数分） 

1 式 システム構成によって数量決定。
（HD対応とする） 

(2) 20インチビデオモニター 
（SDI入力付） 

4 台 20インチビデオモニター
（HD-SDI入力） 

4 台   

(3) 60インチプラズモニター 3 台 50インチモニター 2 台 スタジオ 1内および副調整室で計 2
台とする。 

(4) デジタル波形・ベクトルモニター 4 台 デジタル波形・ベクトルモニター    
(a)      デジタルマルチフォーマット波

形モニター 
5 台 マルチフォーマット型とし 5台とす

る。 
 アナログ 4 台   0 台 削除。 
 アナログ波形モニター 4 台   0 台 削除。 

(b) ラックマウントキット 4 台 ラックマウントキット 1 式   
 デジタル 4 台   0 台 削除。 
 デジタル波形モニター 4 台   0 台 削除。 
 ラックマウントキット 4 台   0 台 削除。 

(c) 1/2ブランクパネル 4 台 1/2ブランクパネル 1 式   
 ベクトルスコープ 1 台   0 台 デジタル波形測定器に同等機能を持

つため削除。 
(5) オーディオモニタースピーカー

（アンプ付） 
1 台 オーディオモニタースピーカー

（アンプ付） 
1 式   

(6) オーディオモニタースピーカー

（VE、LD用） 
2 台 オーディオモニタースピーカー

（VE、LD用） 
1 式   

(7) オーディションモニタースピー

カー（ステレオ） 
1 台 オーディションモニタースピー

カー（ステレオ） 
1 式   

(8) スタジオ用オーディオモニター

スピーカー（アンプ付） 
2 台 スタジオ用オーディオモニター

スピーカー（ステレオ、スタンド

付） 

1 式   

(9) スタジオトークバック／フォー

ルドバックスピーカー 
1 台 スタジオトークバック／フォー

ルドバックスピーカー 
1 式   

(10) 14インチマスタービデオモニタ
ー 

   14インチマルチフォーマットマ
スタービデオモニター 

   

 14インチマスタービデオモニタ
ー 

1 台 14インチマルチフォーマットマ
スタービデオモニター 

1 式   

 NTSC/PAL入力アダプター 1 台 NTSC/PAL入力アダプター 1 式   
(11) エアモニター 1 台 エアモニター 1 台   
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項目 
番号 

要請機材 数 量 見直し要請機材 数 量 変更理由 

(12) モニター棚 1 台 モニター棚 1 式   
(13) A/Vモニターコネクター盤 2 台 A/Vモニターコネクター盤 1 式   
(14) ステレオヘッドホン 2 台 ステレオヘッドホン 1 式   

           
1.8 インターカムシステム    インターカムシステム     

(1) スタジオインターカムシステム 1 台 スタジオインターカムシステム 1 台   
(2) ヘッドセット 12 台 ヘッドセット（有線型、無線型混

在） 
12 台 収録時のスタッフ数と役柄に対応で

きるよう有線型と無線型の数量を決

定する。 
(3) マイクロホン 12 台 マイクロホン 9 台 収録時のスタッフ数に必要な数量 

       
1.9 オンエアライトおよびタリーシ

ステム 
   オンエアライトおよびタリーシ

ステム 
    

(1) オンエアタリーロジック 1 台 オンエアタリーロジック 1 台   
(2) オンエアタリーライト 25 台 オンエアタリーライト 1 式   
(3) フロアー、エントランス用オンエ

アタリーライト 
4 台 フロアー、エントランス用オンエ

アタリーライト 
1 式   

           
1.10 バーチャルセットおよびアクセ

サリー 
1  式 バーチャルセットおよびアクセ

サリー 
1  式   

           
1.11 照明機器    照明機器     

(1) 2灯式蛍光灯フラッドライト 
110W 

30 台 2灯式蛍光灯フラッドライト 
110W 

30 台 バーチャルスタジオ用照明。 

(2) 4灯式蛍光灯フラッドライト 
220W 

40 台 4灯式蛍光灯フラッドライト 
220W 

40 台 バーチャルスタジオ用照明。 

(3) 6灯式蛍光灯フラッドライト 
330W 

20 台 6灯式蛍光灯フラッドライト 
330W 

20 台 バーチャルスタジオ用照明。 

(4) 調光装置 1 式 調光装置（90回路同時点灯可能な
もの） 

1 式 バーチャルスタジオ用照明。 

(5) スペアランプ 200 台 スペアランプ 1 式 バーチャルスタジオ用照明。 
(6) グリッド、アクセサリー 1 式 照明関連アクセサリー 1 式 グリッドは既設を使用。 

           
2 屋外収録システム（ENG)    屋外収録システム（ENG)   要請 4式から屋外取材編成クルーの

数と同等数の 3式とする。 
2.1 デジタルカメラシステム    デジタルカメラシステム     

(1) デジタルポータブルカムコーダ

ー 
   デジタルポータブルカムコーダ

ー 
   

(a) SDデジタルポータブルカムコー
ダー 

4 台 HDデジタルポータブルカムコー
ダー 

3 台 SD/HD対応とし、16：9に対応した
ビューファインダーを含む。 

(b) イーサネットアダプタ 4 台 イーサネットアダプタ 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(c) SDI出力機能 4 台 SDI出力機能 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(d) 24P撮影機能 4 台 24P撮影機能 3 台 カメラ台数に対応した数量。 

 2インチビューファインダー 4 台  0 台 HD対応のためカムコーダーに含め
る。 

(e) 三脚アタッチメント 4 台 三脚アタッチメント 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(f) 三脚アダプター 4 台 三脚アダプター 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(g) コンデンサーマイクロホン 4 台 コンデンサーマイクロホン 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(h) マイクケーブル 4 台 マイクケーブル 3 台 カメラ台数に対応した数量。 

(2) 27倍ズームレンズ（2倍エクステ
ンダー付） 

4 台 27倍ズームレンズ（2倍エクステ
ンダー付） 

3 台 既設レンズと同等の倍数とする。 

(3) UVフィルター 4 台 UVフィルター 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(4) 充電式バッテリーパック 24 台 充電式バッテリーパック 18 台 カメラ台数に対応した数量。 
(5) バッテリー充電器 8 台 バッテリー充電器 6 台 カメラ台数に対応した数量。 
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項目 
番号 

要請機材 数 量 見直し要請機材 数 量 変更理由 

(6) AC電源アダプター    AC電源アダプター    
(a) AC電源アダプター 4 台 AC電源アダプター 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(b) DC電源ケーブル 4 台 DC電源ケーブル 3 台 カメラ台数に対応した数量。 

(7) キャリングケース 4 台 キャリングケース 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(8) 三脚、ヘッド、ドリー（ポータブ

ルケース付） 
4 台 三脚、ヘッド、ドリー（ポータブ

ルケース付） 
3 台 カメラ台数に対応した数量。 

(9) 屋外用カバー、レインジャケット    屋外用カバー、レインジャケット    
(a) フィールドカバー 4 台 フィールドカバー 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(b) レインジャケット 4 台 レインジャケット 3 台 カメラ台数に対応した数量。 

           
2.2 9インチビデオモニター   9インチビデオモニター    

(1) 9インチビデオモニター 4 台 9インチビデオモニター 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(2) ENGキット 4 台 ENGキット 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(3) 充電式バッテリーパック 8 台 充電式バッテリーパック 6 台 カメラ台数に対応した数量。 
(4) バッテリーアダプター 2 台 バッテリーアダプター 2 台 カメラ台数に対応した数量。 

           
2.3 UHFシンセサイザー送信機 4 台 UHFシンセサイザー送信機 3 台 インド電波法対応機種。カメラ台数

に対応。 
           
2.4 UHFシンセサイザーチューナー 4 台 UHFシンセサイザーチューナー 3 台 インド電波法対応機種。カメラ台数

に対応。 
           
2.5 マイクロホン    マイクロホン     

(1) ダイナミックマイク 4 台 ダイナミックマイク 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(2) ガンマイク    ガンマイク    

(a) ガンマイクロホン 4 台 ガンマイクロホン 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(b) キャリングケース 4 台 キャリングケース 3 台 カメラ台数に対応した数量。 

(3) ハンドグリップ 4 台 ハンドグリップ 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(4) ガンマイク用風防 4 台 ガンマイク用風防 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(5) フィッシュポール    フィッシュポール    

(a) フィッシュポール 4 台 フィッシュポール 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(b) フィッシュポールアダプター 4 台 フィッシュポールアダプター 3 台 カメラ台数に対応した数量。 

(6) ワイヤレスマイク（ラベリアマイ

ク付） 
   ワイヤレスマイク（ラベリアマイ

ク付） 
   

(a) ワイヤレス送信機 4 台 ワイヤレス送信機 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(b) ラベリアマイク 4 台 ラベリアマイク 3 台 カメラ台数に対応した数量。 

           
2.6 マイクケーブル    マイクロホンケーブル     

(1) 10m 4 台 10m 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(2) 5m 4 台 5m 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(3) 3m 4 台 3m 3 台 カメラ台数に対応した数量。 
(4) 1.5m 4 台 1.5m 3 台 カメラ台数に対応した数量。 

           
2.7 ステレオヘッドホン 4 台 ステレオヘッドホン 3 台   
           
2.8 ライティング装置    ライティング装置     

(1) バッテリー駆動クールライト 4 台 AC駆動クールライト 3 台 カメラ台数に対応した数量（AC駆
動）。 

(2) スペアランプ 100 台 スペアランプ 18 台 カメラ台数に対応した数量。 
(3) アクセサリー 4 台 アクセサリー 3 台 カメラ台数に対応した数量。 

 スペアランプ 100 台  0 台 重複のため削除 
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項目 
番号 

要請機材 数 量 見直し要請機材 数 量 変更理由 

2.9 ポータブルオーディオミキサー    ポータブルオーディオミキサー     
(1) ポータブルミキサー 1 台 ポータブルミキサー 1 台   
(2) AC電源アダプター 1 台 AC電源アダプター 1 台   
(3) バッテリーケース 1 台 バッテリーケース 1 台   
(4) 充電式バッテリー 4 台 充電式バッテリー 3 台   
(5) 充電器 1 台 充電器 1 台   

           
2.10 ミニ DVカムコーダー    ミニ DV・HDVカムコーダー     

(1) ミニ DVカムコーダー（アクセサ
リー付） 

6 台 ミニ DV・HDVカムコーダー（ア
クセサリー付） 

3 台 SD/HD対応とし、編成取材クルー数
と同数とした。 

(2) ミニ DVカセット 200 台 ミニ DVカセット 0 台 スペアパーツに含む。 
           
2.11 デジタルスチルカメラ（含むズー

ムレンズ） 
6 台 デジタルスチルカメラ（含むズー

ムレンズ） 
3 台 編成取材クルー数と同数とした。 

           
3 回線切替システム    回線切替システム     
3.1 ルーティング機器    ルーティング機器     

(1) デジタルルーティングスイッチ

ャー（128×128） 
1 台 デジタルルーティングスイッチ

ャー（64×64） 
1 台 必要回線数に対応 

(2) デジタルカラーモニター 3 台 デジタルビデオモニター 2 台 入力用：1台 出力用：1台 HD対
応とした。 

(3) デジタル波形・ベクトルモニター

（コンボユニット） 
1 台 マルチフォーマットデジタル波

形モニター 
1 台 HD対応、マルチフォーマットデジ

タル波形モニターとする。 
(4) ラック 1 台 機器ラック 1 台   

 テーブル、椅子 1 式   0 式 削除。 
       
3.2      映像同期システム（CAR、CGｘ2、

Server、A/D) 
    

(1)      デジタル同期信号発生器（HD用） 5 台 サーバー室、コンピュータグラッフ
ィックス室×2、ビデオサーバー、A/D
変換、計 5システム。 

(2)      同期信号分配器 1 式   
       
3.3      パッチパネル・A/D、D/A     

(1)      パッチパネル 7 台 上記デジタルルーティングスイッチ
ャー用。 

(2)      パッチケーブル 1 式 上記デジタルルーティングスイッチ
ャー用。 

(3)      インターフェースユニット 1 台 上記デジタルルーティングスイッチ
ャー用。 

(4)      A/D + HD-SDI アップコンバータ
ー 

2 台 既設のアナログ回線接続用（2系統
上り）。 

(5)      HD-SDI ダウンコンバーター + 
D/A 

2 台 既設のアナログ回線接続用（2系統
下り）。 

(6)      HD-SDI → SDI（PAL対応） 2 台 地球局（送信室）用。 
           
4 ビデオサーバーシステム（アーカ

イブ） 
   ビデオサーバーシステム（アーカ

イブ） 
   

 5ノードアーカイブシステム
（10000時間@25Mbps） 

1 台 アーカイブシステムは棚管理と
する。 

0 台 既設テープキャビネット、データ管
理システムを使用。 

 デジタル VTR 6 台   0 台   
 システム構築用機材、コネクター

類 
1 式   0 式   

 システムソフトウェア 1 式   0 式   
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番号 
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 自動送出ソフトウェア 1 式   0 式   
 アプリケーションサーバー 1 式   0 式   
 3ノードクラスター（100時間

@25Mbps） 
1 式   0 式   

 オンラインネットワーク用コン

ピューター 
50 台   0 台   

 デジタルモニター 10 台   0 台   
 ルーターおよび周辺機器 1 式   0 式   

(1)      SD 用入力端末（17 インチモニタ
ー含）（SD-VTRは含まない） 

2 台 SD-VTRは既設流用。 

(2)      HD用入力端末（17インチモニタ
ーおよび HDディスクレコーダー
含む） 

2 台 HDフォーマット素材転送用。 

(3)      HDV 用入力端末（17 インチモニ
ターおよび HDV-VTR含） 

2 台 HDVフォーマット素材転送用。 

(4)      閲覧端末 4 台 ビデオサーバー内素材確認用端末。
(5)      管理端末 1 台 システム管理用端末。 
(6)      ノンリニアー編集システム（17イ

ンチモニターおよび HDディスク
レコーダー含む） 

4 式 ネットワーク編集機。 

(7)      マルチフォーマットビデオサー
バー（150時間・50Mbps） 

1 台 映像素材蓄積サーバー（150時間）。

(8)      HD-SDI入力ボード 2 台 スタジオ-1、-2からの直接録画用。
(9)      アプリケーションソフトウェア 1 式 システム駆動用ソフトウェア。 

           
5 DVD複製システム    DVD複製システム     

(1) マスターDVD複製システム 1 式 マスターDVD制作システム 2 式 マスター複製用作成用。 
(2) DVDレコーダー 4 台 DVDレコーダー 2 台 マスター作成用ドライブ。 
(3) デジタルカラーモニター 6 台 デジタルビデオモニター 2 台 DVDの映像をモニターできる PAL

方式用モニター 
(4) DVDメディア 10,000 台 DVDメディア 0 台 スペアパーツに含む。 

 DVD複製システム制御ソフト 1 式   0 式 削除。 
(5) DVD高速複製システム（同時

100DVDディスク） 
1 式 DVD複製システム 1 式   

           
6 コンピューターグラフィックス

システム 
   コンピューターグラフィックス

システム 
    

 コンピューター 4 台   0 台   
(1) グラフィックターミナル 4 台 グラフィックターミナル 2 台 4台を 2台に減量（既設と同数とし

た）。 
(2) 19インチ液晶モニター 4 台 19インチ液晶モニター 4 台 操作画面、作品表示用 各１台とし

た。 
(3) グラフィックシステム用ソフト

ウェア 
1 式 グラフィックシステム用ソフト

ウェア 
2 式 ターミナル数に対応。 

(4)      フラットベッドスキャナー 2 台 紙媒体からの入力用。 
(5)      無停電電源 2 台 コンピューターを停電から守るため

に必要。 
           
7      測定器 （日本側提案）  デジタル機器保守用の測定器。 

(1)      ビデオアナライザー 1 台 デジタル伝送やビデオ機器の特性測
定用。 

(2)      デジタルマルチフォーマット波
形モニター 

1 台 HDデジタルディスクレコーダー信
号測定用。 

(3)      オシロスコープ 1 台 保守用波形観測機器。 
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(4)      8chオーディオアナライザー 1 台 オーディオ信号特性測定。 
(5)      リファレンス・オーディオモニタ

ー（HD-SDIオプション付） 
1 台 HD信号から音声を取り出し、モニ

ターする機器。 
(6)      クランプメーター 1 台 大電流測定用テスター。電源保守用。
(7)      デジタルマルチメーター 1 台 保守用テスター。 
(8)      ビデオ信号発生器 1 台 映像基準信号発生装置。 
(9)      一般工具 1 式 特殊工具・ジグ類のセット。 

    同軸コネクタークランプツール   
    アライメントディスク  ディスクレコーダー調製用。 
    アライメントテープ  HDVレコーダー調製用。 
           

8      アナログ・デジタルフォーマット

変換 （日本側提案） 
  既存アナログメディア等のデジタル

変換。 
      SD-VTR 0 台 SD-VTRは既設機材を流用する。 

(1)      アップコンバーター（SD-VTR用） 3 台 既設 SD-VTRを接続するためのイン
ターフェース。 

(2)      HDデジタルディスクレコーダー 3 台 HD記録媒体記録再生用のレコーダ
ー。 

(3)      HDルーティングスイッチャー 1 台 再生側、記録側の相互切り替えスイ
ッチャー。 

(4)      モニタースイッチャー 1 台 波形観測のための切り替え用スイッ
チャー。 

(5)      モニタースピーカー 1 台 音声確認用スピーカー 
(6)      HDマルチフォーマットモニター 1 台 HDデジタル映像信号品質確認用テ

レビモニター。 
(7)      デジタルマルチフォーマット波

計モニター 
1 台 HDデジタル映像信号波形品質確認

用測定器。 
           

9      SD/HD 試写システム （日本側
提案） 

  SD/HD映像機材評価確認用。 

(1)      HDビデオプロジェクター（150
インチスクリーン含む） 

1 式 試写室にて、SD/HD映像を試写し評
価する。 

(2)      HDデジタルディスクレコーダー 1 台 HD記録媒体記録再生用のレコーダ
ー 

      SD-VTR 0 台 SD-VTRは既設機材を流用する。 
(3)      HDV-VTR 1 台 HDVフォーマット記録再生用の

VTR。 
(4)      DVDプレーヤー 1 台 DVD再生用。 
(5)      9インチマルチフォーマットモニ

ター 
1 台 プロジェクターへの再生信号を確認

する。 
(6)      A/Vスイッチャー・ミキサー 1 台 HDの音声と映像が同時に処理でき

る映像音声調整装置。 
(7)      グラフィックイコライザー 2 台 音声特性補正用。 
(8)      コンデンサーマイクロホン 2 台 試写室でのアナウンス用。 
(9)      マイクロホンスタンド 2 台 同上スタンド。 

(10)      パワーアンプ 2 台 拡声用増幅器。 
(11)      オーディオスピーカー 4 台 場内放映用スピーカー。 
(12)      機器ラック 1 台 機材収納ラック。 
（13）      UPS 1 台  
10 スペアパーツ    スペアパーツ     

(1) スペアパーツ 1 式 スペアパーツ 1 式 可動部品、消耗部品等必要不可欠な
スペアパーツ 

(2)      記録メディア    
      映像収録用ディスク 1 式   
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      静止画記録用メモリーカード
(4GB) 

1 式   

      ミニ DVカセット 1 式   
      DVDメディア 1 式   

 

 

3-2-2-2 全体計画 

(1) サイトの現状 

1) 所在地：Maidan Garhi, New Delhi, India 

北緯 26度 29分 42秒、東経 77度 12分 10秒、海抜 254m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクトサイト（IGNOUキャンパス内） 

0 100m 200m 300m

視聴覚教材制作センター (EMPC) 

ニューデリー中心部より

正面ゲート 
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2) サイトの状況 

プロジェクトサイトは、ニューデリー南部の郊外に位置する IGNOUキャンパス内にあ

る（交通渋滞が激しい朝夕の時間帯は、ニューデリー市内中心部から車で 1時間以上を

要することもある）。IGNOUキャンパスは、150エーカー（607,100m2）と広大な敷地を

有しており、本計画対象である EMPCの既設建物は、敷地中心部の小高い場所に位置し

ている。近隣には、管理棟、コンベンションセンター、ゲストハウス、学習棟、居住者

棟などが整然と配置されており一つの町を形成しているかのようで、道路、商用電力、

電話設備、給排水設備などのインフラはすでに整備されている。また、非常用発電設備

も有しており停電時の電力の供給も特に問題ない。さらに敷地全体が強固な塀で囲まれ

ておりゲートはしっかり警備されていることからセキュリティも問題はない。 

プロジェクトサイトのあるニューデリー市は、雨季と乾季からなる半乾燥気候に属して

おり寒暖の差が大きく、5月～6月は平均気温が約 30ºCと厳しい暑さとなるが、既設建

物は、空調換気設備が整備されており、今回の調達計画機材への気温、湿度、降水量な

どの気象条件が与える影響は特にない。 

 

(2) 協力対象事業を構成するシステムの概要 

IGNOUの有する視聴覚教材制作に係る機能と要請機材の関係は次のとおりである。 

機  能 機    材 
当初要請

の有無 
最終要請

の有無 
本計画での

取扱い 
216m2映像教材制作スタジオ－１機材 ○ ○ 新規調達 
180 m2映像教材制作スタジオ－2機材 × × 既設利用 
40 m2音声教材制作スタジオ－1機材 × × 既設利用 
30 m2音声教材制作スタジオ－2機材 × × 既設利用 

教材収録機能 

屋外収録機材 ○ ○ 新規調達 
ABロール編集機 × × 老朽化廃棄

シングルステップ編集機 × × 老朽化廃棄

ノンリニアー編集機（サーバーシステム） × ○ 新規調達 
教材編集機能 

音声番組編集機 ○ × 自己調達 
映像教材複製機 ○ ○ 新規調達 

教材複製機能 
音声機材複製機 × × 既設利用 

教材送出機能 送出制御機材 ○ × 既設利用 
教材放送機能 衛星放送機材 × × 既設利用 
教材保存機能 ライブラリー機材 ○ × 既設利用 

測定器 × ○ 新規調達 
保守機能 

スペアパーツ ○ ○ 新規調達 

映像記録媒体として不動の地位を築いていたテープは、アナログ記録からデジタル記録へと

変遷してきたが、2000年代に入ってからは徐々にディスクや半導体メモリーに置き換わって

きている。現在ではハイビジョンの映画収録用機材を残し、テープを媒体としたビデオレコ

ーダーは開発されていない。さらにテープレス化に拍車がかかり数年先にはテープ媒体の入
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手が難しくなることが予想される。また 1980年代に主流だった 1インチテープや U-maticテ

ープはすでに市場からなくなっている。 

このような状況の中でEMPCの映像教材制作設備も下記のとおりテープ媒体に依存している

ことから数年後には極度の陳腐化に陥ることが容易に推測できる。したがって本計画の協力

対象事業は現在の視聴覚教材制作能力を維持し、デジタル機能を最大限に活用してスタジオ

利用効率も上げながら、今後 10年は陳腐化しない映像教材制作システムに更新することを主

眼に置く。ただし現時点ではデジタル化への過渡期であることを考慮し、既設アナログ機材

を活用しながら新規に導入するデジタルシステムとのインターフェースを重視したシステム

構成とする。 

 

 

 

 

 

 

 

本計画の協力対象事業を構成する映像教材制作システムの概要を図 3-1に示す。 

なお「イ」国政府により現在 4チャンネルで実施している Gyan Darshan放送を 5チャンネル

放送に拡充する計画が策定されている。第 5チャンネルは、「イ」国民の科学離れを危惧した

「イ」国政府の発案で科学教育専用のチャンネルとして放送することとし、現在番組編成計

画を策定中である。放送教材は IGNOU が中心となりインド政府、科学技術庁と共同で制作

することが決定されており、本計画で映像教材制作機材が整備され次第開始したいとしてい

る。 

また、現在各地方センターや学習センターへは衛星を介したアナログ放送で映像教材を配信

しているが、インド国営テレビ局のデジタル化の整備状況およびデジタル放送受信機の普及

状況と歩調をあわせて第 12次 5ヵ年計画終了時の 2017年までには衛星デジタル放送システ

ムの整備を行い、アナログとデジタル（HD）のサイマル放送を行う考えである。この整備は

現在使用している衛星がデジタル対応の衛星であることから衛星送受信端末設備をデジタル

化するだけで対応可能である。 

 

【映像番組制作】 

映像教材 
制作スタジオ-1 

映像教材 
制作スタジオ-2 

【録画メディア】 

VTRテープ 

【編集】 

シ ン グ ル
ス テ ッ プ

A/Bロール
編集機

ノンリニア
ー 
編集機

Edusat経由で放送 
（Gyan Darshanチャンネル）

【録画メディア】

VTRテープ 

使用後ライブラリーで保存 

国営テレビ局で放送 

複製機

【録画メディア】 

DVD 

地方センター、 
学習センターへ配布
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図 3-1 協力対象事業のシステム全体概要図 

PAL信号 

映像教材制作スタジオ-1（バーチャルスタジオシステム）

多目的 HDカメラ（1式） 

SD/HDカラーカメラ（3式） 

CG背景合成 

ディスク DVD 

コンピューターグラフィックスシステム 

映像教材制作スタジオ-2 （既設） 

屋外取材（ENG）システム 

回線切替システム

既設機材用 A/D変換 1

パ
ッ
チ
盤

 

ハブ

既設機材用 A/D変換 2

入力系モニター 

64×64 
ルーティング
スイッチャー

パ
ッ
チ
盤

 

パ
ッ
チ
盤

 既設機材用 D/A変換 1

既設機材用 D/A変換 2

地球局機材用 D/A変換 1

地球局機材用 D/A変換 2

出力系モニター 

GD-1送出サーバー 
（既設） 

パ
 ッ

 チ
 盤

 

SD-VTR
（既設） 

ノンリニアー編集機 （4式） 

マルチフォーマット
ビデオサーバー 

（150時間@50Mbps） 

映像共有ネットワーク（ビデオサーバーシステム）

アナログ／デジタルフォーマット変換システム

SDテープ

SD-VTR
（既設）

マトリックス
スイッチャー

ディスク 
HDデジタル 

ディスクレコーダー 

HDデジタル 
ディスクレコーダー 

SD/HD試写システム

送信アンテナ 
（既設） 

HD 

HDV 

SD 

DVD 

HDV-VTR 

SD-VTR 
（既設） 

DVDプレーヤー 

HD 
プロジェクター 

150インチ 
スクリーン  

DVD複製システム

マスターDVD制作システム （2式）

マスターDVDディスク DVDドライブ 

DVD複製システム DVD複製ディスク 

アナログ系測定器 

オーディオ 
アナライザー 

オシロ 
スコープ 

クランプ
メーター 

デジタルマルチ
メーター 

ビデオ 
アナライザー

マルチフォーマット
波形モニター 

リファレンス・
オーディオモニター 

ビデオ 
信号発生器 

デジタル系測定器 

工具 

収録 

ギガビット・イーサネット 

教材ライブラリー

（既設棚使用）

測 定 器

スキャナー装置 
グラフィックターミナル 

（2式）

ディスク媒体

SD/HDディスク
カムコーダー 

フィールド 
モニター 

マイクロホン 

フィッシュポール 

ミニ DV／HDV 
カムコーダー 

デジタル 
スチルカメラ 

（3式） 

19インチ液晶モニター 

HD入力端末（2式） HDV入力端末（2式） SD入力端末（2式） 

PAL信号 

A/D：アナログ／デジタル
D/A：デジタル／アナログ

「135」Gyan Darshan TV
送出室（既設） 

マスターDVDディスク 

（＊1） 

＊1：映像教材制作スタジオ-1、2 直接収録（SD入力端末） 
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3-2-2-3 機材計画 

(1) 全機材共通の設計条件・方針等 

調達機材の設計条件や設計の基本方針は次のとおりである。 

1) 準拠する勧告・規格 

電気・通信分野の規範として国際的に広く採用されている以下の機関による勧告・規則

を適用する。 

① 国際電気通信連合―無線通信部門（International Telecommunication Union-Radio 

Communication Sector：ITU-R） 

② 国際電気標準会議（International Electrotechnical Commission：IEC） 

③ 日本工業規格（Japan Industrial Standard：JIS） 

④ 電子情報技術産業協会規格（Japan Electronics and Information Technology Industries 

Association: JEITA） 

⑤ 国際標準化機構規格（International Organization for Standardization：ISO） 

⑥ 全米映画テレビジョン技術者協会（Society of Motion Picture and Television Engineers: 

SMPTE） 

⑦ オーディオ技術学会規格（Audio Engineering Society: AES） 

⑧ アメリカ電子機械工業会（Electronic Industries Alliance: EIA) 

⑨ ｢イ｣国電波法（Indian Wireless Telegraphy Act） 

2) 機材稼動環境条件 

外 気 温 ： 0℃～40℃ 

室  温 ： 10℃～35℃ 

相対湿度 ： 95％以内 

海  抜 ： 2500m以下 

3) 電源電圧・周波数 

機器の稼動電源  ： 単相 230V、50Hz 

商用電源許容電圧変動率 ： 単相 230V+10/-10％ 

 

(2) 映像教材制作機材調達の考え方 

1) 機材グレード 

デジタル技術の進歩により高額な放送局仕様機材とほぼ同等の機能、性能を備え、安定

した教材制作が実施できる業務用機材が普及していることを踏まえ、放送局仕様の機材

に限定せず、使用目的に応じ業務用機材の調達も考慮する。 
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2) 機材仕様 

SD/HD 対応デジタル機材を主体とするが、SDフォーマットの VTR（SD-VTR）等の必

要なアナログ機材は EMPCが所有する既設機材を流用する。 

3) 録画メディア 

近々に VTR が生産終了予定の見通しとなるなど加速するテープレス化の流れに呼応す

るために映像録画メディアを VTR からディスクや半導体メモリーなどのマルチメディ

ア媒体へ移行する。本計画では下記理由を踏まえ録画メディアとしてディスクを採用す

る。 

表 3-4は、記録時間を約１時間として各種録画メディアの価格や体積、重量を比較した

ものである。価格は、「イ」国の国内市場における各録画メディアの小売価格を参考と

した。表 3-4から半導体のフラッシュメモリーで構成されている HDメモリーは小売価

格でディスクと約 16倍もの価格差があり、EMPCで現在運用している SD方式のテープ

メディアに最も近い価格で HD画像が記録可能な録画メディアは、ディスクであること

がわかる。ディスクは体積、質量ともに小さく、従来のテープより保管面でも大きな改

善が見込める利点もある。これらの条件比較から本計画完了後の運営・維持管理におい

て価格面、保管面などの優位性を持ち合わせたディスクを採用することが適切である。 

表 3-4 録画メディアの価格比較表 

 記録方式 記録時間 体積 (cm3)／質量 (g) 
「イ」国の 
市場価格※1 

HDディスク XDCAM HD 
65分※2 

43分※3 
152.09 / 88  2,600 Rp. 

HDメモリー P2 HD AVC-Intra50 64分 23.11 / 45  42,000 Rp. 

SDテープ Betacam-SP 64分 920.75 / 700  1,200 Rp. 

※1： 市場価格は 2009年 11月現在のもの。 

※2： MPEG HD方式による記録時間 

※3： MPEG HD422方式による記録時間 

4) 機材数量 

EMPCの既設機材が整備された時代（1990年代後半）は、当時の機材の信頼性（故障の

頻度）を考慮して完全予備化の考え方で機材数量が決定されていたが、現在はデジタル

化の進展とともに機材の品質や安定性が大幅に向上しており故障の頻度も激減してい

る。したがって調達する機材の数量は、EMPCの視聴覚教材制作体制（制作方法、制作

要員数、制作予算）および運営・維持管理体制（保守体制、技術レベル）を踏まえ EMPC

が実施している年間約 200本の映像教材制作に最小限必要な数量とする。 
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(3) 機材据付レイアウト 

 本計画で調達する機材を据付ける部屋を図 3-2に示す。 

 

 

 

ｎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

室番 システム名称 
システム

No. 
室番 システム名称 

システム

No. 

124 
映像教材制作システム ① 

147
映像共有ネットワーク（閲覧・入力・編

集） 
④ 

125 
映像教材制作システム ① 

148
映像共有ネットワーク（閲覧・入力・編

集） 
④ 

126 映像教材制作システム ① 154 ENGシステム ② 

127 映像教材制作システム ① 160 測定器 ⑦ 

142 映像共有ネットワーク（閲覧・編集） ④ 162
回線切替システム、マルチフォーマット

ビデオサーバー 
③、④

143 映像共有ネットワーク（閲覧・編集） ④ 166
DVD複製システム、A/Dフォーマット変換シ
ステム 

⑤、⑧

145 
映像共有ネットワーク（入力）・CG シス
テム 

④、⑥ 167 スペアパーツ ⑩ 

146 
映像共有ネットワーク（入力）・CG シス
テム 

④、⑥ 170 SD/HD 試写システム ⑨ 

図 3-2 視聴覚教材制作センター システム配置図 

①  
①

②④⑥ 

⑤ ⑧⑦

③④
⑨ 

⑩

④ 

④
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(4) システム相互間接続および既設機材との融合 

本計画で導入される機材と継続使用する既設機材とを接続し使用できるシステムとしなけれ

ば、EMPCの視聴覚教材制作業務フローとして円滑な運用が実現しない。 

したがってシステム設計にあたっては、以下の点に留意して新システム間および既設システ

ムとの効率的な接続を実現する。（※文中の「XXX」は室番号を示す。） 

1) 新システム間および既設システム間のインターフェース 

ほとんどの既設アナログシステムの伝送回線は、前述のサーバー室「162」に集約され

ている。したがってすべてのシステムの相互接続は、サーバー室「162」を経由して行

うことが望ましい。表 3-5に代表的なシステム間インターフェースの例を示す。 

なお、既設機材およびシステムに使用されている既設アナログケーブルと本計画で配線

されるデジタルのケーブルが混在することとなるため、新設デジタル伝送線路について

はケーブルを有彩色とし、保守やシステム更新がスムーズに実施できるよう配慮する。 

表 3-5 システム間接続信号 

室番 システム名称 
室間伝送 
信号形式 

室番 システム名称 
室間伝送

信号形式
室番 システム名称 

125 
映像教材制作スタ

ジオ-1 
HD-SDI 162 回線切替 HD-SDI 145 

映像共有ネットワ

ーク（入力） 

131 
映像教材制作スタ

ジオ-2 
PAL 162

回線切替 
A/D変換 

HD-SDI 146 
映像共有ネットワ

ーク（入力） 

   162
回線切替 

ダウンコンバーター 
SDI 135 

GyandarshanTV 
送出室 

   162
回線切替 
D/A変換 

HD-SDI 170 SD/HD試写室 

162 既設パッチボード PAL 162
回線切替 

マルチプレクサー 
HD-SDI   

162 既設パッチボード
アナログ 
音 声 162 マルチプレクサー    

   162
マルチフォーマットビ

デオサーバー 
LAN 142 

映像共有ネットワ

ーク（閲覧・編集）

   162
マルチフォーマットビ

デオサーバー 
LAN 143 

映像共有ネットワ

ーク（閲覧・編集）

   162
マルチフォーマットビ

デオサーバー 
LAN 147 

映像共有ネットワ

ーク（閲覧・入力・

編集） 

   162
マルチフォーマットビ

デオサーバー 
LAN 148 

映像共有ネットワ

ーク（閲覧・入力・

編集） 
［信号方式の解説］ HD-SDI: ハイビジョンのデジタル映像信号（1080/50i） 

SDI: 標準方式（SD）のデジタル映像信号（SDI: Serial Digital Interface） 
PAL: アナログ PAL方式映像信号 
LAN: ギガビット・イーサネット（コンピューターネットワーク） 
 

  ：既設設備 

  ：本プロジェクト設備 
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具体的な機材の接続系統は図 3-3 サーバー室「162」を中心とした接続概念図のとおり

である。なお図中で使用している記号に対する機材名称および機能は以下のとおりであ

る。 

 

記号 機材名称 機 能 

 
映像アナログ／デジタルコンバーター アナログ映像信号を SDデジタル映像信号（SDI）に

変換する。 

 
音声アナログ／デジタルコンバーター アナログ音声信号をデジタル音声信号 (AES/EBU)に

変換する。 

 
デジタル／アナログコンバーター デジタル映像信号（SDI）またはデジタル音声信号

（AES/EBU）をアナログ信号に変換する。 

 マルチプレクサー SDデジタル映像信号（SDI）にデジタル音声信号
(AES/EBU) を重畳し、エンべデッド SDI信号にする。

 デマルチプレクサー エンべデッド SDI信号を SDデジタル映像信号（SDI）
とデジタル音声信号 (AES/EBU) に分離する。 

 アップコンバーター SDI信号を HD-SDI信号に変換する。 

 ダウンコンバーター HD-SDI信号を SDI信号に変換する。 

 

 

 

 

A/D 

A/D 

D/A 

MPX 

DMPX 

U/C 

D/C 
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図 3-3 室番「162」サーバー室を中心とした接続概念図 

：パッチケーブル 
：HDデジタル映像信号（HD-SDI） 
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2) GD-1への送出信号 

既設 GD-1 への送出信号は、シリアルデジタルインターフェース（SDI）信号によって

同軸ケーブル一本でサーバー室「162」から、Gyandarshan TV 送出室「135」に送られ

ている。サーバー室「162」は、ビデオサーバーによる送出システムと GD-1送出用教材

をアップロードするための SD-VTRで構成されている。 

本計画では回線切替システムをサーバー室「162」に設置し、既設の送出機材と同居さ

せる。回線に入力される映像教材制作スタジオ-1の映像教材（HD信号）を直接生放送

する場合には、ここから GD-1 へ送出する。しかし、現状は送信システムが SD 対応で

あるため、ダウンコンバーターによって SDI信号に変換し、既設システムのパッチ盤を

経由して GyanDarshan送出室「135」GD-1系への送出を実現する。図 3-4に、その概念

を示す。 

 

図 3-4 GD-1への送出概念図 

3) 映像教材制作スタジオからマルチフォーマットビデオサーバーへのリアルタイム収録 

映像教材制作のワークフロー改善を目的として、映像教材制作スタジオ-1（HD-SDI 信
号）「125」と既設の映像教材制作スタジオ-2（アナログ PAL信号）「131」からの信号を
回線切替システム経由でサーバー室「162」に据付けるマルチフォーマットビデオサー
バーで直接録画可能となるように設計する。 
映像教材制作スタジオ-2 からの出力はアナログ PAL 信号であり、新システムとは直接
接続ができないため、サーバー室「162」にアナログ／デジタルコンバーター（上り：2
系統､下り：2系統）を調達し、既設設備と新設設備相互の接続を確保する。 
マルチフォーマットビデオサーバーの入力部には、入力端末用インターフェースボード

を装備して映像教材制作スタジオ-1からリアルタイムに送られてくるHD信号に対応さ
せる。マルチフォーマットビデオサーバーのリアルタイム収録の概念図を図 3-5に示す。 

映像教材制作スタジオ-1より 

素材アップロード用 
SD-VTR 
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図 3-5 リアルタイム収録の概念図 

4) マスターDVD制作システムの入力信号 
DVD複製システムの一部として図 3-6のとおりマスターDVD制作システム 2式を設置
するが、DVD 複製システムおよびアナログ／デジタルフォーマット変換システムを
「166」複製室へ設置し、同室に設置するメリットを生かしアナログ／デジタルフォー
マット変換システムのスレーブ側HDデジタルディスクレコーダーから常時出力されて
いるアナログ信号を直接マスターDVD 制作システムに入力しキャプチャリングできる
ように設計する。 

   [XXX」：室番号を示す 

図 3-6 マスターDVDディスク制作システム 

アップロード用SD-VTR 

アップロード用SD-VTR 

マスターDVD 

ディスク 

マスターDVDディスク

マスターDVDディスクマスターDVDディスク

マスターDVDディスク制作システム ×2式 



3 − 46 

5) 映像教材制作スタジオ-1「125」での DVD収録 

映像教材制作スタジオ‐1において、収録直後に出演した講師やプロデューサーが教材

内容（発言内容やストーリーなど）や画質の確認をしたいというケースが多くあること

から、DVD収録機材を同時並行して動作させ番組収録直後に SD仕様の DVDプレーヤ

ーで再生し視聴できるように映像教材制作スタジオ‐1 システムの最終出力に DVD レ

コーダーを接続する構成とする。 

 

(5) 映像教材制作用整備機材の考え方 

各システムにおける整備機材の考え方は次のとおりである。 

[1] 映像教材制作スタジオ－1（バーチャルスタジオシステム） 

スタジオフロアー内のサイクロラマの改修とバーチャルスタジオシステム導入の比較に

おいて、費用、工期、難易度の観点から比較した結果、デジタル技術を駆使したバーチャ

ルスタジオシステムを導入することがサイクロラマの改修に比べて安価な費用で短期間

に整備できることが判明している。また本計画の目的であるデジタル技術による効果的な

映像教材制作ワークフローの構築にはバーチャルスタジオシステムの導入が不可欠であ

ることから、SD と HD の両方式に対応できるシステムとともに、コンピュータグラフィ

ック（CG）と合成可能なバーチャルスタジオシステムを組み入れ、デジタル化による効率

的な映像教材の収録を実現させ大幅に映像教材制作時間を短縮しスタジオの運用効率向

上を図ることとする。さらにバーチャルスタジオシステムの導入にともないコンピュータ

ーグラフィックスで映像教材用のセット（背景）を制作できるため、これまで映像教材制

作の過程で長時間を要していた大道具の制作およびセッティングが必要なくなり映像教

材制作時間が短縮可能となる。さらに一度制作した背景は CG内に保存され再加工、再利

用が容易にでき類似の映像教材制作に転用可能となり映像教材制作費の削減効果をもた

らすことになる。 

また既存の SD教材を収録時に使用することを考慮し、SD信号の入力インターフェースを

設ける。既設の SD-VTRを入力インターフェースに接続し運用することで、過去に収録し

た映像を有効利用しながら新しい教材を制作することを可能とする。なお本システムでは

コンピューターが使用されていることから、停電時にデータを含め保護するためにコンピ

ューターの消費電力に見合う 1.5kVAの UPSを整備する。 

主要機材は次のとおりである。 

 バーチャルスタジオシステム 

バーチャルスタジオシステムは、通常の映像教材制作機材に下記の機材を組み合わせて

構成する。 
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① ブルースクリーン 

人物などの被写体の背景部分を色で抜くための青均一色で作られたカーテンであ

り、カメラが移動しても、常に背景が青色で捉えられるように被写体を囲むように

作られる。また、カメラアングルがチルト方向に変化しても、背景が青色で捉えら

れるよう床やカーテンの裾も青色の板を敷き詰める。 

② カメラセンサー 

カメラの情報（方向、角度、ズーム倍率）を取得するためにカメラペデスタルにセ

ンサーを組み込み、カメラパラメーターとしてバーチャルプロセッサーに情報を送

る。 

③ バーチャルプロセッサー 

コンピューターグラフィックスで制作された 3 次元背景画像をカメラセンサーか

らのパラメーターに基づいて動作させカメラの視点を再現するためのコンピュー

ターである。本装置から出力される画像を仮想画像として画像合成装置に送る。 

④ クロマキーヤー 

カメラで撮影した実映像から背景の青色領域と出演者が写っている領域を抜き取

る装置で、HDデジタルプロダクションスイッチャーに含まれる。 

⑤ 画像合成装置 

クロマキーヤーから出力された領域画像と実映像、バーチャルプロセッサーから出

力されたカメラ視点の仮想背景画像を合成し出力するための装置である。 

⑥ スタジオモニター 

出演者が仮想背景の前で自然に振る舞うために最終合成映像を映し出し出演者に

確認させるためのモニターであり、画面の大きさはスタジオの広さを考慮し出演者

が鮮明に確認できる画面サイズ（50インチ）とする。 

 

バーチャルスタジオシステム 

バーチャルスタジオ

バーチャル 
プロセッサー 

スタジオモニター 
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バーチャルスタジオシステムは次のような動作となる。 

出演者の周辺の壁や床を青い幕で覆った状態をスタジオカメラで撮影し、その映像をク

ロマキーヤーに送る。テレビカメラのペデスタルやズームレンズには位置センサーや角

度センサーを搭載させカメラの方向、角度、ズーム倍率などの数値パラメーターを検出

し、バーチャルプロセッサーに送る。バーチャルプロセッサーは、取得した数値パラメ

ーターを用いてコンピューターグラフィックスによりあらかじめ制作された3次元の背

景画像をカメラ視線で動作させる。同時に画像合成装置でクロマキーヤーから送られた

実画像領域情報とカメラからの実映像およびコンピューターグラフィックス画像を合

成することにより、仮想背景の前にあたかも立体的に出演者が存在するかのように描写

することができる。 

 バーチャルスタジオシステムの照明装置 

バーチャルスタジオシステムでは、背景画像（3次元コンピューターグラフィックス）

と実写部分との違和感を生じさせないため、あえてコンピューターグラフィックスで描

く立体から地面に写る影付け処理を行わない。実映像の被写体は、実写部分をクロマキ

ーヤーからの領域情報によって切り取り、地面に写る影とは関係なく被写体のみ切り出

す。この機能により背景画像と実写映像の調和を確保するが、そのためには照明光を散

乱できる照明が必要であり、かつ小道具を含めた実映像部品は灯具により統一された照

明条件で撮影することが望まれることから蛍光灯照明が使用される。 

本計画では、カーテン式のブルースクリーンを既設サイクロラマの直前に設置し、影が

できないように蛍光灯灯体を使用して均一に照らすこととするが、必要に応じて白熱ス

ポットライト（既設利用）を使用し補完する。 

ブルースクリーンの前に立つ人物や小道具などの被写体は、背景のコンピューターグラ

フィックス画像と一緒に撮影しながら 2 灯式、4 灯式、6 灯式の灯体を駆使し不自然な

影ができないように調整する。 

蛍光灯照明の取付位置は概略設計図「図 3-37 映像教材制作スタジオ-1 スタジオ照明

配置図」のとおりである。ただし灯体の標準的な配置を示すもので、実際には制作する

映像教材の内容や被写体よって適切な照明配置にアレンジする必要がある。したがって

灯体の移動が簡単にできるようにコンセントの形状を統一し、自由に入れ替えが可能な

設計とする。なお蛍光灯照明に変更することで、消費電力がこれまでの白熱灯にくらべ

て 1/10以下に減少し電力費の節減につながる効果も期待できる。 

一方、照明装置を吊るすバトンや巻き上げ装置は既設設備をそのまま流用するが、老朽

化の著しい調光装置および調光制御パネルは蛍光灯照明に対応した仕様のものに更新

する。既設の調光制御ラインは 90回線であり、既設のバトンには 84回線が割り当てら

れている。したがって既設設備をそのまま流用することを考慮して調光制御回線数も既

設数と同じ 90 回線の調光装置とする。また調光装置の制御パネルも既設と同等のプリ
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セットフェーダーを 80本搭載したものとする。 

 

バーチャルスタジオシステム用照明装置 

蛍光灯の数量は、照明回線数と同数の 90本（2灯式（80W以上）：30本、4灯式（160W
以上）：40 本、6 灯式（240W 以上）：20 本）とする。また蛍光灯は約 6000～8000 使
用時間での交換が推奨されていることから 1度の交換ができる上記蛍光灯の 100％の数
量（340本）の予備ライトを調達する（蛍光灯寿命は 10,000時間～12,000時間とされて
いる）。 

 映像システム 

映像システムは、下記のとおり 3つのブロックに大別できる。 

    V-1. スタジオ映像入力部  V-2. 映像処理部  V-3. 音声・映像出力部 
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V-1 スタジオ映像入力部 

① スタジオカメラ 

現状はスタジオカメラ 4台で運用されいることから本計画でもスタジオカメラは 4

台構成とするが、そのうち 1台はバーチャルスタジオシステムに適応し化学や音楽

教材等の映像教材制作に有用な多目的 HDカメラとしスタジオ上部に取り付ける。

調整室からの遠隔操作を可能にし定点撮影に必要な人員を節減すると同時に収録

時の利便性を高める。 

(a) 3CCD SD/HDカラーカメラ 

撮像素子に CCD（Charge Coupled Device）を用いた有効画素数 1920×1080以

上の 2/3型 3板式カメラで SD/HD対応のポータブルタイプとする。出力信号

は、カメラコントロールユニット（Camera Control Unit：CCU）を経由して

SD-SDI/HD-SDIの両フォーマットでの出力が可能なものとし、CCUとのイン

ターフェースはトライアクスコネクターまたは光複合コネクターで接続が可

能なものとする。 

装着するズームレンズの倍率は、スタジオ内であらゆる被写体の撮影に対応

できるように既設と同等の 21倍以上とする。 

(b) 多目的 HDカメラ 

撮像素子に CCDを用いた 3板式カメラで、出力信号は HD-SDI対応とする。

標準でリモコン雲台が装備され、パン／チルト／ズーム／フォーカスなどの

制御が可能な機材とする。スタジオ上部に固定して設置し制御は調整室から

遠隔操作する。 

② カメラリモートコントロールユニット 

上記多目的 HDカメラ用のコントロールユニットで、パン／チルト／ズーム／フォ

ーカスなどの制御機能および制御インターフェース（RS422ポート）を持つものと

する。 

③ バーチャルプロセッサーおよびソフトウェア 

バーチャルスタジオシステムの信号系を司る中心的な処理装置で、バーチャルスタ

ジオ用のコンピューターグラフィックス処理を行う。なおクロマキー処理は V-2

映像処理部で行う。 

④ アップコンバーター（既設 SD-VTR用） 

SD-SDI信号を HD-SDI に変換するためのコンバーターで、本計画で構築される新

システムにおいて既設の SD-VTRを継続活用するためのインターフェースである。

入力は PAL対応のデジタル SDI信号とし、量子化ビットが 10ビット以上の機材と
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する。 

⑤ HDデジタルディスクレコーダー（映像再生入力用） 

録画媒体を VTRからディスクに変更することにともない、SD-SDI/HD-SDIに対応

し光ディスクに録画／再生できるデジタル方式のディスクレコーダー2 台を再生

用 VTRの代替として整備する。映像圧縮方式MPEG2 HD422（50Mbps）の信号を

録画／再生できるものとし、音声は AES/EBU方式で単独で入出力可能なこととす

る。また、入出力の SD-SDI/HD-SDI 信号はエンべデッドオーディオ方式に対応し

たものとする。 

⑥ HDキャラクタージェネレーター 

HD 映像に字幕スーパーやグラフィックスを挿入するための英語対応の文字発生

装置で、GUI（Graphical User Interface）操作により素材の作成から送出までが可能

なものとする。また、マクロ機能による自動再生が可能なものとする。付属させる

外部インターフェースは、コンピューターネットワークを持ち必要に応じてネット

ワーク上で既設コンピューターと連携できるものとする。 

V-2 映像処理部 

① HDデジタルビデオスイッチャー 

収録時の映像の切り変え、特殊効果、キー信号による映像合成などの映像調整をお

こなうためのデジタルビデオスイッチャーである。既設のビデオスイッチャー（ア

ナログ方式）は 20チャンネル入力であるが、その内使用されているのは 14チャン

ネルである。本計画ではデジタル化した HD対応のスイッチャーとするが、入力数

は下記のとおりとなり 16チャンネルとする。またマルチ効果機能は既設スイッチ

ャーに搭載されているものと同等の 1.5MEとする。 

Ch-1： スタジオカメラ-1 
Ch-2： スタジオカメラ-2 
Ch-3： スタジオカメラ-3 
Ch-4： 多目的 HDカメラ 
Ch-5： バーチャルプロセッサー 
Ch-6： HDデジタルディスクレコーダー-1 
Ch-7： HDデジタルディスクレコーダー-2 
Ch-8： HDデジタルディスクレコーダー-3 

Ch-9： SD-VTR（既設）  
Ch-10： コンピューター用入力-1（既設） 
Ch-11： コンピューター用入力-2（既設） 
Ch-12： コンピューター用入力-3（既設） 
Ch-13： HDキャラクタージェネレーター 
Ch-14： HDキャラクタージェネレーターキー 
Ch-15： 予備入力 -1 
Ch-16： カラーバー／ブラックバースト 

② バーチャルセット 

バーチャルプロセッサーと連携しクロマキー処理（バーチャルスタジオシステム用

背景画像を抜く処理）を行うための装置で、SD/HD クロマキーヤー装置、SD/HD

映像遅延装置、制御用 PC、スイッチングハブで構成する。 
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V-3 映像・音声出力部 

① HDデジタルディスクレコーダー（映像・音声収録用） 

収録用 VTR に代わる収録用 HD デジタルディスクレコーダー（1 台）で仕様は再

生用 HDデジタルディスクレコーダーと同じとする。収録用であるが設定を変える

ことにより再生用としても使用できるものとする。映像処理部を通過した映像信号

と後述する音声処理部を通過した音声を同時にレコーダーに入力し収録する。 

② DVDレコーダー（映像・音声収録用） 

収録直後に出演者等が収録内容を迅速に確認するための DVDを制作する DVDレ

コーダー2台を整備する。アナログ PAL信号の映像を収録・再生できる DVDレコ

ーダーとし、HDデジタルディスクレコーダーに収録される HD信号を PAL信号に

ダウンコンバートしてアナログ接続し録画する。 

 音声システム 

音声システムも映像システムと同様に下記の 3ブロックに大別される。 

A-1 スタジオ音声入力部  A-2 音声処理部  A-3 映像・音声出力部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-1 スタジオ音声入力部 

① マイクロホン関係 

音声集録用として本計画では映像教材制作スタジオ-1 の広さと制作する教材内容

および継続利用可能なマイクロホンを考慮し、下記のマイクロホンを整備し制作す

SD/HDカラー 
カメラ（3式） 

多目的 HD 
カメラ（1式） 

スタジオモニター 

ディスク HDデジタル
ディスク 
レコーダー

キャラクター
ジェネレーター

CG用 
コンピューター

照明機器 

バ
ー
チ
ャ
ル

 
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

 

デジタルビデオ
スイッチャー

入力映像選択
特殊効果

調光装置 

調光

デジタルオーディオ
ミキサー 

CDプレーヤー 

メモリーレコーダー

マイクロホン 

HDデジタル 
ディスク 
レコーダー 

ディスク

DVD 
レコーダー 

DVD 

A-1 スタジオ音声入力部 A-2 音声処理部

A-3 映像・音声出力部

映像・音声収録

「162」マルチフォーマット
ビデオサーバーへ

HD-SDI

音声ミキシング
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る映像教材の収録形態により使い分けることとする。 

• ラベリアマイクロホン 

主に司会者や対談時の出演者がマイクロホンの存在を目立たせたくない場合に

装着する小型マイクロホンでありクリップで衿などに取り付けて使用する。専

用コネクターが付いており、キャノンコネクターに変換して使用する。 

• ダイナミックマイクロホン 

汎用性の高い単一指向性のマイクロホンで、構造が単純なため機械的に強く、

大音量にも耐えることから、映像教材制作用の主要マイクロホンとして幅広い

用途に使用する。 

• コンデンサーマイクロホン 

振動板を薄くできることから周辺の細かい音を拾うことができ、楽器などのよ

うな繊細な音源の収録に使用する。ただし構造が比較的繊細で機械的に強くな

いことから、耐久性はダイナミックマイクロホンに比べ劣る。またマイクロホ

ン専用電源が必要となる。 

• ガンマイクロホン 

正面の音を集音するためのマイクロホンで、スタジオで出演者がマイクを持て

ない場合時などにカメラに取り付け、カメラの正面から発せられる出演者の音

声を収録する。 

• ワイヤレスマイク 

スタジオ内でケーブルを引き廻せない時の収録に使用する。電波を使用するこ

とから混信や電波障害を起こすことがないように「イ」国電波法に準拠したも

のとする。なおワイヤレスマイクの使用が許可されている周波数帯は広くない

ため、同時に使えるマイク本数は最大でも約 10本である。送信機は棒形マイク

で送信機と一体型になったハンドタイプと前述のラベリアマイクを接続して使

用するラベリアマイクタイプの送信機の 2種類とする。 

② CDプレーヤー 

CD 媒体により、音楽や効果音などを再生するための CD プレーヤーを整備する。

運用は手動操作で行い、出力音声は AES/EBUのデジタル音声信号とする。 

③ メモリーレコーダー 

映像教材の音声録音用の機材であり、音声録音の主流であったカセットテープレコ

ーダーや CDレコーダーが生産中止の方向となり、現在は半導体メモリーを使用し

たメモリーレコーダーが主流となっていることから採用する。ステレオおよびモノ

ラルでの録音機能、AES/EBU のデジタル音声出力機能および既設アナログ機材と
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の互換性のためにアナログ出力機能を持つものとする。 

A-2 音声処理部 

① デジタルオーディオミキサー 

収録時にマイクロホンや CD プレーヤーなどの音源の切替えや音量調節をおこな

い音声を調整するためのオーディオミキサーである。既設のオーディオミキサーは

アナログ方式で、マイク入力 8系統、ステレオライン入力 8系統、計 16入力（フ

ェーダー数 16）のミキサーである。対談など少数のマイクロホンを使う場合は問

題ないが、新設された演芸・芸術学部用のミュージカルや「イ」国古典音楽などの

音楽教材を制作する場合は、複数の楽器を使用し多くの音声入力数が必要となり現

状の 16入力では不足している。したがって、本計画ではあらゆる映像教材制作に

対応できるようフェーダー数を必要最小限の 20とし、アナログ入力 24ch、デジタ

ル（AES/EBU）入力 4系統のものとし必要に応じて拡張が可能なものとする。 

A-3 映像音声出力部 

音声処理部のデジタルオーディオミキサーで処理した音声信号を V-3 映像・音声出力

部に送り HDデジタルディスクレコーダーで収録する。（V-3. 映像・音声出力部参照） 

 オンエアライオおよびオンエアタリーライト 

① オンエアライト 

映像教材制作スタジオ-1 が使用中であることを示し、入室者に注意を促すための

オンエアライト（「RECORDING」と表示する赤色のライト）を下記 7 ヵ所に取付

ける。オンエアライトは調整室から遠隔操作により 7ヵ所同時に点灯制御ができる

ものとする。 

オンエアライト設置場所 

 設置場所 

① 調光装置室内 

② スタジオフロアー内カメラ倉庫入口上部 

③ 調整室からスタジオフロアーへの出入り口上部 

④ 調整室入口上部（廊下側） 

⑤ カメラ倉庫内上部 

⑥ スタジオエントランス上部（一般出入口） 

⑦ 大道具室（スタジオへのシャッター入口横） 

 

オンエアライト参考図 

 
RECORDING 背景：赤 

文字：白 
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② オンエアタリーライト 

デジタルプロダクションスイッチャーが選択している映像ソースを確認するため

のタリーライトを映像モニターの上部に取り付ける。デジタルビデオスイッチャー

の選択キーから制御ロジックを介した信号を受信し自動表示する。 

【システム相互接続の考え方】 

映像教材制作スタジオ‐1で制作される映像教材は、調整室内にある VTR室「126」で

録画されるが、収録直後の編集作業にいち早く対応でき、スタジオの効率的利用に貢献

できるようサーバー室「162」の回線切替装置を介してマルチフォーマットビデオサー

バーにも直接収録できるよう考慮する。 

【主な構成機材】  
機材名 主な仕様 グレード 数量 

3CCD SD/HDカラーカメラ 量子化ビット：14ビット 
撮像素子：2/3型 3板式 IT型 CCD 
I/F：トライアクスまたは光複合 

放送用 3台 

多目的 HDカメラ 種類：パン/チルトリモートカメラ 
撮像素子：1/3型 3板式 CCD 
インターフェース：HD-SDI出力  

業務用 1台 

カメラリモートコントロールユニット コントロール機能： 
パン／チルト／ズーム／フォーカス 

制御インターフェース：RS422 

業務用 1台 

アップコンバーター 
（既設 SD-VTR用） 

映像入力：SD-SDI（PAL対応） 
量子化ビット：10ビット以上 
映像出力：HD-SDI（1080i/50対応） 

放送用 1式 

バーチャルプロセッサーおよびソフトウ

ェア 
・バーチャルプロセッサー 
・コントロールソフトウェア 
・トラッキングソフトウェア 
・コンピューター  

CPU： Intel Xeon相当デュア
ルプロセッサ 

メモリー： 4GB以上 
LCD： TFT 19インチ以上 

放送用 1式 

HDデジタルディスクレコーダー 記録・再生フォーマット： 
MPEG2 HD422（50Mbps） 

記録・再生メディア：光ディスク 
量子化ビット：8ビット 
映像 I/F：SDI（SD/HD） 
音声 I/F：AES/EBU 

放送用 3台 
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機材名 主な仕様 グレード 数量 

HDデジタルビデオスイッチャー 
（16入力）

ミックス／エフェクト列：1.5 ME 
映像入力数：16入力以上 
映像出力数：6出力以上 
キーヤー：2ch以上 
コントロールパネル： 

16ボタン以上、2フェーダー 
映像効果：2ch 2D、3D効果 

放送用 1台 

DVDレコーダー 記録メディア：12cmDVD 
ハードディスク容量：160GB  
録画予約機能 
 映像 D/Aコンバーター： 
 10bit/108MHz  

 音声 D/Aコンバーター： 
 192kHz/24bit 

民生用 2台 

HDキャラクタージェネレーター ハードディスク容量：300GB以上 
映像入力：HD-SDI、ビデオ＋キー 
映像出力：HD-SDI、ビデオ＋キー 

放送用 1台 

デジタルオーディオミキサー (20ch) アナログ音声入力：24ch以上 
アナログ音声出力： 
ステレオ 4系統、AUX 8系統以上 

デジタル音声入力： 
AES/EBU 4系統以上 

デジタルオーディオ出力： 
AES/EBU 4系統以上 

業務用 1台 

CD プレーヤー 種類：ラックマウント型 
再生フォーマット：CD、MP3 

業務用 2台 

ラベリアマイクロホン 指向性：無指向性 
周波数特性：100Hz～15kHz以上 

放送用 8台 

ダイナミックマイクロホン 指向性：単一指向性 
周波数特性：100Hz～15kHz以上 

放送用 4台 

コンデンサーマイクロホン 指向性：無指向/単一指向性 
周波数特性：100Hz～15kHz以上 

放送用 6台 

ガンマイクロホン 指向性：強単一指向性 
周波数特性：100Hz～15kHz以上 

放送用 1台 

ハンドタイプマイク送信機 RF周波数：約 800～870MHz 
RF出力：10mW以上 
周波数特性：100Hz～15kHz以上 

放送用 3台 

ラベリアマイクタイプ送信機 RF周波数：約 800～870MHz 
RF出力：10mW以上 
周波数特性：100Hz～15kHz以上 

放送用 1台 

50インチスタジオモニター 種類：LCDまたはプラズマ 
画面サイズ：約 50インチ 
解像度：1920 × 1080 

業務用 2台 
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機材名 主な仕様 グレード 数量 

デジタルマルチフォーマット波形モニタ

ー 
モニター表示：波形／ベクトル／ピク

チャー／ステータス 
モニター入力：HD/SD-SDI 
モニター入力（VE用）：HD/SD-SDI、

PALアナログ、AES/EBU 

放送用 5台 

オンエアタリーライト タリー表示：赤または緑 LED 放送用 1式 
バーチャルセットおよびアクセサリー ・SD/HDクロマキーヤー装置 

・SD/HD映像遅延装置 
・制御用コンピューター、UPS 
・スイッチングハブ 

放送用 1式 

照明機器    
照明調光装置 既設と同等の 90回線用とし、制御パ

ネル（プリセットフェーダー80 本）
を含む。 

放送用 1式 

2灯式蛍光灯フラッドライト（80W以上） バーチャル対応用蛍光灯照明 業務用 30本
4灯式蛍光灯フラッドライト（160W以上） バーチャル対応用蛍光灯照明 業務用 40本
6灯式蛍光灯フラッドライト（240W以上） バーチャル対応用蛍光灯照明 業務用 20本
予備蛍光灯（40W以上） 上記用蛍光灯 業務用 340本

[2] 屋外取材（ENG）システム 

屋外収録は 3 クルーで年間約 100 日の活動が行われている。本計画では SD/HD 対応可能

なデジタルポータブルカムコーダーを中心とした屋外取材システムをクルーと同数の 3式

整備する。デジタルポータブルカムコーダーはスタジオで使用するデジタル機器と互換性

のあるディスクを記録フォーマットとし編集システムへも直結可能な機材とする。 

また屋外取材中のデジタルポータブルカムコーダーの収録トラブルに対応できるように

ミニ DV 方式の HDV カムコーダーを非常用として整備する。デジタルポータブルカムコ

ーダーと同時に持ち運ぶことにより補完的に映像収録に活用することもできるので効率

の良い屋外収録が可能となる。また、教材編集時に必要な拡大画像や望遠画像等の静止画

撮影用にデジタルスチルカメラを組み入れる。これらの機材は屋外で使用することからポ

ータビリティーと環境変化に順応する設計とし、システム性能として外気温 0℃～40℃で

の運用に耐えうるものとする。 

主要機材は次のとおりである。 

① HDデジタルポータブルカムコーダー 

2/3インチ 3板式 IT型の CCD を採用した SD/HD 対応のデジタルポータブルカム

コーダーとする。屋外でのコントラスト比の高い場所での撮影でも暗部の信号対雑

音比（S/N比）を確保するため、カメラ性能として映像 S/N比を 54dB以上、感度

は 2000ルクス、3200ºKの条件で F11以上を確保できるものとする。 

記録/再生フォーマットは放送仕様であるMPEG2 HD422（50Mbps）とし、記録メ
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ディアは保守の経済性、運用コスト面から本計画で採用するディスク方式とする。 

また HD 撮影フォーマットは PAL 方式互換として 1080/50i、プログレッシブ対応

として 1080/24pをサポートするものとする。 

② UHFシンセサイザー送信機（ワイヤレスマイク） 

「イ」国電波法に準拠したもので業務用無線や他のワイヤレスマイクロホンの混信

を避けて使用するために周波数はシンセサイザー方式で変更可能なものとする。ま

た有線式マイクロホンと同時に使用しても違和感がないように 100Hz～15kHz の

周波数特性を持つものとする。 

③ AC駆動クールライト 

屋外での使用が前提であるため電池式が基本であるが、病院や大学など AC電源が

存在する施設での取材機会が多いことから電池の消耗を気にせずに使える AC 電

源での動作もサポートするものとする。光が散乱して発光することからさまざまな

被写体に対応できる蛍光灯照明とし消費電力を抑えられる 2灯式とする。 

④ ミニ DV・HDVカムコーダー 

屋外取材時に主要収録機材であるポータブルデジタルカムコーダーが故障した場

合に取材クルーが取材機会を失わないためのバックアップ用のカメラとしてを整

備する。バックアップ目的であるが、編集時の場面切替に必要な補完映像や拡大映

像を同時に撮影したい場合などにも使用するものとする。また記録フォーマットは

HD方式と互換性のある HDV方式のミニ DV・HDVカムコーダーとし、カメラ部

は 1/3インチ CMOSまたは CCD式とする。ズームレンズは、補完機材であること

から脱着式までは必要なくカメラと一体型で 12倍以上の倍率を確保できるものと

する。 

⑤ デジタルスチルカメラ 

編集時に必要な風景静止画や教材の拡大静止画像を取材クルーが撮影するために

必要なデジタルスチルカメラである。映像教材用素材として使用できる 1200万画

素以上の解像度を持つものとし記録フォーマットはノンリニアー編集機に取り込

むことが可能な JPEGをサポートしているものとする。記録メディアは一般的なメ

モリーカードを採用しノンリニアー編集機にはメモリーカードリーダーで静止画

を簡単に取り込むものとする。 

⑥ ポータブルオーディオミキサー 

野外での対談など複数のマイクロホンを使用する屋外取材時に集録音声の調整用

ポータブルオーディオミキサーである。撮影する映像素材の内容および使用頻度か

ら編成クルー数分の数量は必要ないと判断される。したがって本計画では 1台を共
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用で使用することとする。屋外での使用が可能なバッテリーで動作する 4入力のポ

ータブルタイプとしマイクロホンの周波数特性に対応できる周波数特性を持つも

のとする。 

 

屋外教材収録 プロセスチャート  

【システム相互接続の考え方】 

本システムは屋外収録のための機材で単独動作するものである。したがって、他のシス

テムと接続することはないが、収録後はディスクを通じ映像共有ネットワークと間接接

続する。 

またアップロード用プレーヤーを持たない編集機に対してはポータブルデジタルカム

コーダー自身をケーブルで直接接続する。 

【主な構成機材】  
機材名 主な仕様 グレード 数量 

HDデジタルポータブルカムコーダー 種類：ポータブルカムコーダー 
撮像素子：2/3型 3板式 IT型 CCD 
記録・再生フォーマット： 

MPEG2 HD422 (50Mbps) 
記録・再生メディア：光ディスク 
撮影機能：1080/24p対応 
ビューファインダー：3.5インチ 

放送用 3台 

UHFシンセサイザー送信機 種類：ベルトパック型送信機 
RF出力：50mW以下 
送信機周波数特性：100Hz～15kHz以上 

放送用 3台 

AC駆動クールライト 種類：27W蛍光灯､2灯式､バーンドア付 
付属品：キャリングケース、ACアダプ
ター（スペアランプ、Kポール含む） 

放送用 3台 

ミニ DV・HDVカムコーダー 種類：ハンディカムコーダー 
撮像素子：1/3型 CMOSまたは CCD 
記録・再生フォーマット：HDV、DV 
記録・再生メディア：テープまたはメモ

リーカード 

業務用 3台 

HDデジタル
ポータブル
カムコーダー

9インチ 
ビデオモニター 
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機材名 主な仕様 グレード 数量 

デジタルスチルカメラ 種類：デジタル一眼レフカメラ 
撮像素子：CMOSセンサー 
有効画素数：1200万画素以上 
記録フォーマット：JPEG、Exif2.21対応 
記録メディア：メモリーカード 

民生用 3台 

ポータブルオーディオミキサー 種類：ポータブルミキサー 
アナログ入出力：4入力、2出力 
基準入力レベル（マイク）： 
約-70dBu～-30dBu 

基準入力レベル（ライン)： 
約-30dBu～+10dBu 

周波数特性： 
50Hz～17kHz（±1.5dB）以上 

放送用 1台 

[3] 回線切替システム 

本計画で導入する回線切替システムをサーバー室「162」に設置し既設アナログ回線と並

行運転する。主要機材は次のとおりである。 

① デジタルルーティングスイッチャー（64入力×64出力） 

デジタル回線では音声と映像を一本のケーブルで伝送できることから回線数も従

来よりも少なくすることができることを考慮し、EMPC施設内において運用されて

いる運用回線の中からデジタル化すべき回線数を検討した結果、最終的には下記の

60回線のデジタル化が必要であることが判明した。 

• 映像教材制作スタジオ-1： 6回線 

• 映像教材制作スタジオ-2： 6回線 

• 編集室：    7回線 

• 複製室：      2回線 

• GyanDarshan送出室： 8回線 

• 外部回線：           4回線 

• Edusat調整室：    6回線 

• サーバー室：        5回線 

• メンテナンス室：   2回線 

• CG室：            4回線 

• 映像共有ネットワーク：  10回線  合計 60回線 

したがって、HD/SD-SDIに対応し標準品として一般的に普及している入力 64回線

×出力 64回線のルーティングスイッチャーを整備する。ただし本計画では上記 60

回線のうち本計画に関連する 14回線（同期信号分を除く）を優先してデジタル化

することとし、パッチ盤に立ち上げシステム化する。 
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また入力と出力の波形および映像監視のためのモニター機材を含むものとする。 

② デジタル同期信号発生器（HD用） 

HD 用の同期信号を必要とするシステムに同期信号を配信するためのスレーブ用

同期信号発生器を次の各室に設置する。 

室番号 室 名 接続システム名 

162 サーバー室 回線切替システム 

162 サーバー室 マルチフォーマットビデオサーバー 

145 映像共有ネットワーク（入力）・CG室-1 CGシステム-1 

146 映像共有ネットワーク（入力）・CG室-2 CGシステム-2 

166 複製室 マスターDVD制作システム 

③ A/Dコンバーター、D/Aコンバーター、パッチパネル 

本計画によるシステムと既設システム間の相互接続用に汎用的に使用する上り／

下り双方向2回線と既設システムへのアナログ信号送出専用下り方向2回線を設け

る。A/Dコンバーターにより既存アナログ信号をデジタル信号に、D/Aコンバータ

ーによりデジタル信号をアナログ信号にそれぞれ変換する。また信号の誤接続予防

のためにアナログ映像、アナログ音声、SDI、HD-SDI の 4 種類の信号線ごとにパ

ッチ盤を設ける。 
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テム用として、映像教材スタジオ-1から回線切替システムまでの HD-SDI伝送用 1回線

および回線切替システムから映像共有ネットワーク（入力）・CG 室-1 および-2 までの

HD-SDI伝送用 2回線のケーブルを新規に敷設し接続する（映像教材スタジオ-2から回線

切替システムまでの伝送回線は既設を使用する）。 

またこれらの新規敷設回線と既設アナログ回線とのインターフェースとして A/D コン

バーター（上り回線用）を 2式、D/Aコンバーター（下り回線用）を 4式用意し、完全

デジタル化までの移行期に対応できるよう考慮する。 

すべての新規敷設回線は「図 3-3 室番「162」サーバー室を中心とした接続概念図」の

とおりである。 

【主な構成機材】 

機材名 主な仕様 グレード 数量

デジタルルーティングスイッチャー

(64入力 × 64出力) 
I/F：HD/SD-SDI, BNC 
マトリクスサイズ：64 × 64以上 
制御 I/F：同軸ケーブルまたはイーサネッ
トケーブル 

放送用 1式

デジタル同期信号発生器（HD用） 外部同期信号入力： 
PALブラック/3値シンク 

アナログ同期信号出力： 
PALブラック/3値シンク 3系統以上 

デジタル同期信号出力： 
ワードクロック/AES/EBU 2系統以上 

放送用 1式

A/D コンバーター、D/A コンバータ
ー、パッチパネル 

パッチ盤： 
・デジタル系（75オーム） 
映像パッチ種類：HD-SDI対応 
映像ジャック数：26連以上 

・アナログ音声系 
音声パッチ種類：110号対応 
音声ジャック数：26連以上 

放送用 1式

[4] 映像共有ネットワーク（ビデオサーバーシステム） 

当初ビデオサーバーはライブラリーシステムとして 10,000 時間容量のサーバーが要請さ

れていたが、運営・維持管理の観点から映像教材のライブラリー管理はアナログ/デジタ

ルフォーマット変換システムを使用してテープからディスクへの変換を行った後、これま

で同様に既設の棚およびデータベースでの管理方式とした。 

したっがて本ビデオサーバーシステムは、編集用の映像共有ネットワークサーバーとして

整備し本計画で目指しているデジタル技術を駆使した映像教材の制作効率およびスタジ

オの利用効率の向上を図るものとする。EMPCの既設のシステムで使用されているテープ

映像素材は、テープが貸し出されている間は他で使用することができず映像素材を共有す

ることはできないが、デジタル化の進展に伴い一般的に普及しているノンリニアー編集シ
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ステムとビデオサーバーを接続しネットワークを構成することによって同時に複数の編

集技術者が映像素材を共有し同時進行で編集を行うことが可能となっている。 

本システムでも頻繁に使用する映像素材をマルチフォーマットビデオサーバーに保存し

ノンリニアー編集システムにより教材の編集を行うシステムを構築する。マルチフォーマ

ットビデオサーバーの容量はEMPCで 1年間に収録される映像教材および屋外取材映像の

保存が可能な HDフォーマットで 150時間分（SDフォーマットで 300時間）とする。 

① EMPCが 1年間に制作する映像教材：30分×200本＝100時間 

② EMPCが 1年間に行う屋外素材収録：30分×100日＝50時間 

マルチフォーマットビデオサーバーへ映像素材をアップロードするための SD 用端末：2

式、HD 用端末：2台、HDV 用端末：2 台も整備するが SD 用端末用の SD-VTR は既設を

流用する。 

また編集作業が 4名で実施されていることから編集用のノンリニアー編集機（編集素材保

存用に 4TBのハードディスク持つもの）および閲覧用端末をそれぞれ 4台整備する。 

また本システムで使用する各コンピューターに対し停電時にデータを含めて保護するた

めにコンピューターワークステーションの消費電力に見合う 1.5kVAの UPSを整備する。 

なお完成した映像教材はディスクに録画し、ライブラリー室「168」で既設の棚に収納し

既設管理システムにより管理する。 

主要機材は次のとおりであり映像共有ネットワーク・CG室（「142」、「143」、「145」、「146」、

「147」、「148」）に分散して据付ける。 

① SD入力端末 

SD-VTRを使用しテープベースで保管されているSD素

材をマルチフォーマットビデオサーバーにアップロー

ドするための端末装置で、既存の映像教材や素材を有

効に使うために必要なインターフェースとなる。コン

ピューターワークステーション、アップコンバーター、

ビデオモニターなどで構成し、映像を確認しながらア

ップロードが可能な仕様とする。ただし SD-VTRは既設を利用する。 

② HD入力端末 

収録した HD ディスクの映像データをマルチフォー

マットビデオサーバーにアップロードするために使

用する端末装置である。アップロード用の HDデジタ

ルディスクレコーダーを含め、屋外収録したディスク

はレコーダーに挿入してアップロードする。機材は、

マルチフォーマット 
ビデオサーバー 

アップロード 

既設 
SD-VTR 

SDビデオ 
テープ 

SD入力端末

ビデオモニター

HDディスク 

マルチフォーマット 
ビデオサーバー 

アップロード 

HD入力端末 

HDデジタル 
ディスクレコーダー

ビデオモニター
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コンピューターワークステーション、HDデジタルディスクレコーダー、ビデオモ

ニターなどで構成し、映像を確認しながらアップロードが可能な仕様とする。 

③ HDV入力端末 

収録した HDV フォーマットの映像データをマルチフ

ォーマットビデオサーバーにアップロードするために

使用する端末装置である。アップロード用の HDV-VTR

を含み、屋外収録したミニ DV テープは HDV-VTR に

挿入してアップロードする。機材は、コンピューター

ワークステーション、HDV-VTR、ビデオモニターなど

で構成し、映像を確認しながらアップロードが可能な仕様とする。 

④ 閲覧端末 

マルチフォーマットビデオサーバーが保存している映像教材や素材の内容を確認

するための閲覧用コンピューターワークステーションをネットワーク上に設置す

る。 

⑤ 管理端末 

映像共有ネットワークのシステム管理を行うための管理用コンピューターワーク

ステーションをネットワーク上に設置する。 

⑥ ノンリニアー編集システム 

マルチフォーマットビデオサーバーにアクセスし映

像教材を取り込み、編集するためのシステムで、コン

ピューターワークステーション（ノンリニアー編集ソ

フトウェアを含む）、HD デジタルディスクレコーダ

ー、17インチコンピュータディスプレイ（2台）、17

型液晶ビデオモニター等で構成する。コンピューター

ワークステーションは 4TB のハードディスクドライ

ブを持ち共有映像素材の読み込みおよび保存を行うとともに共有素材以外のデー

タをワークステーション側で保存しサーバーの共有負荷の軽減を図る。 

またディスクの読み込みおよび編集し完成した映像教材のディスクへの書き込み

は、HDデジタルディスクレコーダーで行なう。なお完成した映像教材はディスク

に録画した後、ライブラリー室に保管する。 

完成した映像教材をマルチフォーマットビデオサーバーで保存すると短期間でサ

ーバーの蓄積容量がオーバーフローする可能性があるため、共有映像素材以外の素

材や完成教材はディスクに書き出しライブラリーに保存する運用を原則とする。 

⑦ マルチフォーマットビデオサーバー 

422 HD方式（50Mbps）の信号を 150時間記録できるネットワークハードディスク

ミニ DV 
テープ 

マルチフォーマット 
ビデオサーバー 

アップロード 

HDV入力端末

HDV-VTR 

ビデオモニター

マルチフォーマット 
ビデオサーバー 

アップロード

ノンリニアー編集機

HDデジタル 
ディスク 
レコーダー 

コンピューター 
ワークステーション

映像 
モニター 

コンピューター
ディスプレイ
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装置で RAID 式の冗長系を持たせるが、サーバーの信頼度を向上させるために

RAIDの構成を RAID10とする。またサーバーとして機能させるために、スイッチ

ングハブ 2台と組み合わせる。 

さらに同時に複数の端末からアクセスされた時でも各端末の画面が停止すること

なくスムーズな編集が行えるようにビデオ編集用に最適化されたシステムとする。

なおマルチフォーマットビデオサーバーは、24 時間運用されることおよびそのた

めの発熱および運用形態を考慮し 24時間運用できるサーバー室「162」に据付ける。 

⑧ HD-SDI 入力ボード 

映像教材制作スタジオ-1 および-2 から回線切替システムを経由して送出される

HD-SDI 信号をマルチフォーマットビデオサーバーに直接入力し収録するための

インターフェース用入力ボードで、HD入力端末のコンピューターワークステーシ

ョンに装備する。コンピューターワークステーションとのインターフェースは高速

な PCI Expressを採用し、外部同期として PALブラック信号または 3値同期信号の

端子を持たせる。 

⑨ アプリケーションソフトウェア 

マルチフォーマットビデオサーバーに保存されている映像を確認するために必要

な閲覧用ソフトウェアを閲覧端末とノンリニアー編集機にインストールする。 
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SD入力端末はスタジオ直接収録可能 

閲覧端末（4式） 

ギガビット・イーサネット
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【システム相互接続の考え方】 

回線切替システムでの説明のとおり、映像教材制作スタジオ-1、-2からマルチフォーマ

ットビデオサーバーへの直接録画を可能とする接続を実現することにより映像収録後

すぐに編集作業を行うことができるため、映像教材を仕上げるための所要時間を節約で

きる。 

【主な構成機材】 

機材名 主な仕様 グレード 数量

SD入力端末（SD-VTR既設使用） ・液晶コンピューターディスプレイ  
解像度：SXGA以上 
画面サイズ：17インチ 

・液晶ビデオモニター 
入力：SDI  
画面サイズ：17インチ 

・アップコンバーター 
入力：SD-SDI 
出力：HD-SDI 

・コンピューターワークステーション： 
デュアル Xeon相当 CPU、4GB RAM以上 

放送用 
／業務用 

2式

HD入力端末 ・液晶コンピューターディスプレイ 
解像度：SXGA以上 
画面サイズ：17インチ 

・液晶ビデオモニター 
入力：SDI 
画面サイズ：17インチ 

・HDデジタルディスクレコーダー 
記録・再生フォーマット：  
MPEG2 HD422（50Mbps） 
記録・再生メディア：光ディスク 
量子化ビット：8ビット 
映像 I/F：SDI（SD/HD） 
音声 I/F：AES/EBU 

・コンピューターワークステーション 
デュアル Xeon相当 CPU、4GB RAM以上 

放送用 
／業務用 

2式

HDV入力端末 ・液晶コンピューターディスプレイ 
解像度：SXGA以上 
画面サイズ：17インチ 

・液晶ビデオモニター 
入力：SDI  
画面サイズ：17インチ 

・HDV-VTR 
記録・再生フォーマット：HDV、ミニ DV 
記録・再生メディア：ミニ DVテープ 

・コンピューターワークステーション 
デュアル Xeon相当 CPU、4GB RAM以上 

放送用 
／業務用 

2式

閲覧端末 デュアル Xeon相当 CPU、4GB RAM以上 業務用 4式
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機材名 主な仕様 グレード 数量

管理端末 デュアル Xeon相当 CPU、4GB RAM以上 業務用 1式
ノンリニアー編集システム ・コンピューターディスプレイ × 2台 

解像度：SXGA以上 
画面サイズ：17インチ 

・液晶ビデオモニター 
入力：SDI 
画面サイズ：17インチ 

・HDデジタルディスクレコーダー 
記録・再生フォーマット： 

MPEG2 HD422 (50Mbps) 
記録・再生メディア：光ディスク 
量子化ビット：8ビット 
映像 I/F：SDI（SD/HD） 
音声 I/F：AES/EBU 

・コンピューターワークステーション 
HDD容量：4TB以上 

・ノンリニアー編集ソフトウェア 

放送用／

業務用 
4式

マルチフォーマットビデオサーバ

ー 
容量：150時間／50Mbps（4TB以上） 
RAID構成：RAID10 
スイッチングハブ型式（× 2台）： 

20ポート以上、レイヤー3 

放送用 1式

HD-SDI 入力ボード スロット形式：PCI Express 
映像信号入出力：SD/HD-SDI 
同期信号入力： 

PALブラックまたは 3値同期信号 

放送用 2台

アプリケーションソフトウェア 閲覧用アプリケーションソフトウェアライ

センス 
ソフトウェア動作環境 Windows-XP以降 

放送用 1式

[5]  DVD複製システム 

地域センター、学習センターおよび学生に配布するための映像教材用 DVD の複製および

複製用マスターDVDの制作のためのシステムを複製室「166」に据付ける。主要機材は次

のとおりである 

① マスターDVD制作システム 

HDフォーマットで制作された映像教材は直接DVDに複製することができないため、

SDフォーマット（アナログ）に変換してマスターDVDを作成しそれを使用してDVD

を複製する。そのためのマスターDVD制作システムが必要であり、コンピューター

ワークステーション、外部 DVD ドライブ、デジタルビデオモニターで構成し 2 式

整備する。マスターDVDはアナログ／デジタルフォーマット変換システムの 1部を

構成しているスレーブ用 HD デジタルディスクレコーダーのアナログ出力信号を利

用して制作する。HD デジタルディスクレコーダーは記録された映像の再生時アナ

ログ信号を同時に出力できることから、そのアナログ信号をマスターDVD制作用コ
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ンピューター内のキャプチャリングソフトで取り込み、ドライバーで書き込むこと

によりマスターDVDを制作する。マスターDVDの最終画質確認は PAL信号をモニ

ターに出力して行う。 

HD デジタルディスクレコーダーでデコードされたアナログ信号を直接キャプチャ

リングするため、品質が良く複製用のマスターDVDとして使用することが可能とな

る。 

なお停電時にコンピューターワークステーションを保護するためにコンピューター

ワークステーションの消費電力に見合う 1.5kVAの UPSを装備する。 

② DVD複製装置 

地域センター、学習センターおよび学生に配布するための映像教材用 DVD複製装

置で年間に必要な約 3000枚の複製が行える規模とする。教科書の補完用である映

像教材の複製は、教科書同様に主に前期および後期が開始される前の 2，3月およ

び 8，9月に行われることから実質の複製制作期間は 4ヵ月と設定する。したがっ

て 1ヵ月間に最低 750枚（1日約 40枚）の複製ができる装置として 1台の複製装

置に 8台のドライブを装備し、同時に 8枚を自動複製するものとする。複製スピー

ドは標準的な 18倍速とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DVD複製 プロセスチャート 

【システム相互接続の考え方】 

アナログ／デジタルフォーマット変換システムとアナログ信号で接続する。 

アナログ／デジタル 
フォーマット変換システム 

PAL信号

マスターDVD制作用
コンピューター

DVDドライブ マスターDVDディスク 

マスターDVDディスクの制作 

DVD複製システム

DVD複製ディスク
（8枚） 

配布用 DVDの複製 

マスターDVDディスク



3 − 69 

【主な構成機材】 

機材名 主な仕様 グレード 数量
マスターDVD制作システム PCワークステーション構成： 

Xeon相当 CPU、4GB RAM/200GB HDD以上 
ビデオキャプチャー機能： 

HD/SD-SDI入出力、同期入力 
DVDオーサリングソフト機能： 
ムービー／DVDマルチメニュー制作機能 

業務用 2式

DVD複製システム 種類：全自動 100枚オートローダー 
対応フォーマット：DVD-VIDEO、DVD-R 
ライター：18倍速 DVDライター × 8台内蔵 

業務用 1式

[6] コンピューターグラフィックス（CG）システム 

コンピューターグラフィックスの主使用目的は、バーチャルスタジオシステムで制作する

映像教材の背景画像（セット）を作成することである。既設 CGシステムが 2式であるこ

とから運用効率を落とさないために本計画でも 2式としコンピューターグラフィックス室

「145」および「146」に据付ける。ソフトウェアは CG業界で標準とされているものを装

備し、3次元（3D）および 2次元（2D）での制作に対応できるものとする。CGシステム

は操作が複雑なことと作品を常時見ながら操作しないと効率が著しく悪くなることから、

作品表示用と操作用画面は独立したモニターとする。 

また、紙媒体からの入力用としてフラットベッドスキャナーを装備する。 

機材構成は次のとおりである。 

① グラフィックターミナル 

グラフィック動作用のコンピューターワークステーションで、24GBメモリーが搭

載可能なものとしグラフィック能力を向上させた機材とする。 

② 19インチ液晶モニター 

グラフィックターミナル接続用のディスプレイで 1280×1024（SXGA）以上の解像

度を持つものとし作品表示と操作画面を独立させるため分離型表示させ 2 台一組

で使用するする。 

③ グラフィックシステム用ソフトウェア 

バーチャルスタジオシステムで使用する映像教材用背景画像の制作用ソフトウェ

アで 2Dおよび 3Dに対応し世界的にデファクト化が進んでいる動作の安定した標

準ソフトウェアとする。 

④ フラットベッドスキャナー 

背景画像作成時の補完として使用する2D画像の入力用として機能させるために解

像度 1200dpi以上の A4版フラットベッドスキャナーとする。 
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⑤ 無停電電源（ラックマウント型） 

停電時にコンピューターグラフィックスシステムおよびグラフィックターミナル

内のデータを保護するための機材でグラフィックターミナルの消費電力に見合う

1.5kVAの容量とする。 

 

 

 

 

 

 

バーチャルスタジオ用背景制作 プロセスチャート  

【システム相互接続の考え方】 

完成した背景画像を教材制作スタジオ-1 および-2 で使用することになるが電気的に相

互接続することはない。 

【主な構成機材】  
機材名 主な仕様 グレード 数量

グラフィックターミナル CPU：Intel Xeon相当デュアルプロセッサ 
メモリー：約 24GB 
GPUメモリー：2GB以上 
I/F：PCI Express  × 16 

業務用 2台

19インチ液晶モニター 種類：マルチスキャン LCDモニター 
画面サイズ：約 19インチ 
解像度：1280 × 1024以上 
I/F：VGA（D-Sub）または DVI 

業務用 4台

グラフィックシステム用ソ

フトウェア 

動作 OS：Windows XP以降 
2Dソフトウェア機能：フォトレタッチおよびペイ
ント 

3Dソフトウェア機能：モデリング／レンダリング
／アニメーション 

業務用 2組

フラットベッドスキャナー 種類：A4フラットベッドスキャナー 
解像度：約 1200dpi 
給紙：オートドキュメントフィーダー 
I/F：USB／イーサネット 

業務用 2台

無停電電源 種類：ラックマウント型 
入力電圧：200V～240V 
出力容量：1.5 kVA以上 
給電方式：常時インバータ 
バッテリー：鉛蓄電池型 
通信：RS232 

業務用 2台

 

映像教材制作スタジオ-1 

映像教材制作スタジオ-2 

ギガビット・
イーサネット

スキャナー装置
グラフィックターミナル

19インチ液晶モニター 

グラフィックスシステム用

ソフトウェア 
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[7] 測定器 

本計画で多くのデジタル機器を導入することになるが、EMPCが保有している測定器は老

朽化したアナログ用のものばかりで、デジタル機器を保守できる測定器を保有していない。

したがって導入するデジタル機材を長期間にわたり良好に保つために必要最低限のデジ

タル測定器を導入する。 

また、音声に関してはデジタル機材であっても入力部と出力部ではアナログ信号に変換さ

れるためアナログ・デジタル両用の測定器としてオーディオアナライザーを整備する。測

定器類はメンテナンス室「160」で保管・管理する。 

① ビデオアナライザー 

下記の信号発生機能を持ち主に映像伝送回線の品質維持および回線故障時の修理

調整に使用する。 

（機能） 

• 映像試験信号発生器 

• 16ch音声信号発生器 

• SDIエンべデッド音声信号出力 

• AES音声信号出力 

（測定項目） 

• SDIアイ・ジッター測定 

• SDIデ・エンベデッド音声測定 

• AES音声測定 

• 各種音声特性測定 

② デジタルマルチフォーマット波形モニター 

ビデオアナライザーが数値特性の計測を中心としているのに対し、本測定器は目視

計測で直観的に確認しやすい特長を有し、映像教材制作機材の保守、修理および調

整用に使用する。ただし信号発生機能は有しない。計測できる機能は以下のとおり

である（入力信号：HD/SD-SDI、PALアナログ、AES/EBU）。 

• 波形モニター 

• ベクトルスコープ 

• ピクチャー 

• アイパターン 

③ オシロスコープ 

テレビ信号に限らず直流から高周波（500MHz）までの入力帯域を持ち広範囲な保

守点検に使用できる汎用の測定器とする。 
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④ 8chオーディオアナライザー 

既設機材のアナログ信号と本計画のデジタル機材のデジタル信号が混在すること

からインターフェース部分では A/Dおよび D/A変換を行うこととなる。したがっ

て各信号の品質維持のために映像および音声特性の測定が不可欠となるが、EMPC

は音声アナログ信号用測定器を有していないためにオーディオアナライザーを整

備する。音声レベル、クロストーク、S/N比などを自動測定し数値で表示するタイ

プのものとする。 

⑤ リファレンス・オーディオモニター（HD-SDIオプション付） 

本測定器は HD-SDI 信号から音声信号を評価可能な音質で分離し聴取するもので

ある。エンべデッド音声伝送回線の音声をモニターするためには不可欠な測定器で

ある。 

⑥ クランプメーター 

AC電源の電流を間接的に測定するテスターであり、機材据付時の電源負荷を測定

するために使用する。負荷電流の測定に加え単相三線式給電時のバランス測定に使

用する。 

⑦ デジタルマルチメーター 

電圧、電流、電気抵抗などが測定でき、修理や保守など多用途に使用する汎用のテ

スターとする。 

⑧ ビデオ信号発生器 

HD-SDIのテストパターンやカラーバーなど、映像教材制作機材の調整に必要な試

験信号を発生できる高精度な信号発生器とする。 

⑨ 工具 

機材の修理に使用する特殊工具と一般工具とする。 

なお HDデジタルディスクレコーダー調整用のアライメントディスクや HDV-VTR

用のアライメントテープも特殊工具として含める。 

 

 

 

 

 

 

 
 

保守点検用測定器・工具 

アナログ系測定器 

オーディオアナライザー オシロスコープ クランプメーター デジタルマルチメーター 

デジタル系測定器 

ビデオアナライザー 
デジタルマルチフォーマット

波形モニター 

リファレンス・ 

オーディオモニター

ビデオ 

信号発生器 

工 具 
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【システム相互接続の考え方】 

測定器は単独使用するため、システム相互の接続はない。 

【構成機材】 

機材名 主な仕様 グレード 数量

ビデオアナライザー 入出力形式：HD/SD-SDI 
テスト信号：24種以上 
測定項目：波形／アイパターン／ジッター 他 

放送用 1台

デジタルマルチフォーマット

波形モニター 

モニター表示：波形／ベクトル／ピクチャー／ 
アイパターン 

モニター入力：HD/SD-SDI、PALアナログ、
AES/EBU 

放送用 1台

オシロスコープ 種類：4chデジタルオシロスコープ 
周波数帯域：約 500MHz 
サンプルレート：約 10GS/s 

業務用 1台

8chオーディオアナライザー アナログ入出力：8チャンネル 
デジタル入出力：1チャンネル、AES/EBU 
測定項目：レベル／クロストーク／SN比／

THD+N 他 

放送用 1台

リファレンス・オーディオモ

ニター 
（HD-SDIオプション付） 

種類：ラックマウント型音声モニター 
入力形式：HD/SD-SDI、AES/EBU、アナログ 
メーター：2chバーグラフ 12セグメント以上 

放送用 1台

クランプメーター 測定交流電圧範囲：約 600V 
測定交流電流範囲：400A以上 

業務用 1台

デジタルマルチメーター 測定項目：電圧（直流/交流）、電流（直流/交流）、
抵抗、導通、コンデンサ容量 

I/F：RS232または USB 

業務用 1台

ビデオ信号発生器 映像信号出力：HD-SDI 2系統、PAL 2系統 
音声信号出力：AES/EBU 4系統 

放送用 1台

工具 調整用特殊ジグ：アライメントディスク（HDデ
ジタルディスクレコーダー用） 
アライメントテープ（HDV用） 

工具種類：70種以上 

業務用 1式

[8]  アナログ／デジタルフォーマット変換システム 

録画媒体をテープからディスクに変更することにともない、ライブラリーに保存されてい

る多くの VTRテープ教材をディスクに変換するためのシステムを導入し複製室「166」に

据付ける。ライブラリーに保存されている約 3000本の既存 VTR映像教材のデジタル化変

換は、前述のとおりマスターDVD制作のために本システムのスレーブ用 HDデジタルディ

スクレコーダーを共用することを踏まえ、2000 年以前に制作された（保存期間が 10 年を

超えている）映像教材 1000本（1000本÷200日/年＝5本/日）を初年度に変換し、残る 2000

本を 2年度～5年度に各 500本変換し 5年間で実施する計画とする。 

本システムを 3マスター：3スレーブの構成とし、マスター側には既設の SD-VTR 3台を

流用し、スレーブ側に 3台の HDデジタルディスクレコーダーを整備し映像教材のデジタ

ル変換を行う。 
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なおアナログからデジタルへの変遷過渡期でありデジタルからアナログへの逆方向変換

機能も必要であることから、SD-VTRと HDデジタルディスクレコーダーの間にルーティ

ンスイッチャーを入れ相互変換を可能とする。主要機材は次のとおりである。 

① アップコンバーター（既設 SD-VTR用） 

既設 SD-VTRを継続使用するための接続用インターフェースである。SD-VTRの再

生出力信号をアップコンバーターでHD-SDI信号に変換しHDデジタルディスクレ

コーダーへ入力する。 

② HDデジタルディスクレコーダー 

HD-SDI信号に変換された SD-VTRからの入力信号をディスクに記録する HDデジ

タルディスクレコーダーで MPEG2 HD422 (50Mbps)フォーマットでの記録が可能

なものとする。またディスクの再生も可能なものとする。 

③ HDルーティングスイッチャー 

上り方向： 既設 SD-VTR+アップコンバーター ⇒ HD デジタルディスクレ

コーダー 

下り方向： HDデジタルディスクレコーダー ⇒ 既設 SD-VTR+アップコンバー

ター 

の回線切替を行い、上り/下り回線の相互変換をするためのルーティングスイッチ

ャーで SD/HD対応のものとする。 

④ モニタースイッチャー 

フォーマット変換中の信号品質管理のために音声および映像の入力信号や出力信

号を切替えて音声、映像、波形モニターに接続するためのモニター用スイッチャー

である。ルーティングスイッチャーのバスを使いモニター系を X-Y 制御パネルに

よりリモートコントロールするものとする 

⑤ モニタースピーカー 

モニタースイッチャーで選択された音声信号をモニターするためのスピーカーで、

バーグラフ表示メーターを装備するものとする。 

⑥ HDマルチフォーマットモニター 

モニタースイッチャーで選択された映像信号をモニターするための映像ディスプ

レイで SD/HD 対応のものとする。また解像度は HD 画質を確認できる最低限の

1280×768以上とする。 

⑦ デジタルマルチフォーマット波形モニター 

モニタースイッチャーで選択された映像信号の波形を確認するための波形モニタ

ーで、SD/HD 対応のマルチフォーマット波形モニターとする。伝送路や伝送信号
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の異常に対して早期に対応するためにマルチ入力、マルチ表示、マルチ監視機能を

持つものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

アナログ／デジタルフォーマット変換 プロセスチャート  

【システム相互接続の考え方】 

スレーブ側の 3台の HDデジタルディスクレコーダーのうち 2台は DVD複製システム

のマスターDVD制作用キャプチャリングコンピューターへと接続しアナログ PAL信号

を送出する。 

【主な構成機材】  
機材名 主な仕様 グレード 数量

ア ッ プ コ ン バ ー タ ー

（SD-VTR用） 
A/D変換形式：PALアナログ/SD-SDIコンバート 
量子化ビット：10ビット以上 
アップコンバーター形式：SD-SDI/HD-SDIコンバ
ート 

アップコンバーター音声機能：音声 ANCデータパ
ス 

放送用 3台

HD デジタルディスクレコー
ダー 

記録・再生フォーマット：MPEG2 HD422 (50Mbps) 
記録・再生媒体：光ディスク 
量子化ビット：8ビット 
デジタル映像 I/F：SDI 
デジタル音声 I/F：AES/EBU 

放送用 3台

HD ルーティングスイッチャ
ー 

I/F：SD/HD-SDI (BNC)、AES/EBU (BNC) 
マトリクスサイズ：16 × 16以上 
制御 I/F：同軸ケーブルまたはイーサネットケーブル 
セレクト形式：XYおよびマルチバスコントロール 

放送用 1台

モニタースイッチャー セレクト形式：XYおよびマルチバスコントロール 放送用 1台
モニタースピーカー 種類：ラックマウント型音声モニター 

入力形式：SD/HD-SDI、AES/EBU、アナログ 
メーター：2chバーグラフ 12セグメント以上 

放送用 1台

HD マルチフォーマットモニ
ター 

種類：LCDモニター 
画面サイズ：14インチ以上 
解像度：1280 × 768以上 
映像入力：PALアナログ、SD/HD-SDI 

放送用 1台

SDアナログテープ 
SDデジタルテープ 

SD-VTR 
（既設） 

SDアナログテープ互換

マトリックス 
スイッチャー

HDデジタル 
ディスクレコーダー ディスク 

DVD複製システム 
（マスターDVD制作システム）

PAL信号
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機材名 主な仕様 グレード 数量

デジタルマルチフォーマット

波形モニター 
モニター表示：波形／ベクトル／ピクチャー／ス

テータス 
モニター入力：SD/HD-SDI 
モニター入力（VE用）：SD/HD-SDI、PALアナロ
グ、AES/EBU 

アクセサリー：ラックマウントキット 

放送用 1台

[9] SD/HD試写システム 

制作された映像教材は、放送や複製された DVD ディスクにより補完教材として受講学生

に届けられるが、制作された映像教材が学術的および画質的に問題がないか放送や複製の

前に評価する必要がある。そのために既設機材として SD 用の試写システムが設置されて

いる試写室「170」に SD/HD対応の試写システムを導入する。SD/HD試写システムは次の

とおりとする。 

• SD-VTRは既設機材を流用する。 

• 試写室は教材評価以外に講義などに広く利用されていることを考慮し、HDビデオプ

ロジェクター1式に加えHDデジタルディスクレコーダー1台、DVDプレーヤー1台、

HDV-VTR 1台を整備する。 

• EMPC 施設内の伝送回線が集まる回線切替システム（サーバー室「162」に設置）と

接続し、既設システムからの信号も活用できるものとする。 

主要機材は次のとおりである。 

① HDビデオプロジェクター 

スクリーンに投影できる 3600ルーメン以上の明るさを持つものとし、SD信号（ア

ナログ PAL）、HD信号（1080/50i）、コンピューター用 VGA信号が投影（再生）可

能なプロジェクターとする。スクリーンも含むものとし、サイズは HD画像確認の

ために必要な 150インチ（アスペクト比 16：9）とする。 

② HDデジタルディスクレコーダー 

ディスクに記録された映像教材を再生し HD ビデオプロジェクターに出力するた

めの HD デジタルディスクレコーダーで MPEG2 HD422（50Mbps）、MPEG-HD

（35/25Mbps）の圧縮形式に対応するものとする。 

③ HDV-VTR 

ミニDVテープに記録された映像教材や映像素材を再生するためのHDV-VTRでラ

イブラリーに保存されているミニ DV方式の映像教材および屋外取材される HDV

フォーマットの映像が再生可能となるよう HDVおよびミニ DVの信号を再生でき

るものとする。 
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④ DVDプレーヤー 

学生に配布するために複製した DVD教材や映像教材制作スタジオ‐1で録画され

た DVDを再生し確認・評価するための DVDプレーヤーで、PAL方式で記録され

た DVD（リージョンコード 5）に対応するものとする。 

⑤ 9インチマルチフォーマットモニター 

映像教材等の試写映像を事前に確認するための小型モニターで 9 インチサイズと

する。 

⑥ A/Vスイッチャー・オーディオミキサー 

HD ビデオプロジェクターで投影する映像教材の映像信号や音声信号を調整する

ためのスイッチャー機能、音量調整機能、SD/HDアップコンバーター機能を有し、

容易に移動ができる可搬型の A/V スイッチャー・オーディオミキサーとする。ま

たマイクロホンを直接入力できる端子やコンデンサーマイクロホン用のファント

ム電源をミキサーに内蔵させる。コンピューター制御される機材であることから外

付けで消費電力に見合った 1.5kVAの無停電電源装置を装備する。 

⑦ コンデンサーマイクロホン 

試写会における場内アナウンスおよびコメント等のためのマイクロホン（2本）と

スタンド（2台）である。試写会に適切なコンデンサーマイクロホンとし無指向性

のものとする。 

⑧ パワーアンプ 

場内アナウンス、コメントおよび試写教材の音声を拡声するためのパワーアンプで

試写室「170」の広さ（72㎡）および収容人数（75人）を考慮した出力のものとす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

映像教材評価 プロセスチャート 

HDデジタル 
ディスクレコーダー ディスク 

DVDプレーヤー

HDビデオ 
プロジェクター

150インチ 
スクリーン  

ミニ DV/HDVテープ 

SDアナログテープ 
SDデジタルテープ 

DVD 

HDV-VTR 

SD-VTR 
（既設） 

HD

HDV

SD

DVD

回線切替システム 
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【システム相互接続の考え方】 

試写室の多目的利用を考慮し回線切替システムの据付られるサーバー室「162」との間

にデジタル伝送回線を敷設する。 

GD-1、GD-2の直接視聴やサーバー内に蓄積された映像教材を閲覧するといった多目的

な利用ができるシステムを構築する。 

【主な構成機材】  
機材名 主な仕様 グレード 数量

HDビデオプロジェクター 投影方式：3板式透過 LCDまたは単板式
DLP 

投影画面サイズ：約 40～600型 
光出力：3600ルーメン以上 
150インチスクリーン付き 

業務用 1組

HDデジタルディスクレコーダー 記録・再生フォーマット：MPEG2 HD422 
(50Mbps) 

記録・再生媒体：光ディスク 
量子化ビット：8ビット 
デジタル映像 I/F：SDI 
デジタル音声 I/F：AES/EBU 

放送用 1台

HDV-VTR 記録・再生フォーマット：HDV、ミニ
DV 

記録・再生媒体：テープ 
量子化ビット：8ビット 
デジタル映像 I/F：SDI 
デジタル音声 I/F：AES/EBU 

業務用 1台

DVDプレーヤー DVD映像規格：PAL､リージョンコード 5 民生用 1台

9インチマルチフォーマットモニター 画面サイズ：8～9インチ 
解像度：640 × 480以上 
映像入力：PALアナログ、SD/HD-SDI 
アクセサリー：ラックマウントキット 

放送用 1台

A/Vスイッチャー・オーディオミキサ
ー 

映像入出力：PC RGB/SD-SDI/HD-SDI 
音声入出力：アナログ 8入力 8出力 
A/Vスイッチャー機能：テロップ／カメ
ラコントロール 

ミキサー形状：ラックマウント型 
ミキサー入出力：6 マイク入力、3 ステ
レオ出力以上 

業務用 1台

コンデンサーマイクロホン 指向性：全指向または単一指向性 
周波数特性：100Hz～15kHz以上 

放送用 2台

パワーアンプ 出力（8Ω、20Hz～20kHz）：約 500W + 
500W 

周波数特性：約 20Hz～20kHz (±2dB) 
SN比：100dB以上 

業務用 2台
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[10] スペアパーツ 

【スペアパーツの考え方】 

機材の保守点検を行う時に必要な交換部品で特に調達に時間を要す緊急性が高いもの

を予めストックすることとし、機械的可動部分を持つ製品の消耗部品を必要最低限の数

量（1年間分）で準備する。 

また消耗品である録画メディアも1年間は各システムが支障なく動作するよう準備する。 

【主な構成機材】 

機材名 主な仕様 グレード 数量 

スペアパーツ 種類：カメラ／スイッチャー／ルーティングス

イッチャー／HDプロジェクター／オーディ
オミキサー 

放送用 1式 

録画メディア    

映像収録用ディスク 映像記録容量：50GB以上 放送用 1300枚

静止画記録用メモリーカ

ード(4GB) 
静止画記録容量：4GB以上 民生用 6枚 

ミニ DVカセット テープ長：75m以上 業務用 100本

DVDディスク DVD容量：4.7GB（片面・映像用） 民生用 3000枚

 

(6) 計画機材リスト 

本計画において整備される計画機材リストを表 3-6に示す。 

表 3-6 計画機材リスト 

番号 計画機材 主な仕様 グレード 数量 

1 映像教材制作スタジオ-1（バーチャルスタジオシステム）  

1.1 デジタル SD/HDカラーカメラ    

(1) 3CCD SD/HDカラーカメラ 撮像素子：2/3 型 3 板式 IT 型
CCD 

放送用 3 台

(2) バーチャルセンサー付き三脚アタッチ

メント 
エンコーダー入力：パン／チル

ト／ズーム／フォーカス 
放送用 1 台

(3) カメラアダプター 機能：カメラ位置調整 放送用 3 台

(4) 多目的 HDカメラ 撮像素子：1/3型 3板式 CCD 業務用 1 台

(5) カメラリモートコントロールユニット 制御：パン／チルト／ズーム／

フォーカス 
業務用 1 台

(6) 6インチカラーHDビューファインダー 方式：カラー液晶型 
サイズ：6インチ以上 

放送用 3 台

(7) ズームレンズ    

(a) ポータブルカメラ用 HDズームレンズ 倍率：21倍以上 放送用 2 台

(b) ポータブルカメラ用ズーム・フォーカ
スデマンド 

制御：フォーカス、ズーム 放送用 2 台
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番号 計画機材 主な仕様 グレード 数量 

(8) バーチャル用 HD ポータブルズームレ
ンズ 

倍率：21倍以上 放送用 1 台

(9) 同上レンズリモートコントローラ 制御：フォーカス、ズーム 放送用 1 台

(10) カメラコントロールユニット I/F：トライアクスまたは光複合
ケーブル 

放送用 3 台

(11) カメラリモートコントロールパネル 機能：主なカメラ機能が制御で

きること 
放送用 3 台

(12) カメラ用ペデスタル 素材：鉄、アルミ 放送用 3 台

(13) カムヘッド（ペデスタルに含む） 荷重範囲：約 30kg 放送用 3 台

(14) スクリプトフォルダー 素材：金属（鉄） 放送用 3 台

(15) カメラケーブル    

(a) CCU-カメラプレート間ケーブル トライアクスまたは光複合ケ

ーブル 
放送用 3 台

(b) カメラプレート-カメラ間ケーブル トライアクスまたは光複合ケ

ーブル 
放送用 3 台

(16) カメラコネクターパネル 素材：金属（鉄、アルミ） 放送用 1 台

(17) テストチャート    

(a) テストチャートセット グレースケール 16：9 放送用 2 台

(b) テストチャートスタンド スタンド高伸縮自在 放送用 1 台

(18) ビデオセレクター ボタン数：16ボタン以上 放送用 2 台

(19) カメラコマンドネットワークユニット    

(a) マスターセットアップユニット 制御台数：12台以上 放送用 1 台

(b) コマンドケーブル 方式：イーサネット 放送用 1 式

(20) バーチャルセット用サイクロラマ ブルーまたはグリーン 放送用 1 式

(21) バーチャル用プロセッサーおよびソフ

トウェア（1カメラバーチャル） 
   

(a) コンピューターワークステーション
（1.5kVAUPSを含む） 

CPU：IntelXeonデュアルプロセ
ッサ 

放送用 2 台

(b) 19 インチ液晶コンピューターディスプ
レイ 

画面：19インチ以上 
方式：液晶型 

放送用 2 台

(c) 校正ソフトウェア 機能：バーチャル校正 放送用 2 台

(d) バーチャルリアリティー基本ソフトウ
ェアライセンス 

基本ソフト対応ライセンス 放送用 1 台

(e) 3D リアルタイムグラフィックスソフ
トウェアライセンス 

3D グラフィックスソフト対応
ライセンス 

放送用 1 台

(f) バーチャルリアリティーカメラソフト
ウェア 

機能：カメラ信号処理 放送用 2 台

(g) バーチャルリアリティーカメラ制御ソ
フトウェア 

機能：カメラ制御 放送用 1 台

(h) CG処理装置（セットアップライブラリ
ーを含む） 

機能：CG処理 放送用 2 台

     
1.2 デジタルディスクレコーダー    

(1) アップコンバーター（既設 SD-VTR用） SD-SDI→HD-SDI変換機能 放送用 1 台

(2) HDデジタルディスクレコーダー フォーマット： 
MPEG2 HD422 (50Mbps) 

記録媒体：ディスク 

放送用 3 台
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番号 計画機材 主な仕様 グレード 数量 

(3) ラックマウントキット 19インチサイズ 放送用 3 台

(4) ビデオモニター（ラックマウントタイ

プ） 
サイズ：9インチ以上 
既設 SD-VTR用モニター含む 

放送用 4 台

(5) オーディオモニタースピーカー（ラッ

クマウントタイプ） 
方式：ステレオ 
アンプ内蔵 

業務用 4 式

(6) TBC制御装置    

(a) TBC制御ユニット 通信：RS-422 放送用 3 台

(b) リモート制御パネル トランスポート制御 放送用 3 台

(c) リモート制御ユニット ルータークロスポイント制御 放送用 3 台

(7) ラックマウントキット 既設SD-VTR用EIA19インチラ
ックトレイ（5U） 

放送用 2 台

     
1.3 デジタルビデオシステム    

(1) HD デジタルプロダクションスイッチ
ャーおよび 2D、3Dエフェクター 

   

(a) HD デジタルビデオスイッチャー（16
入力） 

入力：16ch 
効果列：1.5ME 

放送用 1 台

(b) 入出力コネクター基板 1.3(1)(a)対応 放送用 1 式

(c) コントロールパネル 1.3(1)(a)対応 放送用 1 式

(d) ディバイスコントロールユニット 1.3(1)(a)対応 放送用 1 式

(e) フレームメモリー基板 1.3(1)(a)対応 放送用 1 式

(f) DMEボード 1.3(1)(a)対応 
2D、3D効果 

放送用 1 式

(2) 映像分配器（VDA）、デジタル分配器
（DDA）、VJ、パッチケーブル 

   

(a) インターフェースユニット アナログ信号：PAL 
デジタル信号：SD-SDI、HD-SDI 

放送用 1 式

(b) デジタルビデオ分配ボード HD-SDI対応 放送用 1 式

(c) 音声/映像（A/V）インターフェースボ
ード（A/V MPXボード含む） 

AES/EBU エンべデッド 4 系統
以上 

放送用 1 式

(d) パッチパネル 26連以上 放送用 1 式

(e) パッチケーブル 30cm 同軸ケーブル 放送用 1 式

(f) パッチケーブル 50cm 同軸ケーブル 放送用 1 式

(g) パッチケーブル 100cm 同軸ケーブル 放送用 1 式

(3) ラックおよび付属品    

(a) システムラック（チャンネルベース付） 規格：EIA19インチ 放送用 1 式

(b) 入出力（I/O）接続プレート コネクター種：BNC、XLR、D
サブ、RJ45他 

放送用 1 式

(c) LD/VE スイッチャーパネル用ミニラッ
ク 

24RU以下、奥行き 700mm以上
850mm以下 

放送用 2 台

(4) コンソール マウント規格：EIA 19インチ 
操作：スイッチャー、VE、PD、
タイムキーパー 

放送用 1 式

(5) ビデオモニタースイッチャー    

(a) ビデオモニタースイッチャーシェルフ マトリクスサイズ：32 × 32 放送用 1 台

(b) VE用選択パネル 同軸ケーブルまたはイーサネ

ットケーブル 
放送用 1 台
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番号 計画機材 主な仕様 グレード 数量 

(c)  LD用選択パネル 同軸ケーブルまたはイーサネ

ットケーブル 
放送用 1 台

(6) アップ／ダウンコンバーター    
(a) ビデオインターフェースユニット 電源方式：リダンダント電源 放送用 1 台

(b) 625→HD アップコンバーター 入力：SD-SDI（PAL対応） 放送用 2 台

(c) HD→625 ダウンコンバーター 入力：HD-SDI（1080/50i対応） 放送用 4 台

(d) DVDレコーダー 映像規格：PAL方式 民生用 2 台

       

1.4 キャラクタージェネレーター    

(1) HDキャラクタージェネレーター ハードディスク容量：300GB以
上 

放送用 1 台

(2) 14インチ HDビデオモニター 画面サイズ：14インチ以上 放送用 1 台

(3) 17 インチマルチスキャンディスプレイ
（コンピューター用） 

画面サイズ：17インチ以上 業務用 1 台

(4) テーブル 素材：スチールおよび木材 業務用 1 台

(5) テイクスイッチパネル 機能：テイク／ネクスト／バッ

ク／スキップ制御 
放送用 1 台

(6) デジタルスキャンコンバーター（外部

同期付） 
入力：アナログ RGBHV 業務用 3 台

(7) 無停電電源装置（1.5kVA） 形式：EIAラックマウント型 業務用 1 台

     
1.5 デジタルオーディオシステム    

(1) デジタルオーディオミキサー(20ch） マイク／ライン入力： 
20ch以上 

業務用 1 台

(2) アナログ／デジタルコンバーター 量子化：24ビット以上 業務用 1 式

(3) デジタル／アナログコンバーター 量子化：24ビット以上 業務用 1 式

(4) メモリーレコーダー 量子化：16ビット以上 業務用 3 台

(5) CD プレーヤー 出力：アナログ（バランス） 業務用 2 台

(6) オーディオモニタースピーカー 方式：2ウェイ（アンプ内蔵） 業務用 1 対

(7) オーディオエフェクター 量子化：24ビット以上 業務用 2 台

(8) デジタルテレホンハイブリッド 回線数：1回線以上 業務用 1 台

(9) 機器ラック 規格：EIA19インチ 放送用 1 式

(10) オーディオ同期信号発生器 出力：DARSおよび 48kHzワー
ドクロック 

放送用 1 台

(11) マイクロホン    

(a) ラベリアマイクロホン 指向性：全指向性 放送用 8 台

(b) ダイナミックマイクロホン 指向性：単一向性 放送用 4 台

(c) コンデンサーマイクロホン 指向性：全指向性/単一指向性 放送用 6 台

(d) ガンマイクロホン 指向性：強単一指向性以上 放送用 1 台

(12) ワイヤレスマイクシステム    

(a) ワイヤレスマイク送信機    

a) ハンドタイプマイク送信機 周波数：800MHz帯 放送用 3 台

b) ラベリアマイクタイプ送信機 周波数：800MHz帯 放送用 1 台

(b) UHFシンセサイザー受信機    

a) チューナーベースユニット チューナーユニット装着用 放送用 1 台

b) チューナーユニット 周波数：800MHz帯 
受信 ch：4ch 

放送用 4 台
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c) アンテナディバイダー 分配数：4分配以上 放送用 1 台

d) アンテナ 形式：ダイバシティー 放送用 1 台

(13) マイクスタンド    

(a) ブームスタンド（ラージサイズでガン
マイク用） 

形状：2段ブームドリー 放送用 1 台

(b) フロアスタンド 形状：ストレート型 放送用 3 台

(c) テーブルスタンド 形状：ストレート型 放送用 6 台

(14) マイクロホンケーブル    

(a) マイクロホンケーブル 20m コネクター形状：XLR-3-11C - 
XLR-3-12C 

放送用 10 本

(b) マイクロホンケーブル 10m コネクター形状：XLR-3-11C - 
XLR-3-12C 

放送用 10 本

(c) マイクロホンケーブル 5m コネクター形状：XLR-3-11C - 
XLR-3-12C 

放送用 10 本

(d) マルチケーブル 8 ペア 30m（8 ペア、
CN-Boxおよびリール付） 

コネクター形状：NK27-21C 放送用 1 台

(15) マイク用コネクター盤 コネクター形状：XLR-3-31、
XLR-3-32、NK27-32S 

放送用 1 台

     
1.6 ビデオ同期システム    

(1) デジタル同期信号発生器 同期信号出力：PALブラック/3
値シンク 3系統 

放送用 2 台

(2) HD用同期信号分配器 周波数帯域：～30MHz 放送用 1 台

(3) 自動切替ユニット 1.6 (1) 用 放送用 1 台

       
1.7 モニタリングシステム（オーディオ／

ビデオ） 
     

(1) 14インチ HDビデオモニター 解像度：1280×768以上 放送用 24 台

(2) 20インチ HDビデオモニター（HD-SDI
入力） 

解像度：1600×1024以上 放送用 4 台

(3) 50インチスタジオモニター 解像度：1920×1080 
付属品：壁面金具、自立スタン

ド付 

業務用 2 台

(4) デジタル波形・ベクトルモニター    
(a) デジタルマルチフォーマット波形モニ

ター 
表示機能：波形／ベクトル／ピ

クチャー／ステータス 
放送用 5 台

 

(b) ラックマウントキット 規格：EIA19インチ 放送用 1 式

(c) 1/2EIAブランクパネル 規格：EIA19インチ 1/2サイズ 放送用 1 式

(5) オーディオモニタースピーカー（アン

プ付、ステレオ） 
方式：2ウェイ（アンプ内蔵） 業務用 1 対

(6) オーディオモニタースピーカー（VE用
および LD用、ステレオ） 

方式：2ウェイ（アンプ内蔵） 業務用 2 対

(7) オーディションモニタースピーカー

（ステレオ） 
方式：2ウェイ（アンプ内蔵） 業務用 1 対

(8) スタジオ用オーディオモニタースピー

カー（ステレオ、スタンド付） 
方式：2ウェイ（アンプ内蔵） 業務用 1 対

(9) スタジオトークバックスピーカー 方式：フルレンジ（アンプ内蔵） 業務用 1 式
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(10) スタジオフォールドバックスピーカー 方式：2ウェイ（アンプ内臓） 業務用 1 対

(11) マルチフォーマットマスタービデオモ

ニター 
   

(a) 14 インチマルチフォーマットマスター
ビデオモニター 

解像度：1920×1080 
入力：SDI 

放送用 1 台

(b) NTSC/PAL入力アダプター 入力：PAL方式 放送用 1 台

(12) エアモニター 画面：14インチ以上 民生用 1 台

(13) モニター棚 規模：モニター約 14インチ 21
台、約 20インチ 2台、エア
モニター1 台を搭載可能な
こと 

放送用 1 式

(14) A/Vモニターコネクター盤 
（スタジオ用および調整室用） 

コネクター種類 
映像：BNC 
音声：XLRまたはマルチ CN 

放送用 1 式

(15) ステレオヘッドホン 形式：密閉ダイナミック型 業務用 7 台

       
1.8 インターカムシステム      

(1) スタジオインターカムシステム マトリクスサイズ：32ポート以
上 

UPS：1.5kVA 

放送用 1 台

(2) ヘッドセット（有線型：7、無線型：5）    
(a) 有線型ヘッドセット 形状：デュアルマフ、密閉型 放送用 7 台

(b) 無線型ヘッドセット 形状：デュアルマフ、密閉型 放送用 5 台

(c) 2.4GHzベースユニット 
（アンテナ含む） 

周波数：2.4GHz帯 放送用 1 台

(d) 2.4GHzベルトパック 
（バッテリー含む） 

周波数：2.4GHz帯 放送用 5 台

(e) バッテリー充電器 ベルトパック用 放送用 1 台

(3) マイクロホン 形状：グースネック型 放送用 9 台

      
1.9 オンエアライトおよびタリーシステム      

(1) オンエアタリーロジック 回路数：64回路以上（入出力） 放送用 1 台

 

(2) オンエアタリーライト タリー表示：赤または緑 LED 放送用 27 台

(3) スタジオフロアー、エントランス用オ

ンエアライト 
タリー表示：赤 LED 
7ヵ所設置 

放送用 7 台

       
1.10 バーチャルセットおよびアクセサリー     

(1) リモートコントロールコンピューター

およびソフトウェア 
CPU：Xeonクアッドコア相当 
UPS：1.5kVA 

放送用 1 台

(2) スイッチングハブ 規格：1000BASE-T 業務用 1 台

(3) SD/HDクロマキーヤー装置 規格：HD-SDI/SD-SDI 
機能：クロマキー 

放送用 1 台

(4) SD/HD映像遅延装置（リアコネクター、
電源装置を含む） 

規格：HD-SDI/SD-SDI 
遅延性能：HD-SDI 20秒以上 

放送用 4 台

(5) テーブル、バーチャルパネル、電源分

配器 
分配電源規格：230V 放送用 3 台
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1.11 照明機器      
(1) 2 灯式蛍光灯フラッドライト（80W 以

上）およびバーンドア 
灯数：蛍光灯 2灯 
定格：総合 80W以上 

放送用 30 台

(2) 4灯式蛍光灯フラッドライト（160W以
上）およびバーンドア 

灯数：蛍光灯 4灯 
定格：総合 160W以上 

放送用 40 台

(3) 6灯式蛍光灯フラッドライト（240W以
上）およびバーンドア 

灯数：蛍光灯 6灯 
定格：総合 240W以上 

放送用 20 台

(4) 調光装置（調光制御パネルを含む） 回路数：90回路以上（同時制御） 
調光制御パネルプリセットフ

ェーダー数：80本 

放送用 1 式

(5) 蛍光灯フラッドライトスペアランプ

(40W以上) 
定格：40W以上 放送用 340 個

(6) 照明用アクセサリー 素材：鋼鋳物、照度計含む 放送用 1 式

       
2 屋外収録システム（ENG)  

2.1 デジタルカメラシステム      

(1) HDデジタルポータブルカムコーダー    

(a) HDデジタルポータブルカムコーダー 撮像素子：2/3 型 3 板式 IT 型 
CCD 

記録媒体：光ディスク 

放送用 3 台

(b) イーサネットアダプタ 規格：イーサネット 放送用 3 台

(c) SDI出力機能 規格：HD-SDI 放送用 3 台

(d) 24P撮影機能 規格：24フレーム相当、プログ
レッシブ方式 

放送用 3 台

(e) 三脚アタッチメント 質量：1kg以下 放送用 3 台

(f) ビューファインダー サイズ：3.5インチ以上 放送用 3 台

(g) コンデンサーマイクロホン 指向性：単一指向性 放送用 3 台

(h) マイクケーブル 2.1(1)(g)用 放送用 3 台

(2) 27 倍ズームレンズ（2 倍エクステンダ
ー、ワイドアングルレンズ付） 

倍率：22倍以上 放送用 3 台

(3) UVフィルター 形状：φ105mm 放送用 3 台

(4) 充電式バッテリーパック 容量：90Wh以上 放送用 18 台

(5) バッテリー充電器 形式：4 チャンネル同時急速充
電器 

放送用 6 台

(6) 電源アダプター    
(a) AC電源アダプター AC入力：230V 

DC電力：100W以上 
放送用 3 台

(b) DC電源ケーブル 2.1(6)(a)用 放送用 3 台

(7) キャリングケース 種類：衝撃吸収性ショルダーバ

ッグ型 
放送用 3 台

(8) 三脚、ヘッド、ドリー、三脚アダプタ

ー（ポータブルケース付） 
荷重範囲：約 14kg 放送用 3 台

(9) 屋外用カバー、レインジャケット    
(a) フィールドカバー 形式：3D マイクロファイバー

メッシュ 
放送用 3 台

 

(b) レインジャケット 形式：透明型、防滴製 放送用 3 台
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2.2 9インチビデオモニター      

(1) 9インチビデオモニター 画面：8～9インチ 
解像度：640×480以上 

放送用 3 台

(2) ENGキット 遮光フード、キャリングハンド

ル 
放送用 3 台

(3) 充電式バッテリーパック 容量：90Wh以上 放送用 6 台

(4) バッテリーアダプター 形式：4 チャンネル同時急速充
電器 

放送用 2 台

       
2.3 UHFシンセサイザー送信機 周波数：800MHz帯 

形式：ベルトパック型 
放送用  3 台

 

       
2.4 UHFシンセサイザーチューナー 形式：スロットイン型 放送用  3 台

       
2.5 マイクロホン      

(1) ダイナミックマイクロホン 指向性：全指向性 放送用 3 台

 

(2) ガンマイクロホン    
(a) ガンマイクロホン 指向性：強単一指向性 放送用 3 台

 

(b) キャリングケース 種類：衝撃吸収性、ナップサッ

ク型 
放送用 3 台

(3) ハンドグリップ 種類：ピストルグリップ型ショ

ックマウント 
放送用 3 台

(4) ガンマイクロホン用風防 種類：サスペンション、風防、

ウィンドジャマ 
放送用 3 台

(5) フィッシュポール    
(a) フィッシュポール ポールアダプタ種類： 

4点式サスペンション 
放送用 3 台

(b) フィッシュポールアダプター 方式：4点式サスペンション 放送用 3 台

(6) ワイヤレスマイク    
(a) ワイヤレス送信機 周波数：800MHz帯 放送用 3 台

 

(b) ラベリアマイク 送信機周波数特性： 
100Hz～15kHz以上 

放送用 3 台

       
2.6 マイクロホンケーブル      

(1) マイクロホンケーブル 10m コネクター形式： 
XLR-3-11C ‒ XLR-3-12C 

放送用 3 本

(2) マイクロホンケーブル 5m コネクター形式： 
XLR-3-11C - XLR-3-12C 

放送用 3 本

(3) マイクロホンケーブル 3m コネクター形式： 
XLR-3-11C – XLR-3-12C 

放送用 3 本

(4) マイクロホンケーブル 1.5m コネクター形式： 
XLR-3-11C - XLR-3-12C 

放送用 3 本

     
2.7 ステレオヘッドホン 型式：密閉ダイナミック型 業務用 3 台
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2.8 ライティング装置（スペアランプ、バ

ッテリー付） 
     

(1) AC駆動クールライト 規格：27W蛍光灯 2灯式 
電源：ACアダプター式 

放送用 3 台

(2) スペアランプ 規格：27W蛍光灯 放送用 18 個

(3) アクセサリー 伸縮式ポール、リフレクター、

フィルターを含む 
放送用 3 式

       
2.9 ポータブルオーディオミキサー      

(1) ポータブルオーディオミキサー 方式：アナログ方式 
入出力：4入力、2出力 

放送用 1 台

(2) AC電源アダプター 出力電力：100W以上 放送用 1 台

 
(3) バッテリーケース マウント：Vマウント式 放送用 1 台

 
(4) 充電式バッテリー 種類：リチウムイオン 

電力：90Wh以上 
放送用 3 台

 
(5) 充電器 2.9 (4) 用 放送用 1 台

       
2.10 ミニ DV・HDV カムコーダー（アクセ

サリー付） 
撮像素子：1/3型 CMOSまたは

CCD 
記録再生規格：HDV方式 

業務用  3 台

       
2.11 デジタルスチルカメラ（含むズームレ

ンズ） 
画素：1200万画素以上 
記録：メモリーカード 

民生用 3 台

       
3 回線切替システム  

3.1 ルーティング機器      

(1) デジタルルーティングスイッチャー

（64入力 × 64出力） 
 

インターフェース： 
HD/SD-SDI, BNC 

マトリクスサイズ： 
64 × 64以上 

放送用 1 台

(2) 20インチデジタルビデオモニター 画面サイズ： 約 20インチ 
解像度：1600×1024以上 

放送用 2 台

(3) デジタルマルチフォーマット波形モニ

ター 
モニター表示：波形/ベクトル／
ピクチャー／ステータス 

 モニター入力： 
HD/SD-SDI、PALアナログ 

放送用 1 台

(4) 機器ラック 規格：EIA 19インチ 放送用 1 台

       
3.2 映像同期システム（CAR室×2台、CG

室（2室）、複製室用) 
     

(1) デジタル同期信号発生器（HD用） 外部同期入力： 
PALブラック/3値シンク 

アナログ同期出力： 
PAL ブラック/3 値シンク 3
系統以上 

放送用 5 台

 



3 − 88 

番号 計画機材 主な仕様 グレード 数量 

(2) 同期信号分配器 周波数帯域：～30MHz 
出力：BNC 4系統以上 

放送用 1 式

      
3.3 パッチパネル・A/Dコンバーター、 

D/Aコンバーター 
     

(1) パッチパネル パッチ種類：HD-SDI対応 
ジャック数：26連以上 

放送用 7 台

(2) パッチケーブル 種類：同軸ケーブル 放送用 1 式

(3) インターフェースユニット スロット数： 10スロット以上 
冗長性：電源二重化対応 

放送用 1 式

(4) A/D + HD-SDI アップコンバーター A/D 形式： PAL アナログ

/SD-SDI/HD-SDI二段階変換 
量子化ビット：10ビット以上 
音声機能：アナログ音声多重化 

放送用 2 台

(5) HD-SDI ダウンコンバーター + D/A ダウンコンバーター形式： 
HD-SDI/SD-SDI/PAL 二段階
コンバート 

ダウンコンバーター音声機能： 
音声 ANCデータパス 

処理時間：1フレーム以内 

放送用 2 台

(6) HD-SDI → SDI（PAL対応） ダウンコンバーター形式： 
HD-SDI/SD-SDI/PAL 二段階
コンバート 

ダウンコンバーター音声機能： 
音声 ANCデータパス 

処理時間：1フレーム以内 

放送用 2 台

       
4 映像共有ネットワーク（ビデオサーバーシステム）  

(1) SD用入力端末 2式（17インチビデオモ
ニターを含む、SD-VTRは既設利用） 

   

(a) 17 インチ液晶コンピューターディスプ
レイ 

解像度：1280×1024以上 業務用 2 台

(b) 17インチ液晶ビデオモニター 解像度：1280 × 768以上 放送用 2 台

(c) アップコンバーター 出力：HD-SDI 放送用 2 台

(d) コンピューターワークステーション CPU：Xeonデュアル CPU相当
以上 

放送用 2 台

(e) 無停電電源装置（UPS） 容量：1.5kVA 業務用 2 台

(2) HD用入力端末 2式（HDデジタルディ
スクレコーダーおよび17インチビデオ
モニターを含む） 

   

(a) 17 インチ液晶コンピューターディスプ
レイ 

解像度：1280×1024以上 業務用 2 台

(b) 17インチ液晶ビデオモニター 解像度：1280 × 768以上 放送用 2 台

(c) HDデジタルディスクレコーダー 録画再生媒体：光ディスク 放送用 2 台

(d) コンピューターワークステーション CPU：Xeonデュアル CPU相当
以上 

放送用 2 台

(e) 無停電電源装置（UPS） 容量：1.5kVA 業務用 2 台
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(3) HDV用入力端末 2式（HDV-VTRおよ
び 17インチビデオモニターを含む） 

   

(a) 17 インチ液晶コンピューターディスプ
レイ 

解像度：1280×1024以上 業務用 2 台

(b) 17インチ液晶ビデオモニター 解像度：1280 × 768以上 放送用 2 台

(c) HDV/ミニ DVレコーダー 録画再生媒体：ミニ DVテープ 業務用 2 台

(d) コンピューターワークステーション CPU：Xeonデュアル CPU相当
以上 

放送用 2 台

(e) 無停電電源装置（UPS） 容量：1.5kVA 業務用 2 台

(4) 閲覧端末 （UPSを含む） CPU：Xeonデュアル CPU相当
以上 

UPS：1.5kVA 

放送用 4 台

(5) 管理端末（UPSを含む） CPU：Xeonデュアル CPU相当
以上 

UPS：1.5kVA 

放送用 1 台

(6) ノンリニアー編集システム 4式（HDデ
ジタルディスクレコーダーおよび17イ
ンチビデオモニターを含む） 

   

(a) 17 インチ液晶コンピューターディスプ
レイ 

解像度：1280×1024以上 業務用 8 台

(b) 17インチ液晶ビデオモニター 解像度：1280 × 768以上 放送用 4 台

(c) HDデジタルディスクレコーダー 録画再生媒体：光ディスク 放送用 4 台

(d) コンピューターワークステーション CPU：Xeonデュアル CPU相当
以上 

放送用 4 台

(e) ノンリニアー編集ソフトウェア 制御：レコーダーを直接制御可

能なこと 
放送用 4 台

(f) 無停電電源装置（UPS） 容量：1.5kVA 業務用 4 台

(7) マルチフォーマットビデオサーバー    
(a) マルチフォーマットビデオサーバー

（150時間＠50Mbps） 
容量：4TB以上 
RAID構成：RAID10 

放送用 1 台

(b) スイッチングハブ 型式：20ポート以上、レイヤー
3 

業務用 1 台

(c) 無停電電源装置（UPS） 容量：1.5kVA 業務用 1 台

(8) HD-SDI 入力ボード 入出力：HD/SD-SDI 
同期入力：PALブラックまたは

3値シンク 

放送用 2 台

(9) アプリケーションソフトウェア 閲覧端末等使用ライセンス 放送用 1 式

     
5 DVD 複製システム  

(1) マスターDVD制作システム（UPSを含
む） 

CPU：Xeon 相当 CPU、4GB 
RAM/200GB HDD以上 

キャプチャー機能： 
HD/SD-SDI入出力､同期入力 

UPS：1.5kVA 

業務用 2 式

 

(2) DVDレコーダー 形式：PC 3.5インチベイ内蔵型 業務用 2 台



3 − 90 

番号 計画機材 主な仕様 グレード 数量 

(3) デジタルビデオモニター 画面：14インチ以上 
解像度：1280 × 768以上 
入力：PAL、SDI 

放送用 2 台

(4) DVD複製システム 種類：全自動 100枚オートロー
ダー 

ライター：18倍速 DVDライタ
ー × 8台内蔵 

業務用 1 台

       
6 コンピューターグラフィックスシステム（2式）  

(1) グラフィックターミナル CPU：Intel Xeon 相当デュアル
プロセッサ 

メモリー：約 24GB 

放送用 2 台

(2) 19インチ液晶モニター 解像度：1280 × 1024以上 
I/F：VGAまたは DVI 

業務用 4 台

(3) グラフィックシステム用ソフトウェア 機能：2Dおよび 3D-CG制作 放送用 2 式

(4) フラットベッドスキャナー 種類：A4 フラットベッドスキ
ャナー 

解像度：約 1200dpi 

業務用 2 台

(5) 無停電電源装置 種類：ラックマウント型 
入力電圧：200V～240V 
容量：1.5kVA 

業務用 2 台

     
7 測定器  

(1) ビデオアナライザー 形式：ポータブル型 
測定項目：波形／アイパターン

／ジッター他 

放送用 1 台

(2) デジタルマルチフォーマット波形モニ

ター 
モニター表示： 
波形／ベクトル／ピクチャ

ー／アイパターン 

放送用 1 台

(3) オシロスコープ Ch数：4チャンネル 
周波数帯域：約 500MHz 

業務用 1 台

(4) 8chオーディオアナライザー 測定項目：レベル／クロストー

ク／SN比／THD+N他 
放送用 1 台

(5) リファレンス・オーディオモニター

（HD-SDIオプション付） 
入力形式：HD/SD-SDI、

AES/EBU、アナログ 
メーター：2ch バーグラフ 12
セグメント以上 

放送用 1 台

(6) クランプメーター 測定交流電圧範囲：約 600V 
測定交流電流範囲：400A以上 

業務用 1 台

(7) デジタルマルチメーター 測定項目：電圧（直流/交流）、
電流（直流/交流）、抵抗、
導通、コンデンサ容量 

業務用 1 台

(8) ビデオ信号発生器 映像テスト信号出力：HD-SDI 2
系統、PAL 2系統 

音声テスト信号出力： 
AES/EBU 4系統 

放送用 1 台
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番号 計画機材 主な仕様 グレード 数量 

(9) 工具 種類：ショルダーケース型工具

セット（同軸コネクタークラ

ンプツールを含む） 

業務用 1 式

       
8 アナログ／デジタルフォーマット変換システム  

(1) アップコンバーター（SD-VTR用） A/D 変換形式：PAL アナログ
/SD-SDI/HD-SDI二段変換 

量子化ビット：10ビット以上 

放送用 3 台

(2) HDデジタルディスクレコーダー 記録・再生規格：MPEG2 HD422 
(50Mbps) 

記録・再生媒体：光ディスク 

放送用 3 台

(3) HDルーティングスイッチャー I/F：HD/SD-SDI,AES/EBU 
マトリクスサイズ：16×16以上 

放送用 1 台

(4) モニタースイッチャー 形式：XY およびマルチバス制
御 

放送用 1 台

(5) モニタースピーカー 種類：ラックマウント型音声モ

ニター 
入力形式：HD/SD-SDI、

AES/EBU、アナログ 

業務用 1 台

(6) HDマルチフォーマットモニター 画面：14インチ以上 
解像度：1280 × 768以上 

放送用 1 台

(7) デジタルマルチフォーマット波形モニ

ター 
モニター表示：波形／ベクトル

／ピクチャー／ステータス 
モニター入力：HD/SD-SDI 

放送用 1 台

       
9 SD/HD 試写システム  

(1) HDビデオプロジェクター（150インチ
スクリーンを含む） 

投影画面サイズ：約 40～600型 
光出力：3600ルーメン以上 

業務用 1 台

(2) HDデジタルディスクレコーダー 記録・再生規格：MPEG2 HD422 
（50Mbps） 

 記録・再生媒体：光ディスク 

放送用 1 台

(3) HDV-VTR 記録・再生規格：HDV、ミニ
DV 

記録・再生媒体：テープ 

業務用 1 台

(4) DVDプレーヤー DVD映像規格：PAL、リージョ
ンコード 5 

民生用 1 台

(5) 9インチマルチフォーマットモニター 画面：8インチ～9インチ 
解像度：640 × 480以上 

放送用 1 台

(6) A/V スイッチャー・オーディオミキサ
ー 

音声入出力：アナログ 8入力 8
出力 

A/Vスイッチャー機能： 
テロップ/カメラ制御 

業務用 1 台

(7) グラフィックイコライザー 種類：1/3オクターブ／約 30バ
ンドイコライザ 

周波数特性：約 20Hz～20kHz 

業務用 2 台
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番号 計画機材 主な仕様 グレード 数量 

(8) コンデンサーマイクロホン 指向性：全指向/単一指向性 
周波数特性：100Hz～15kHz 以
上 

放送用 2 台

(9) マイクロホンスタンド フロアスタンド形状：  
ストレート型 

フロアスタンド高： 
約 800mm～1600mm 

放送用 2 台

(10) パワーアンプ 出力（8Ω、20Hz～20kHz)： 
約 500W + 500W 

周波数特性： 
約 20Hz～20kHz（±2dB） 

業務用 2 台

(11) オーディオスピーカー 形式：2ウェイ・バスレフ型 
許容入力：約 500W 

業務用 2 対

(12) 機器ラック 規格：EIA 19インチ 放送用 1 台

(13) 無停電電源装置 容量：1.5kVA 業務用 1 台

       
10 スペアパーツ  

(1) 3CCDSD/HDカラーカメラ用   
(a) フィルターユニット 放送用 1 台

(b) グリップ 放送用 1 台

(c) 内部カバーアッセンブリー 放送用 1 台

(d) ショルダーパッド 放送用 1 台

(e) サービスマニュアル 放送用 1 台

(2) HD デジタルプロダクションスイッチャー用リダンダントパワーサプラ
イ 

放送用 1 台

(3) デジタルルーティングスイッチャー（64入力 × 64出力）用リダンダン
トパワーサプライ 

放送用 1 台

(4) HDビデオプロジェクター用スペアランプ 業務用 5 台

(5) デジタルオーディオミキサー用フェーダーノブ 放送用 20 台

(6) インターカム用   
(a) ユーザーパネル用 ACアダプター 放送用 2 台

(b) ヘッドセット 放送用 2 台

(7) HDデジタルディスクレコーダー用アライメントディスク 放送用 1 台

(8) HDV/ミニ DVレコーダー用   
(a) テープガイド調整ドライバー 業務用 1 台

(b) テープパス調整用ボード 業務用 1 台

(c) テープパス調整用電源ケーブル 業務用 1 台

(d) 調整用小型ミラー 業務用 1 台

(e) クリーニングクロス 業務用 1 台

(f) 直流安定化電源 業務用 1 台

(g) HDVアライメントテープ 業務用 1 台

(h) ミニ DVアライメントテープ 
 

業務用 1 台
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番号 計画機材 主な仕様 グレード 数量 

(2) 録画メディア   
(a) 映像収録用ディスク（映像記録容量：50GB以上） 放送用 1300 枚

(b) 静止画記録用メモリーカード（カード容量：4GB以上） 民生用 6 枚

(c) ミニ DVカセット（テープ長：75m以上） 業務用 100 本

(d) DVDメディア（容量：4.7GB（片面・映像用）） 民生用 3000 枚

    
11 据付材料  

 配線ケーブル類、コネクター類、アングル類、ダクト類等  1 式

 

3-2-2-4 施設計画 

 EMPC の電源・空調設備を含む既設施設は、1993 年の日本の無償資金協力により建設されたも

ので、教材制作に直接関係しない事務部門および研究・調査部門の諸室は将来 IGNOU側で増築可

能なように建築計画、構造計画上の配慮をし、建設されている。 

 2000 年から EMPC に放送・送出の役割が加わり各諸室の用途変更が必要となり、増築が 2002

年、2004 年に実施され事務部門の諸室および研究・調査部門の一部が同施設内に収容されるとと

もに北側は Gyan Darshanの番組編成室、南側は倉庫として使用されている。また、協力準備調査

期間中も 2階中庭に不足している諸室を補うべく増築工事が実施されていた。 

これらの施設の増築・改修や保守管理は IGNOU組織内の施設管理部（Campus Construction and 

Maintenance Division：CCMD）によって実施されており、良好な状態で建築および付帯設備が運用・

管理されている。 

 

(1) 既設建物 

映像教材制作スタジオ-1 内の映像調整室等の巾木にシロアリ被害の痕跡が一部見られたが、

2007年にその被害が顕著となったため、各番組制作関連室の木質系仕上げ木材下地部分に薬

剤注入によって被害拡大を食い止めたとのことである。 

その他フリーアクセスフロアーの不陸、壁塗装の剥離、防音ボードの損傷が 1～2ヵ所ある以

外は概ね良好に保守管理されており、特に改修を要するところはない。 

 

(2) 電源設備 

11kV（50Hz）商用電源が EMPC の北西隣にある変電所（Substation）で受電された後、変圧

トランスフォーマーにて 400V/230V（3相 4線、50Hz）に降圧され、750kVA誘導電圧調整器

（Induction Voltage Regulator：IVR）2基を通して EMPC建物内の電気室の配電盤に供給され

ている。 

各室のコンセント、照明、空調電源等の一般電源は電気室配電盤から建物内の各分電盤を経

由して供給されている。また教材制作機材への電源は電気室配電盤から同室に設置されてい
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る 3 台の自動電圧調整器（AVR-1：40kVA、AVR-2：40kVA、AVR-3：20kVA）を介して、教

材制作用緒室に設置された機器専用の分電盤に供給されている。さらに機材専用コンセント

の電源にも分電盤から供給されている。 

なお変電所には 2基の非常用発電機（200kVAおよび 500kVA）が設置されている。 

供給される電源の品質が視聴覚教材制作用機材の運用に影響を及ぼすこともあることから、

建物内で電圧を測定した。測定条件・結果および考察等は以下のとおりである。 

1) 場所／測定期間 

一般電源ライン ： 会議室 

2009年 10月 29日 12：00～10月 30日 12：00 

 ： 会議室 

2009年 11月 02日 12：00～11月 03日 12：00 

AVR経由ライン ： 映像教材制作スタジオ-1内映像調整室 

2009年 10月 28日 12：00～10月 29日 12：00 

 ： 映像教材制作スタジオ-1内音声調整室 

2009年 11月 10日 12：00～11月 11日 12：00 

2) 定格電圧 ： 230V（単相 2線式） 

3) 測定結果および考察（図 3-7参照） 

変電所の IVR を経由した一般電源電圧の最大値は 247.8V、最小値は 235.4V であった。

AVR経由電源電圧の最大値は 228.3V、最小値は 220.3Vであった。 

これらの値は定格電圧 230Vに対し、一般電源は高めの値、AVR経由電源は低めの値を

示しているものの定格電圧の±10％（207V～253V）の範囲内に収まっており、視聴覚

教材制作機材の使用には、基本的に支障のない電源品質であることが確認された。 

特に、AVR経由電源に関しては一般電源との電圧値の相違により AVRが正常に機能し

ていることが確認できた。ただし定格電圧 230Vに近づけるよう AVRの出力設定を調整

することが望まれる。また一般電源は定格より高い電圧で供給されており変電所の変圧

トランスフォーマーおよび IVRの出力を調整し定格電圧に近づけることが望まれる。 

4) 更新機材の消費電力に対する対応 

本計画において調達する機材を各部屋に配置後、各部屋における消費電力に対する各

AVRの負荷容量と受電用ブレーカー（MCCB）の負荷容量を検討した結果は、表 3-7の

とおりである。現状の接続では 3 台の AVR の負荷はそれぞれ AVR-1（容量 40kVA）：

49.8kVA（既設負荷容量：24.5kVA）、AVR-2（容量 40kVA）：39.8kVA（既設負荷容量：

8kVA）、AVR-3（容量 20kVA）：16kVA（既設負荷容量：16kVA）となり、AVR-1（40kVA）

の負荷が容量を超えてしまう。したがって、この状況を解消するために下図のとおりサ

ーバー室への接続を AVR-1から AVR-2に変更するとともに試写室の接続を AVR-2から
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AVR-3に変更し各 AVRの負荷を平準化する。接続変更後の各 AVRの負荷容量はそれぞ

れ AVR-1：40kVA、AVR-2：38.4kVA、AVR-3：18.4kVAとなる。なお各室の既設受電用

ブレーカーは負荷に対する十分な容量があり継続使用できる。 

表 3-7 新システムの消費電力 

AVR系統 MCCB 
室番号 室  名 消費電力 

現状 本計画 
既設MCCB 
サイズ 

使用の可否

 映像教材制作スタジオ-1      

124 音声調整室-1 

125 映像調整室-1 

126 VTR室-1 

15kVA AVR-1 AVR-1 100/100A 継続使用

127 
スタジオフロアー 
（照明） 

20kVA ― ― 
200/200A 
×2 

継続使用

142 映像共有ネットワーク（閲覧・編集）室-1

143 映像共有ネットワーク（閲覧・編集）室-2

145 映像共有ネットワーク（入力）・CG室-1 

8.8kVA AVR-2 AVR-2 100/50A 継続使用

146 映像共有ネットワーク（入力）・CG室-2 

147 
映像共有ネットワーク（閲覧・入力・編集）

室-3 

148 
映像共有ネットワーク（閲覧・入力・編集）

室-4 

11.3kVA AVR-2 AVR-2 100/75A 継続使用

162 サーバー室 
10.3kVA 

（既設機材を含む）
AVR-1 AVR-2 100/50A 継続使用

166 複製室 4.9kVA AVR-2 AVR-2 100/100A 継続使用

170 試写室 2.4kVA AVR-2 AVR-3 100/30A 継続使用
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(3) 空調設備 

視聴覚教材制作機材は精密機器であり、室内の温・湿度の急激な変化による結露を防ぐため

に適切に空調を行い温・湿度を一定に保つ必要があることから、既設空調設備（水冷セント

ラル方式）の運転能力・性能を確認するために室内および外気の温・湿度の変化を長時間記

録できるデジタル式測定器で測定した。測定条件（時間／場所／対応グラフ）、測定結果およ

び考察は以下のとおりである。 

教材制作機材用 
分電盤より 
（400/230V） 

映像教材制作スタジオ-1 … 「124」、「125」、「126」 
映像教材制作スタジオ-2 … 「130」、「131」、「132」 
音声教材制作スタジオ-1 … 「108」 
音声教材制作スタジオ-2 … 「109」 
シングルステップ編集室-1 … 「139」 
シングルステップ編集室-2 … 「140」 
シングルステップ編集室-3 … 「141」 
 サーバー室 … 「162」 

映像共有ネットワーク・CG室 … 「142」、「143」、「145」 
映像共有ネットワーク・CG室 … 「146」、「147」、「148」 
音声編集室 … 「149」、「150」、「151」 
ENG室 … 「154」 
複製室 … 「166」 
 試写室 … 「170」 

AVR-1 
（40kVA） 

AVR-2 
（40kVA） 

GD-2コントロール室 … 「163」、「164」 
メンテナンス室 … 「160」 
グラフィックワーク室 … 「212」 

AVR-3 
（20kVA） 

 現 状  

教材制作機材用 
分電盤より 
（400/230V） 

映像教材制作スタジオ-1 … 「124」、「125」、「126」 
映像教材制作スタジオ-2 … 「130」、「131」、「132」 
音声教材制作スタジオ-1 … 「108」 
音声教材制作スタジオ-2 … 「109」 
シングルステップ編集室-1 … 「139」 
シングルステップ編集室-2 … 「140」 
シングルステップ編集室-3 … 「141」 

映像共有ネットワーク・CG室 … 「142」、「143」、「145」 
映像共有ネットワーク・CG室 … 「146」、「147」、「148」 
音声編集室 … 「149」、「150」、「151」 
ENG室 … 「154」 
複製室 … 「166」 
 サーバー室 … 「162」 

AVR-1 
（40kVA） 

AVR-2 
（40kVA） 

GD-2コントロール室 … 「163」、「164」 
メンテナンス室 … 「160」 
グラフィックワーク室 … 「212」 
 試写室 … 「170」 

AVR-3 
（20kVA） 

 変更後  

AVR-2へ接続

AVR-3へ接続

変更 

「 」：室番 
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1) 測定期間／場所／対応グラフ 

測定器‐1 ： 2009年 10月 28日 13：00～10月 29日 16：50 

映像教材制作スタジオ-1内映像調整室（図 3-8） 

 ： 2009年 10月 30日 12：00～11月 02日 14：00 

映像教材制作スタジオ-1内音声副調整室（図 3-9）   

測定器‐2 ： 2009年 10月 28日 17：30～11月 04日 16：00 

複製室（図 3-10） 

測定器‐3 ： 2009年 10月 28日 13：00～10月 29日 10：50 

シングルステップ編集室‐1（図 3-11） 

 ： 2009年 10月 29日 12：00～11月 10日 10：50 

サーバー入力/閲覧 CG室‐2（図 3-12） 

測定器‐4 ： 2009年 10月 28日 13：00～10月 29日 16：50 

外気温・湿度測定 中庭（図 3-13） 

 ： 2009年 10月 29日 18：00～11月 01日 12：30 

会議室（図 3-14） 

2) 測定結果および考察（図 3-8から図 3-14参照） 

外気温・湿度測定の結果、最高・最低気温は 29.2℃～16.0℃、最高・最低湿度は 69％～

20％であった。気象統計上、この時期以降、気温は徐々に低下傾向を示し、1月に最低気

温（月平均最低気温：7.2℃）となる。 

各部屋の使用状況と空調機の運転状態は一定ではなく、また使用中の部屋であってもド

アが開けたままの状態であったり、送風機が停められていたり等さまざまな状況下での

測定となったが、複製室についてはドアの開け放しもなく空調機が常時運転されており

室温設定が低めではあるが概ね 20.5℃～24.0℃と均一な室温を示していた。その他の諸室

についても室温が 26℃を上回ることはなく正常に運転している（EMPC 職員からも空調

機が良好に運転されていることを確認した）。 

一方、湿度に関しては既設空調設備には加湿器等の湿度調整設備はないものの 35％～

73％の範囲に収まっている。この中で 65％を越える湿度が検出されたのは映像共有ネッ

トワーク（入力/閲覧）・CG室‐2のみである。ただしこの部屋は現在使用されておらず、

送風機が停止されている要因によるものである。 

測定結果から既設空調設備の運転能力・性能は視聴覚教材制作機材の運用操作に支障を

与えることなく正常に機能していることが確認された。 

ただし、室温設定が低すぎる嫌いがあり、省エネルギーの観点から 2度ほど設定温度を

上げるように設定することが望まれる。 

上記測定結果から電源設備および空調設備は正常に運転しており､改修等の整備の必要はない｡ 
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なお CCMDの担当要員が空調設備室（A/C Plant Room）および変電所に常駐して空調設備お

よび電源設備を含めた設備の運用・維持管理を行っており既設設備の保守管理体制は十分に

機能している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
①：映像教材制作スタジオ－1内映像調整室（AVR経由ライン） 
②：会議室（一般電源ライン） 
③：会議室（一般電源ライン） 
④：映像教材制作スタジオ‐1内音声調整室（AVR経由ライン） 

図 3-7 電圧変動グラフ 

 

図 3-8 温度・湿度グラフ ［映像機材制作スタジオ－1内音声調整室 室番「124」］ 

① ② ③ ④ 

 ：湿度 

 ：温度 
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図 3-9 温度・湿度グラフ ［音声教材制作スタジオ-1内音声調整室 室番「108」］ 

 

 

 

 

図 3-10 温度・湿度グラフ ［複製室 室番「166」］ 

 

 

 ：湿度 

 ：温度 

 ：湿度 

 ：温度 
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図 3-11 温度・湿度グラフ ［シングルステップ編集室－1 室番「139」］ 

 

 

 

 

図 3-12 温度・湿度グラフ ［サーバー入力／閲覧 CG室－2 室番「146」］ 

 

 ：湿度 

 ：温度 

 ：湿度 
 ：温度 
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図 3-13 温度・湿度グラフ ［外気温・湿度（中庭）］ 

 

 

 

 

図 3-14 温度・湿度グラフ ［会議室 室番「234」］ 

 

 

 

 ：湿度 
 ：温度 

 ：湿度 
 ：温度 
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